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資料２ 

 

２０２２年度北海道・北東北の縄文遺跡群経過観察年次報告書（案）について 

 

 

１ 報告書（案） 

  別紙のとおり 

 

２ 総括 

①資産の顕著な普遍的価値と完全性・真実性に関する観察指標 

・資産の価値及び属性に対する負の影響は、確認・予見されていない。 

 

②構成資産の保護・管理に関する観察指標 

・構成資産における現状変更の件数が４５件と、２０２１年度の３９件に比べてやや

増加した。主に史跡整備に伴うものであり、資産の価値に負の影響を及ぼす行為は

見られない。 

・構成資産内における遺産影響評価の実施件数（詳細分析の要否判断件数）が３２件

と、２０２１年度の９件から大きく増加しているが、資産の価値に負の影響を及ぼ

す行為は見られない。 

・気温や湿度、降水量、地下水位等の構成資産を取り巻く環境、植生に大きな変化は

なく、構成資産に対する負の影響は、確認・予見されていない。 

・構成資産の調査研究等を担う専門職員の人数が６５人と、２０２１年度の人数を維

持しており、世界遺産登録の翌年度においても調査研究等の体制が維持されている。 

 

③構成資産及び緩衝地帯に影響を与える諸条件に関する観察指標 

・緩衝地帯における民間の開発許可申請件数が６０件と、２０２１年度の２４件に比

べて大きく増加したが、法令に基づく許認可手続きが適正に行われており、資産の

価値に負の影響を及ぼす行為は見られない。 

・緩衝地帯内及びその周辺における遺産影響評価の実施件数（詳細分析の要否判断件

数）が４０件と、２０２１年度の２７件から大きく増加しているが、資産の価値に

負の影響を及ぼす開発行為等は見られない。 

・構成資産の価値に大きな影響を及ぼすような大気汚染、植生の変化は認められない。 

・構成資産への来訪者数が約４２万５千人と、２０２１年度の約２７万６千人に比べ

て約１．５倍に増加した。 

・来訪者を構成資産に誘導する案内板（サイン）の設置数が３０９箇所と、２０２１

年度の２４３件に比べて約１．３倍に増加し、来訪者の受入体制の整備が進んでい

る。 
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④顕著な普遍的価値の伝達に関する指標 

・資産に関する研修会等への参加者数が、約１９万人と２０２０年度の約１２万人と

比べて増加した。地方公共団体及び地域住民等によって積極的に研修会等が開催さ

れている。 

・ホームページのアクセス数が約２３２万回と、２０２１年度の約１８８万回に比べ

て約１．２倍と増加した。デジタル媒体での情報発信が積極的に行われている。 

・構成資産の保存活用に関わる民間団体の会員数が２，２３５（個人１，０４９、団

体１，１８６）と、２０２１年度の２，３１６（個人１，１７２、団体１，１４４）

から微減してはいるものの、地域住民が引き続き積極的に構成資産の保存・活用に

関与している。 

 

３ 今後のスケジュール 

令和５年１２月１２日 第４回縄文遺跡群世界遺産専門家委員会へ報告 

令和６年 ３月 下旬 年次報告書の刊行、公式ホームページでの公開 
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れ
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を
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す
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、
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案
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岩
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縄
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、
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（
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縄
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も
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、
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。
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、

令
和

4
（
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（
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を
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本
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遍
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適
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／
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資
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れ
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携
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２
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２
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域
 

担
当

組
織

 

担
当

組
織

及
び

担
当

課
 

構
成

資
産

及
び

 

緩
衝

地
帯

 

組
織

名
称

及
び

組
織

代
表

者
 

 
 

函
館

市
 

市
長

 
 

 

千
歳

市
 

市
長

 
 

 

伊
達

市
 

市
長

 
 

 

洞
爺

湖
町

 
町

長
 

 
 

青
森

県
 

知
事

 
 

 

青
森

市
 

市
長

 
 

 

弘
前

市
 

市
長

 
 

 

八
戸

市
 

市
長

 
 

 

つ
が

る
市

 
市

長
 

 
 

外
ヶ

浜
町

 
町

長
 

 
 

七
戸

町
 

町
長

 
 

 

一
戸

町
 

町
長

 
 

 

鹿
角

市
 

市
長

 
 

 

北
秋

田
市

 
市

長
 

 
 

 
 

 
 

担
当

課
及

び
担

当
責

任
者

 
 

 

函
館

市
 

教
育

委
員

会
 

生
涯

学
習

部
 

文
化

財
課

 
課
長
 

千
歳

市
 

教
育

委
員

会
 

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
 

セ
ン
タ
ー
長
 

伊
達

市
 

教
育

委
員

会
 

生
涯

学
習

課
 

課
長
 

洞
爺

湖
町

 
教

育
委

員
会

 
社

会
教

育
課

 
参
事
 

青
森

県
 

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

 
所
長
 

青
森

市
 

教
育

委
員

会
事

務
局

 
文

化
遺

産
課

 
課
長
 

弘
前

市
 

教
育

委
員

会
 

文
化

財
課

 
課

長
 

八
戸

市
 

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

 
副

館
長

 

つ
が

る
市

 
教

育
委

員
会

 
文

化
財

課
 

課
長

 

外
ヶ

浜
町

 
教

育
委

員
会

 
社

会
教

育
課

 
課

長
 

七
戸

町
 

教
育

委
員

会
 

世
界

遺
産

対
策

室
 

室
長

 

一
戸

町
 

教
育

委
員

会
 

世
界

遺
産

課
 

課
長

 

鹿
角

市
 

教
育

委
員

会
 

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

 
館

長
 

北
秋

田
市

 
教

育
委

員
会

 
生

涯
学

習
課

 
課

長
 

監
督

組
織

 
構

成
資

産
及

び
 

緩
衝

地
帯

 

組
織

名
称

及
び

組
織

代
表

者
 

 
 

文
化

庁
 

長
官

 
 

 
 

 
 

 

担
当

課
及

び
担

当
責

任
者

 
 

 

文
化

資
源

活
用

課
 

課
長

 

指
導

組
織

 
構

成
資

産
及

び
 

緩
衝

地
帯

 

組
織

名
称

及
び

組
織

代
表

者
 

 

 
北

海
道

 
知

事
 

 

 
青

森
県

 
知

事
 

 

 
岩

手
県

 
知

事
 

 

 
 

秋
田

県
 

知
事

 
 

 
 

 
 

 
 

担
当

課
及

び
担

当
責

任
者

 
 

 
 

北
海

道
 

環
境

生
活

部
文

化
局

 
文

化
振

興
課

 
 

縄
文

世
界

遺
産

推
進

室
 

室
長
 

 
 

北
海

道
 

教
育

庁
 

生
涯

学
習

推
進

局
 

文
化

財
・博

物
館

課
 

課
長

 

 
 

青
森

県
 

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

 
所
長
 

 
 

青
森

県
 

教
育

庁
 

文
化

財
保

護
課

 
課
長

 

 
 

岩
手

県
 

文
化

ス
ポ

ー
ツ

部
 文

化
振

興
課

 
総
括
課
長
 

 
 

岩
手

県
 

教
育

委
員

会
事

務
局

 
生

涯
学

習
文

化
財

課
 

総
括
課
長

 

 
 

秋
田

県
 

教
育

庁
 

生
涯

学
習

課
 

文
化

財
保

護
室

 
室
長

 

 



１
　

資
産

の
顕

著
な

普
遍

的
価

値
と

完
全

性
・
真

実
性

に
関

す
る

観
察

指
標

-
 遺

構
・
遺

物
の

保
存

状
態

の
把

握
・
記

録
（
Ⅱ

-
2
～

8
,1

0
～

1
3
,Ⅳ

-
1
,Ⅴ

-
2
）

-
 構

成
資

産
及

び
周

辺
の

植
生

の
状

態
と

そ
の

管
理

状
況

の
把

握
（
Ⅱ

-
9
,Ⅳ

-
2
）

-
 構

成
資

産
か

ら
周

辺
へ

の
眺

望
の

把
握

（
Ⅱ

-
1
5
,Ⅲ

-
1
～

5
,Ⅳ

-
2
）

-
 遺

構
・
遺

物
の

保
存

状
態

の
把

握
・
記

録
（
Ⅱ

-
2
～

8
,1

0
～

1
3
, 

Ⅳ
-
1
,Ⅴ

-
2
）

-
 構

成
資

産
か

ら
周

辺
へ

の
眺

望
の

把
握

（
Ⅱ

-
1
5
,Ⅲ

-
1
～

5
,Ⅳ

-
2
）

-
 構

成
資

産
か

ら
周

辺
、

構
成

資
産

周
辺

か
ら

構
成

資
産

へ
の

眺
望

の
把

握
（
Ⅱ

-
1
5
,Ⅲ

-
1
～

5
,Ⅳ

-
2
）

-
 構

成
資

産
が

立
地

す
る

地
形

の
崩

壊
、

変
形

状
況

の
把

握
・
記

録
（
Ⅱ

-
1
0
,Ⅴ

-
2
、

Ⅵ
-
1
～

2
）

-
 構

成
資

産
及

び
周

辺
の

植
生

の
状

態
と

そ
の

管
理

状
況

の
把

握
（
Ⅱ

-
9
,Ⅳ

-
2
）

-
 構

成
資

産
周

辺
の

景
観

阻
害

要
因

と
景

観
の

改
善

と
変

化
の

把
握

（
Ⅱ

-
1
5
,Ⅲ

-
1
～

5
）

-
 遺

構
・
遺

物
の

保
存

状
態

の
把

握
・
記

録
（
Ⅱ

-
2
～

8
,1

0
～

1
3
,Ⅳ

-
1
,Ⅴ

-
2
）

-
 構

成
資

産
か

ら
周

辺
へ

の
眺

望
の

把
握

（
Ⅱ

-
1
5
,Ⅲ

-
1
～

5
,Ⅳ

-
2
）

-
 被

害
等

対
策

の
た

め
の

基
礎

情
報

の
把

握
（
Ⅱ

-
1
～

4
,1

1
,1

4
,Ⅲ

-
4
,Ⅳ

-
1
,Ⅴ

-
1
,Ⅵ

-
1
,2

）

３
　

経
過

観
察

結
果 Ⅰ

-
4
.

属
性

d
)集

落
形

態
の

変
遷

を
示

す
こ

と

項
目

指
標

測
定

内
容

・
方

法
備

考

Ⅰ
.顕

著
な

普
遍

的
価

値
を

伝
達

す
る

属
性

の
保

護
・

管
理

Ⅰ
-
1
.

属
性

a)
自

然
資

源
を

巧
く

利
用

し
た

生
活

の
在

り
方

を
示

す
こ

と

Ⅰ
-
2
.

属
性

b
)祭

祀
・
儀

礼
を

通
じ

た
精

緻
で

複
雑

な
精

神
性

を
示

す
こ

と

Ⅰ
-
3
.

属
性

c)
集

落
の

立
地

と
生

業
と

の
関

係
が

多
様

で
あ

る
こ

と



３
．

２
　

構
成

資
産

の
保

護
・
管

理
に

関
す

る
観

察
指

標

Ⅱ
-
1
.

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
保

存
活

用
協

議
会

等
の

開
催

数

情
報

共
有

や
意

見
交

換
等

が
行

わ
れ

る
保

存
活

用
協

議
会

、
専

門
家

委
員

会
の

開
催

数
を

把
握

す
る

。

Ⅱ
-
2
.

構
成

資
産

に
お

け
る

現
状

変
更

件
数

文
化

財
保

護
法

に
基

づ
く

史
跡

の
現

状
変

更
の

許
可

申
請

・
届

出
の

件
数

及
び

そ
の

内
容

を
把

握
す

る
。

Ⅱ
-
3
.

構
成

資
産

に
お

け
る

き
損

件
数

文
化

財
保

護
法

に
基

づ
く

史
跡

の
き

損
届

の
件

数
及

び
そ

の
内

容
を

把
握

す
る

。

Ⅱ
-
4
.

遺
産

影
響

評
価

の
実

施
件

数

史
跡

整
備

、
き

損
時

の
修

復
等

に
係

る
遺

産
影

響
評

価
の

実
施

件
数

を
把

握
す

る
。

Ⅱ
-
5
.

構
成

資
産

の
公

有
地

化
率

民
有

地
の

買
い

上
げ

実
施

状
況

を
把

握
す

る
。

Ⅱ
-
6
.

遺
構

の
状

況
遺

構
の

状
況

に
つ

い
て

、
観

察
、

写
真

撮
影

等
に

よ
り

記
録

す
る

。

年
平

均
気

温
－

 ℃
年

平
均

気
温

－
 ℃

年
平

均
気

温
－

 ℃
年

平
均

気
温

－
 ℃

湿
度

　
　

　
－

 ％
湿

度
　

　
　

－
 ％

湿
度

　
　

　
－

 ％
湿

度
　

　
　

－
 ％

年
間

降
水

量
 －

 m
m

年
間

降
水

量
 －

 m
m

年
間

降
水

量
 －

 m
m

年
間

降
水

量
 －

 m
m

Ⅱ
-
8
.

地
下

水
位

低
湿

地
に

お
け

る
水

量
、

水
質

の
状

況
を

観
察

す
る

。

Ⅱ
-
9
.

植
生

の
状

況
構

成
資

産
内

の
植

生
の

状
況

に
つ

い
て

観
察

、
写

真
撮

影
等

に
よ

り
測

定
す

る
。

Ⅱ
-
1
0
.

災
害

後
の

被
害

状
況

把
握

風
水

害
、

土
砂

災
害

、
地

震
等

に
よ

る
構

成
資

産
に

お
け

る
被

害
状

況
を

把
握

す
る

。

Ⅱ
-
1
1
.

構
成

資
産

の
保

存
活

用
協

議
会

等
の

開
催

数

構
成

資
産

を
所

管
す

る
地

方
公

共
団

体
を

中
心

と
し

た
史

跡
整

備
委

員
会

、
保

存
活

用
協

議
会

等
の

開
催

数
を

把
握

す
る

。

Ⅱ
-
1
2
.

資
産

の
調

査
研

究

資
産

に
関

わ
る

調
査

研
究

の
実

施
状

況
及

び
そ

の
内

容
、

調
査

研
究

成
果

等
を

掲
載

し
た

報
告

書
等

の
発

刊
数

を
把

握
す

る
。

Ⅱ
-
1
3
.

関
連

文
化

財
の

調
査

研
究

構
成

資
産

に
関

連
す

る
文

化
財

の
調

査
研

究
の

実
施

状
況

及
び

そ
の

内
容

、
調

査
研

究
成

果
を

掲
載

し
た

報
告

書
等

の
発

刊
数

を
把

握
す

る
。

Ⅱ
-
1
4
.

調
査

研
究

体
制

の
充

実
構

成
資

産
の

調
査

研
究

等
を

担
う

専
門

職
員

の
数

を
把

握
す

る
。

Ⅱ
-
1
5
.

不
適

格
工

作
物

の
撤

去
等

の
状

況

構
成

資
産

内
に

現
存

す
る

不
適

格
工

作
物

の
撤

去
等

の
状

況
を

把
握

す
る

。

2
0
2
2
年

度
結

果

4
件

4
5
件

4
件

3
2
件

－ － － －

1
件

被
害

あ
り

4
3
回

1
7
件

4
件

6
5
人

－

3
2
回

1
7
件

5
件

6
5
人

－ － － －

被
害

な
し

あ
り

1
1
構

成
資

産
/
な

し
6
構

成
資

産

表
4
参

照
。

各
構

成
資

産
の

年
次

報
告

書
参

照
。

大
き

な
変

化
は

生
じ

て
い

な
い

。

各
構

成
資

産
の

年
次

報
告

書
参

照
。

大
き

な
変

化
は

生
じ

て
い

な
い

。

各
構

成
資

産
の

年
次

報
告

書
参

照
。

大
き

な
変

化
は

生
じ

て
い

な
い

。

各
構

成
資

産
の

年
次

報
告

書
参

照
。

大
き

な
変

化
は

生
じ

て
い

な
い

。

各
構

成
資

産
の

年
次

報
告

書
参

照
。

１
件

の
内

訳
：
【
伊

勢
堂

岱
遺

跡
】
大

雨
に

よ
っ

て
、

構
成

資
産

と
緩

衝
地

帯
と

の
境

に
位

置
す

る
樹

木
の

倒
木

が
生

じ
た

。
Ⅱ

-
3
と

同
一

の
被

害
。

周
囲

に
遺

構
は

分
布

し
て

お
ら

ず
環

状
列

石
か

ら
も

離
れ

て
お

り
、

遺
跡

の
保

存
に

影
響

は
な

い
。

表
5
参

照
。

表
6
参

照
。

表
7
参

照
。

表
8
参

照
。

－ －

被
害

な
し

6
件

6
3
人

 3
9
回

1
0
件

－ －

被
害

な
し

0
件

4
件

2
0
2
1
年

度
結

果

1
件

3
9
件

2
件

9
件

2
0
2
2
年

度
結

果
の

備
考

・
縄

文
遺

跡
群

世
界

遺
産

協
議

会
（
2
0
2
2
年

9
月

2
日

・
2
0
2
3
年

2
月

1
4
日

）
・
縄

文
遺

跡
群

世
界

遺
産

専
門

家
委

員
会

（
2
0
2
2
年

1
0
月

1
8

日
・
2
0
2
3
年

3
月

1
0
日

）

表
1
参

照
。

表
2
参

照
。

表
3
参

照
※

2
0
2
0
年

4
月

1
日

か
ら

遺
産

影
響

評
価

の
試

験
的

な
運

用
を

開
始

し
た

。

項
目

Ⅱ
-
7
.

気
温

、
湿

度
、

降
水

量
の

経
年

変
化

大
気

の
常

時
観

察
を

行
い

、
気

温
、

湿
度

、
降

水
量

の
変

化
を

計
測

す
る

。

2
0
1
9
年

度
結

果 2
9
件

1
件

－ －

2
0
2
0
年

度
結

果   
2
8
件

  
2
件

－ －

指
標

Ⅱ
.資

産
の

保
全

状
況

と
保

護
・
管

理

－
－

3
5
回

1
9
件

7
件

6
0
人

1
件

1
件



３
．

３
　

資
産

に
影

響
を

与
え

る
諸

条
件

に
関

す
る

観
察

指
標

Ⅲ
-
1
.

公
共

事
業

の
発

注
件

数
緩

衝
地

帯
の

道
路

、
河

川
、

治
山

等
の

公
共

事
業

発
注

件
数

を
把

握
す

る
。

開
発

許
可

申
請

2
0
件

開
発

許
可

申
請

1
4
件

開
発

許
可

申
請

2
4
件

開
発

許
可

申
請

6
0
件

建
築

確
認

件
数

0
件

建
築

確
認

件
数

　
1
件

建
築

確
認

件
数

2
件

建
築

確
認

件
数

3
件

届
出

件
数

1
件

届
出

件
数

6
件

届
出

件
数

5
件

届
出

件
数

1
7
件

事
前

協
議

件
数

1
件

事
前

協
議

件
数

　
6
件

事
前

協
議

件
数

3
件

事
前

協
議

件
数

9
件

Ⅲ
-
4
.

遺
産

影
響

評
価

の
実

施
件

数

開
発

行
為

等
に

係
る

遺
産

影
響

評
価

の
実

施
件

数
を

把
握

す
る

。

Ⅲ
-
5
.

構
成

資
産

の
内

外
か

ら
み

た
眺

望
の

観
測

視
点

場
か

ら
み

た
眺

望
の

定
点

観
測

に
よ

り
、

視
界

に
入

り
込

む
阻

害
要

因
を

把
握

す
る

。

年
平

均
値

0
.0

0
0
～

0
.0

0
2
p
p
m

年
平

均
値

0
.0

0
0
～

0
.0

0
1
 p

p
m

年
平

均
値

0
.0

0
0
～

0
.0

0
2
 p

p
m

年
平

均
値

0
.0

0
0
～

0
.0

0
2
 p

p
m

日
平

均
値

の
年

間
2
%
除

外
値

0
.0

0
1
～

0
.0

0
9
p
p
m

日
平

均
値

の
年

間
2
%
除

外
値

0
.0

0
1
～

0
.0

0
9
 p

p
m

日
平

均
値

の
年

間
2
%
除

外
値

0
.0

0
1
～

0
.0

0
6
 p

p
m

日
平

均
値

の
年

間
2
%
除

外
値

0
.0

0
1
～

0
.0

0
6
 p

p
m

環
境

基
準

適
否

適
環

境
基

準
適

否
適

環
境

基
準

適
否

適
環

境
基

準
適

否
適

年
平

均
値

0
.0

0
2
～

0
.0

0
8
p
p
m

年
平

均
値

0
.0

0
2
～

0
.0

1
0
 p

p
m

年
平

均
値

0
.0

0
2
～

0
.0

1
0
 p

p
m

年
平

均
値

0
.0

0
2
～

0
.0

1
0
 p

p
m

日
平

均
値

の
年

間
9
8
%
値

0
.0

0
1
6
～

0
.0

2
3
p
p
m

日
平

均
値

の
年

間
9
8
%
値

0
.0

0
8
～

0
.0

2
8
 p

p
m

日
平

均
値

の
年

間
9
8
%
値

0
.0

0
8
～

0
.0

2
7
 p

p
m

日
平

均
値

の
年

間
9
8
%
値

0
.0

0
8
～

0
.0

2
7
 p

p
m

環
境

基
準

適
否

適
環

境
基

準
適

否
適

環
境

基
準

適
否

適
環

境
基

準
適

否
適

Ⅳ
-
2
.

植
生

の
状

況
構

成
資

産
周

辺
の

植
生

の
状

況
に

つ
い

て
観

察
、

写
真

撮
影

等
に

よ
り

記
録

す
る

。

Ⅴ
-
1
.

災
害

発
生

情
報

の
観

測
気

象
・
地

震
・
津

波
・
火

山
活

動
に

よ
る

災
害

発
生

情
報

を
把

握
す

る
。

Ⅴ
-
2
.

災
害

後
の

被
害

状
況

把
握

風
水

害
、

土
砂

災
害

、
地

震
等

に
よ

る
構

成
資

産
周

辺
の

被
害

状
況

を
把

握
す

る
。

Ⅳ
.環

境
変

化

　
　

　
　

　
　

　
　

3
回

被
害

な
し

二
酸

化
窒

素

－

緩
衝

地
帯

に
お

け
る

開
発

許
可

申
請

や
建

築
確

認
件

数
を

把
握

す
る

。

Ⅲ
.開

発
圧

力

大
気

の
常

時
監

視
を

行
い

、
大

気
の

二
酸

化
硫

黄
・
二

酸
化

窒
素

含
有

量
を

測
定

す
る

。

Ⅴ
.自

然
災

害

二
酸

化
窒

素

－

8
回

被
害

な
し

項
目

Ⅲ
-
3
.

景
観

条
例

に
基

づ
く

届
出

件
数 Ⅳ

-
1
.

大
気

汚
染

に
係

る
環

境
基

準
達

成
状

況
（
二

酸
化

硫
黄

・
二

酸
化

窒
素

）

Ⅲ
-
2
.

民
間

の
開

発
行

為
件

数

指
標

景
観

条
例

に
基

づ
く

届
出

件
数

を
把

握
す

る
。

2
0
2
0
年

度
結

果

　
　

　
　

　
　

　
　

 1
0
件

二
酸

化
硫

黄

2
0
1
9
年

度
結

果

二
酸

化
硫

黄

二
酸

化
窒

素

－

1
4
件

－

0
件

環
境

基
準

を
超

え
る

箇
所

は
な

い
。

環
境

基
準

二
酸

化
硫

黄
：
0
.0

4
p
p
m

以
下

二
酸

化
窒

素
：
0
.0

6
p
p
m

以
下

各
構

成
資

産
の

年
次

報
告

書
参

照
。

大
き

な
変

化
は

生
じ

て
い

な
い

。

各
構

成
資

産
の

年
次

報
告

書
参

照
。

0
回

二
酸

化
硫

黄

各
構

成
資

産
の

年
次

報
告

書
参

照
。

田
小

屋
野

貝
塚

：
8
月

の
大

雨
で

緩
衝

地
帯

の
北

西
端

の
農

地
斜

面
が

崩
落

し
た

。
資

産
へ

の
影

響
は

な
い

。
伊

勢
堂

岱
遺

跡
：
大

雨
に

よ
っ

て
、

構
成

資
産

と
緩

衝
地

帯
と

の
境

に
位

置
す

る
樹

木
の

倒
木

が
生

じ
た

。

被
害

な
し

2
0
2
2
年

度
結

果
の

備
考

表
9
参

照
。

各
構

成
資

産
の

年
次

報
告

書
参

照
。

大
き

な
変

化
は

生
じ

て
い

な
い

。

表
1
0
～

1
1
参

照
。

表
1
2
～

1
3
参

照
。

表
1
4
参

照
※

2
0
2
0
年

4
月

1
日

か
ら

遺
産

影
響

評
価

の
試

験
的

な
運

用
を

開
始

し
た

。

－

2
0
2
1
年

度
結

果

1
2
件

2
7
件

－

1
2
件

2
0
2
2
年

度
結

果

7
件

4
0
件

－

二
酸

化
硫

黄

二
酸

化
窒

素

－

2
0
回

被
害

あ
り

2
構

成
資

産
／

被
害

な
し

1
5
構

成
資

産



項
目

指
標

2
0
2
0
年

度
結

果
2
0
1
9
年

度
結

果
2
0
2
2
年

度
結

果
の

備
考

2
0
2
1
年

度
結

果
2
0
2
2
年

度
結

果

Ⅵ
-
2
.

自
動

車
数

構
成

資
産

の
周

辺
地

域
に

お
け

る
駐

車
場

入
込

状
況

を
測

定
す

る
。

Ⅵ
-
3
.

便
益

施
設

等
の

設
置

状
況

構
成

資
産

に
お

け
る

便
益

施
設

等
の

設
置

状
況

を
把

握
す

る
。

３
．

４
　

資
産

の
顕

著
な

普
遍

的
価

値
の

伝
達

に
関

す
る

観
察

指
標

Ⅶ
-
1
.

資
産

に
関

す
る

研
修

会
等

へ
の

参
加

者
数

資
産

に
関

す
る

研
修

会
、

セ
ミ
ナ

ー
等

へ
の

参
加

者
数

を
測

定
す

る
。

Ⅶ
-
2
.

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
の

設
置

状
況

構
成

資
産

に
お

け
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
の

設
置

状
況

を
把

握
す

る
。

Ⅷ
.地

域
住

民
、

民
間

団
体

の
活

動

Ⅷ
-
1
.

資
産

に
関

す
る

地
域

住
民

、
民

間
団

体
の

活
動

回
数

構
成

資
産

で
の

地
域

住
民

、
民

間
団

体
等

の
参

加
活

動
回

数
や

人
数

等
を

測
定

す
る

。

2
0
2
2
年

度
結

果
の

備
考

5
3
,7

8
9
人

　
　

　
　

　
　

　
　

1
9
3
,2

7
9
人

表
2
1
参

照

表
2
2
参

照

　
　

　
　

　
　

8
9
,0

3
5
人

表
2
5
～

2
7
参

照

－

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
等

の
発

行
回

数

2
0
2
1
年

度
結

果 1
1
9
,3

2
1
人

－

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
等

の
発

行
回

数 5
0
回

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
回

数

表
2
3
～

2
4
参

照
【
2
0
2
2
年

度
】

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
等

の
発

行
部

数
：
7
9
0
,9

9
1
部

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

：
2
,3

2
3
,5

8
6
件

JO
M

O
N

 A
R
C

H
IV

E
S
の

公
開

コ
ン

テ
ン

ツ
数

（
総

数
）
：
3
,4

9
4
件

【
2
0
2
1
年

度
】

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
等

の
発

行
部

数
：
9
7
2
,2

4
1
部

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

：
1
,8

8
3
,2

4
9
件

JO
M

O
N

 A
R
C

H
IV

E
S
の

公
開

コ
ン

テ
ン

ツ
数

：
1
,1

1
4
件

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
回

数
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

回
数

7
5
6
回

6
7
,1

8
4
人

　
　

　
　

　
　

1
2
4
,9

5
8
人

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
回

数 3
9
2
0
回

8
4
1
7
6
人

Ⅶ
.顕

著
な

普
遍

的
価

値
の

伝
達

－

2
8
9
,5

3
2
人

1
4
5
,6

7
6
人

3
2
9
,2

2
3
人

1
6
7
,4

6
7
人

Ⅶ
-
3
.

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
提

供

刊
行

さ
れ

て
い

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

、
地

方
公

共
団

体
共

通
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

り
、

情
報

提
供

の
回

数
・
状

況
を

把
握

す
る

。

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
等

の
発

行
回

数

項
目

2
0
1
9
年

度
結

果
2
0
2
0
年

度
結

果
指

標

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
へ

の
来

訪
者

数
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

へ
の

来
訪

者
数

5
1
6
回

5
1
0
回

以
上

2
6
回

3
1
回

Ⅵ
.観

光
圧

力

Ⅵ
-
1
.

来
訪

者
数

構
成

資
産

へ
の

来
訪

者
数

を
測

定
す

る
。

構
成

資
産

へ
の

来
訪

者
数

構
成

資
産

へ
の

来
訪

者
数

表
1
5
～

1
6
参

照

表
1
7
～

1
8
参

照

－
－

表
1
9
～

2
0
参

照

影
響

な
し

影
響

な
し

－

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
へ

の
来

訪
者

数

2
6
8
,9

6
0
人

影
響

な
し

構
成

資
産

へ
の

来
訪

者
数

2
7
5
,5

2
8
人

構
成

資
産

へ
の

来
訪

者
数

4
2
4
,5

2
7
人

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
へ

の
来

訪
者

数

4
0
5
,3

8
1
人

影
響

な
し

－

2
0
2
2
年

度
結

果 1
9
1
,7

5
2
人

－

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
等

の
発

行
回

数 5
0
回



表
１

　
構

成
資

産
に

お
け

る
現

状
変

更
件

数
（
観

察
指

標
Ⅱ

-
2
関

係
）

構
成

資
産

名
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
2
年

度
の

内
容

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

1
1

1
1

史
跡

整
備

事
業

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
2

1
4

5
手

す
り

の
設

置
、

仮
設

物
設

置
、

植
樹

、
仮

設
物

設
置

（
2
件

）

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
2

1
0

0

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

5
2

5
7

発
掘

調
査

、
仮

設
プ

レ
ハ

ブ
設

置
、

生
垣

等
伐

採
・
誘

導
看

板
設

置
、

ビ
ニ

ー
ル

ハ
ウ

ス
撤

去
、

電
柱

・
支

線
ア

ン
カ

ー
撤

去
（
2
件

）
、

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
0

0
0

1
史

跡
公

園
内

の
老

朽
化

し
た

見
晴

台
の

撤
去

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

7
6

1
0

9

特
別

史
跡

整
備

工
事

（
環

状
配

石
墓

整
備

工
事

、
大

人
の

墓
整

備
工

事
、

大
人

の
墓

展
示

覆
屋

整
備

工
事

）
の

実
施

、
南

盛
土

露
出

展
示

遺
構

断
面

空
隙

有
無

調
査

、
子

ど
も

の
墓

露
出

展
示

遺
構

土
壌

中
の

垂
直

分
布

調
査

、
樹

木
伐

採
、

大
型

竪
穴

建
物

内
柱

・
腰

壁
・

暗
渠

管
調

査
、

高
床

建
物

の
長

寿
命

化
対

策
、

特
別

史
跡

整
備

工
事

（
西

側
法

面
保

護
工

事
）
、

特
別

史
跡

整
備

工
事

（
西

側
法

面
保

護
工

事
、

子
ど

も
の

墓
覆

屋
整

備
工

事
）
、

境
界

標
打

設

0
0
7

大
船

遺
跡

4
6

1
3

柵
の

設
置

、
工

作
物

改
修

、
園

路
補

修

0
0
8

御
所

野
遺

跡
1

0
0

1
園

路
舗

装
修

繕
工

事

0
0
9

入
江

貝
塚

1
1

1
1

竪
穴

建
物

復
元

施
設

改
修

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
0

0
1

0

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

1
1

0
0

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

1
1

2
2

史
跡

管
理

上
の

電
気

柵
設

置
、

鹿
角

市
植

樹
祭

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
0

0
3

3
史

跡
整

備
事

業
に

伴
う

発
掘

調
査

、
遺

構
保

存
・
見

学
環

境
整

備
に

伴
う

立
木

伐
採

、
遺

構
保

存
施

設
の

仮
設

置

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

3
4

3
4

仮
設

説
明

板
の

設
置

、
仮

設
ト
イ

レ
の

設
置

、
整

備
工

事
用

仮
設

プ
レ

ハ
ブ

小
屋

の
設

置
、

仮
設

撮
影

台
の

設
置

0
1
5

高
砂

貝
塚

0
0

0
0

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
0

2
6

5
仮

設
案

内
所

設
置

、
生

垣
等

伐
採

・
誘

導
看

板
設

置
、

浄
化

槽
補

修
、

住
宅

撤
去

、
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

1
2

2
3

仮
設

小
屋

・
仮

囲
い

柵
の

設
置

、
既

存
施

設
解

体
撤

去
工

事
・
発

掘
調

査
、

樹
木

伐
採

2
9

2
8

3
9

4
5

合
計



表
２

　
構

成
資

産
に

お
け

る
き

損
件

数
（
観

察
指

標
Ⅱ

-
3
関

係
）

構
成

資
産

名
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
2
年

度
の

内
容

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

0
0

0
0

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
0

0
0

0

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
0

0
0

0

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

0
0

0
0

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
0

0
0

0

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

0
1

0
0

0
0
7

大
船

遺
跡

0
0

0
0

0
0
8

御
所

野
遺

跡
0

0
0

0

0
0
9

入
江

貝
塚

0
0

0
0

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
1

0
0

0

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

0
0

0
1

大
雨

に
よ

っ
て

、
構

成
資

産
と

緩
衝

地
帯

と
の

境
に

位
置

す
る

樹
木

の
倒

木
が

生
じ

た
。

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

0
1

2
3

環
状

配
石

遺
構

1
基

の
構

成
石

の
破

損
、

5
本

柱
建

物
復

元
木

柱
の

倒
木

、
自

動
車

追
突

に
よ

る
県

道
境

界
柵

の
き

損

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
0

0
0

0

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

0
0

0
0

0
1
5

高
砂

貝
塚

0
0

0
0

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
0

0
0

0

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

0
0

0
0

1
2

2
4

合
計



表
３

　
資

産
内

に
お

け
る

遺
産

影
響

評
価

の
実

施
状

況
（
観

察
指

標
Ⅱ

-
4
関

係
）

【
行

為
等

の
詳

細
分

析
の

要
否

判
断

結
果

】

影
響

レ
ベ

ル
詳

細
分

析
の

要
否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

三
内

丸
山

遺
跡

構
成

資
産

内
三

内
丸

山
縄

文
春

祭
り

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

構
成

資
産

内
特

別
史

跡
整

備
工

事
（
環

状
配

石
墓

整
備

工
事

、
大

人
の

墓
整

備
工

事
、

大
人

の
墓

展
示

覆
屋

整
備

工
事

）

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
、

保
護

盛
土

内
に

掘
削

範
囲

が
収

ま
る

こ
と

か
ら

負
の

影
響

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
三

内
丸

山
遺

跡
セ

ン
タ

ー

田
小

屋
野

貝
塚

構
成

資
産

内
電

柱
及

び
支

線
ア

ン
カ

ー
の

撤
去

掘
削

は
既

存
の

掘
削

範
囲

か
狭

小
で

あ
る

た
め

、
遺

構
・
遺

物
に

与
え

る
影

響
は

軽
微

で
あ

る
た

め
。

ま
た

撤
去

に
よ

り
資

産
範

囲
内

の
景

観
が

改
善

さ
れ

る
。

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

二
ツ

森
貝

塚
構

成
資

産
内

見
晴

台
撤

去
撤

去
は

保
護

盛
土

内
で

行
わ

れ
、

現
代

工
作

物
の

撤
去

に
よ

り
資

産
の

景
観

が
改

善
す

る
た

め
。

七
戸

町
教

育
委

員
会

田
小

屋
野

貝
塚

構
成

資
産

内
電

柱
及

び
支

線
ア

ン
カ

ー
の

撤
去

掘
削

は
既

存
の

掘
削

範
囲

か
狭

小
で

あ
る

た
め

、
遺

構
・
遺

物
に

与
え

る
影

響
は

軽
微

で
あ

る
た

め
。

ま
た

撤
去

に
よ

り
資

産
範

囲
内

の
景

観
が

改
善

さ
れ

る
。

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

田
小

屋
野

貝
塚

構
成

資
産

内
公

有
地

化
事

業
に

係
る

農
業

用
ビ

ニ
ー

ル
ハ

ウ
ス

の
撤

去
掘

削
範

囲
は

狭
小

で
あ

り
、

撤
去

に
よ

り
資

産
内

の
景

観
が

改
善

さ
れ

る
た

め
。

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

誘
導

看
板

設
置

地
面

に
直

置
き

し
、

地
中

の
掘

削
を

伴
わ

ず
、

景
観

に
与

え
る

影
響

は
軽

微
で

あ
る

た
め

。

大
平

山
元

遺
跡

構
成

資
産

内
史

跡
整

備
史

跡
整

備
事

業
に

よ
り

、
資

産
の

保
護

強
化

・
理

解
促

進
が

図
ら

れ
る

た
め

。
外

ヶ
浜

町

北
黄

金
貝

塚
構

成
資

産
内

資
産

内
の

竪
穴

建
物

立
体

表
示

の
入

口
部

の
修

繕
地

下
遺

構
等

に
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
で

は
な

く
、

行
為

の
前

後
で

景
観

に
負

の
変

化
は

な
い

。
伊

達
市

教
育

委
員

会

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

構
成

資
産

名
行

為
地

行
為

の
概

要
判

断
理

由
記

録
作

成
機

関

田
小

屋
野

貝
塚

構
成

資
産

内
生

垣
等

の
伐

採
現

代
的

工
作

物
の

遮
蔽

に
資

す
る

高
木

の
伐

採
は

な
く

、
景

観
の

悪
化

に
は

つ
な

が
ら

な
い

た
め

。
つ

が
る

市
教

育
委

員
会

田
小

屋
野

貝
塚

構
成

資
産

内



影
響

レ
ベ

ル
詳

細
分

析
の

要
否

構
成

資
産

名
行

為
地

行
為

の
概

要
判

断
理

由
記

録
作

成
機

関

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否
キ

ウ
ス

周
堤

墓
群

構
成

資
産

内

【
史

跡
整

備
事

業
に

伴
う

キ
ウ

ス
1
号

周
堤

墓
の

発
掘

調
査

】
　

1
9
6
4
年

の
発

掘
ト
レ

ン
チ

約
6
7
㎡

で
の

埋
戻

し
土

砂
を

除
去

し
、

当
時

の
発

掘
調

査
の

最
終

状
態

を
記

録
す

る
。

掘
削

土
砂

は
周

堤
墓

内
に

仮
置

き
し

、
発

掘
終

了
後

に
こ

れ
を

使
い

ト
レ

ン
チ

を
埋

め
戻

し
て

、
原

状
復

旧
を

行
う

。

発
掘

作
業

は
基

本
的

に
1
9
6
4
年

の
発

掘
範

囲
を

超
え

て
新

た
に

遺
構

を
発

掘
す

る
こ

と
は

な
く

、
掘

削
の

必
要

が
生

じ
た

場
合

で
も

最
小

限
の

範
囲

に
と

ど
め

る
方

針
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
に

よ
る

地
下

遺
構

へ
の

負
の

影
響

は
軽

微
で

あ
る

。
発

掘
ト
レ

ン
チ

は
小

規
模

で
あ

り
、

発
掘

終
了

後
に

原
状

復
旧

を
図

る
こ

と
か

ら
、

景
観

へ
の

負
の

影
響

は
発

掘
期

間
中

の
一

時
的

な
も

の
と

判
断

さ
れ

る
。

千
歳

市
教

育
委

員
会

大
湯

環
状

列
石

構
成

資
産

内
大

鹿
魂

祭
の

開
催

一
時

的
な

視
覚

的
影

響
が

生
ず

る
が

、
Ｏ

Ｕ
Ｖ

諸
要

素
に

対
し

て
負

の
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

鹿
角

市
教

育
委

員
会

大
湯

環
状

列
石

構
成

資
産

内
電

気
柵

撤
去

一
時

的
な

視
覚

的
影

響
が

生
ず

る
が

、
Ｏ

Ｕ
Ｖ

諸
要

素
に

対
し

て
負

の
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

鹿
角

市
教

育
委

員
会

大
湯

環
状

列
石

構
成

資
産

内
電

気
柵

設
置

一
時

的
な

視
覚

的
影

響
が

生
ず

る
が

、
Ｏ

Ｕ
Ｖ

諸
要

素
に

対
し

て
負

の
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

鹿
角

市
教

育
委

員
会

大
湯

環
状

列
石

構
成

資
産

内
夏

至
の

夕
日

を
見

る
会

の
開

催
一

時
的

な
視

覚
的

影
響

が
生

ず
る

が
、

Ｏ
Ｕ

Ｖ
諸

要
素

に
対

し
て

負
の

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い

。
鹿

角
市

教
育

委
員

会

御
所

野
遺

跡
構

成
資

産
内

特
別

高
圧

架
空

電
線

路
と

の
保

安
距

離
確

保
に

伴
う

立
木

伐
採

構
成

資
産

へ
の

影
響

は
皆

無
で

あ
り

、
ま

た
樹

木
の

先
端

部
分

の
み

の
伐

採
に

留
め

た
た

め
、

視
点

場
か

ら
の

眺
望

に
負

の
影

響
は

見
ら

れ
な

い
。

一
戸

町
教

育
委

員
会

入
江

貝
塚

構
成

資
産

内
立

体
表

示
修

復
修

復
は

竪
穴

建
物

の
上

屋
構

造
の

最
小

限
に

と
ど

め
、

史
跡

整
備

の
際

に
行

わ
れ

た
工

事
の

深
度

の
範

囲
内

で
行

う
こ

と
か

ら
、

属
性

及
び

Ｏ
Ｕ

Ｖ
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
判

断
し

た
。

洞
爺

湖
町

三
内

丸
山

遺
跡

構
成

資
産

内
子

ど
も

の
墓

覆
屋

整
備

工
事

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
地

下
遺

構
を

養
生

す
る

こ
と

で
軽

減
を

図
る

。
ま

た
、

保
護

盛
土

内
に

基
礎

を
作

る
こ

と
か

ら
負

の
影

響
は

な
く

、
眺

望
・
景

観
へ

の
影

響
も

な
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
三

内
丸

山
遺

跡
セ

ン
タ

ー

御
所

野
遺

跡
構

成
資

産
内

園
路

舗
装

修
繕

工
事

原
状

復
旧

を
目

的
と

し
た

行
為

で
あ

り
、

構
成

資
産

に
影

響
は

無
い

。
一

戸
町

教
育

委
員

会

三
内

丸
山

遺
跡

構
成

資
産

内
高

床
建

物
2
9
号

改
修

工
事

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
、

地
上

の
み

の
改

修
に

収
ま

る
こ

と
か

ら
影

響
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
眺

望
・
景

観
へ

は
一

時
的

な
影

響
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

構
成

資
産

内
西

側
法

面
保

護
工

事
遺

構
・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

構
成

資
産

内
三

内
丸

山
縄

文
夏

祭
り

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

構
成

資
産

内
子

ど
も

の
墓

露
出

展
示

の
キ

ノ
コ

発
生

に
か

か
る

遺
構

土
壌

中
の

垂
直

分
布

調
査

キ
ノ

コ
発

生
の

箇
所

に
限

定
し

範
囲

は
小

規
模

で
あ

る
。

掘
削

も
深

く
な

い
こ

と
か

ら
遺

構
・
地

形
・
立

地
環

境
へ

の
負

の
影

響
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
眺

望
・
景

観
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
三

内
丸

山
遺

跡
セ

ン
タ

ー

三
内

丸
山

遺
跡

構
成

資
産

内
2
0
2
2
年

度
第

4
6
次

発
掘

調
査

（
旧

都
市

計
画

道
路

予
定

地
付

近
）
 ・

 第
 4

7
次

発
掘

調
査

（
南

地
区

東
側

付
近

）

発
掘

調
査

は
、

地
下

遺
構

の
保

存
を

前
提

と
し

て
行

う
。

調
査

後
は

養
生

を
し

た
上

で
埋

め
戻

し
を

行
う

た
め

、
遺

構
・
地

形
・
立

地
環

境
へ

の
負

の
影

響
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

構
成

資
産

内
縄

文
時

遊
館

外
２

階
出

入
口

階
段

手
摺

修
繕

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー



影
響

レ
ベ

ル
詳

細
分

析
の

要
否

構
成

資
産

名
行

為
地

行
為

の
概

要
判

断
理

由
記

録
作

成
機

関

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
2

否

レ
ベ

ル
0

否

【
詳

細
分

析
を

実
施

し
た

案
件

】

是
川

石
器

時
代

遺
跡

構
成

資
産

内
史

跡
整

備
に

伴
う

既
存

施
設

除
却

工
事

新
規

掘
削

は
必

要
最

低
限

で
資

産
へ

の
影

響
が

極
め

て
軽

微
で

あ
る

ほ
か

、
眺

望
が

改
善

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

保
存

管
理

方
針

に
合

致
す

る
た

め
。

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館

是
川

石
器

時
代

遺
跡

構
成

資
産

内
史

跡
整

備
に

伴
う

不
要

樹
木

伐
採

新
規

掘
削

は
な

く
、

眺
望

が
改

善
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
保

存
管

理
方

針
に

合
致

す
る

た
め

。
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
構

成
資

産
内

誘
導

看
板

設
置

地
面

に
直

置
き

し
、

地
中

の
掘

削
を

伴
わ

ず
、

景
観

に
与

え
る

影
響

は
軽

微
で

あ
る

た
め

。
つ

が
る

市
教

育
委

員
会

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
構

成
資

産
内

公
有

地
化

事
業

に
伴

う
専

用
住

宅
等

の
撤

去
掘

削
に

よ
る

影
響

は
軽

微
で

あ
り

、
資

産
内

の
景

観
が

改
善

さ
れ

る
た

め
。

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
構

成
資

産
内

【
遺

構
保

存
施

設
の

仮
設

置
】
　

一
般

公
開

区
域

の
周

堤
墓

外
縁

部
に

、
延

長
4
5
0
ｍ

の
ロ

ー
プ

柵
を

仮
設

す
る

。
木

杭
9
4
本

と
金

属
ピ

ン
4
本

を
約

5
ｍ

間
の

支
柱

と
す

る
。

木
杭

は
長

さ
1
2
0
ｃ
ｍ

、
直

径
6
ｃ
ｍ

、
金

属
ピ

ン
は

長
さ

1
2
0
ｃ
ｍ

、
直

径
2
ｃ
ｍ

で
あ

り
、

い
ず

れ
も

打
込

み
の

深
さ

は
地

表
下

2
0
ｃ
ｍ

。
ロ

ー
プ

は
白

色
の

織
糸

綱
で

太
さ

1
ｃ
ｍ

の
も

の
。

地
下

遺
構

は
地

表
下

約
6
0
ｃ
ｍ

の
地

層
に

存
在

す
る

た
め

、
支

柱
打

込
み

に
よ

る
地

下
遺

構
へ

の
負

の
影

響
は

な
い

。
ロ

ー
プ

柵
は

景
観

上
の

阻
害

要
因

と
な

る
が

、
そ

の
意

匠
・
材

質
・
規

模
が

顕
著

な
普

遍
的

価
値

に
貢

献
す

る
要

素
に

与
え

る
負

の
影

響
は

軽
微

で
あ

り
、

行
為

は
ま

た
、

現
存

す
る

周
堤

墓
群

が
作

り
出

す
現

況
地

形
の

保
存

、
構

成
資

産
の

景
観

の
保

全
に

役
立

つ
も

の
で

あ
る

。

千
歳

市
教

育
委

員
会

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
構

成
資

産
内

生
垣

等
の

伐
採

現
代

的
工

作
物

の
遮

蔽
に

資
す

る
高

木
の

伐
採

は
な

く
、

景
観

の
悪

化
に

は
つ

な
が

ら
な

い
た

め
。

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
構

成
資

産
内

【
遺

構
保

存
・
見

学
環

境
整

備
に

伴
う

立
木

伐
採

】
　

周
堤

墓
上

の
立

木
伐

採
（
株

は
除

去
し

な
い

。
1
0
本

程
度

）
及

び
園

路
付

近
の

立
木

枯
れ

枝
の

除
去

。
伐

採
、

搬
出

作
業

は
人

力
で

行
い

、
重

機
等

は
使

用
し

な
い

。

周
堤

墓
上

の
立

木
伐

採
は

「
不

適
格

要
素

（
記

載
決

議
に

伴
う

勧
告

ｂ
）
」

へ
の

対
応

で
あ

る
。

行
為

は
現

地
状

況
に

軽
微

な
変

化
を

も
た

ら
す

が
、

顕
著

な
普

遍
的

価
値

及
び

属
性

へ
の

理
解

を
妨

げ
る

阻
害

要
因

の
除

去
で

あ
り

、
か

つ
、

風
倒

木
に

よ
る

地
下

遺
構

の
破

壊
を

未
然

に
防

ぐ
も

の
で

あ
る

。
ま

た
来

訪
者

の
安

全
性

の
向

上
を

も
た

ら
す

。
人

力
で

の
作

業
は

、
顕

著
な

普
遍

的
価

値
に

貢
献

す
る

要
素

に
負

の
影

響
を

与
え

な
い

。

千
歳

市
教

育
委

員
会

該
当

な
し

構
成

資
産

名
行

為
地

行
為

の
概

要
分

析
方

法
分

析
結

果
評

価
理

由
記

録
作

成
機

関



表
４

　
構

成
資

産
の

公
有

地
化

率
（
観

察
指

標
Ⅱ

-
5
関

係
）

構
成

資
産

名
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
2
年

度
備

考

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

7
1
.
4
1
%

7
1
.
4
1
%

7
1
.
4
1
%

7
1
.
4
1
%

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

4
5
.
0
0
%

6
7
.
0
0
%

8
4
.
0
0
%

8
6
.
0
0
%

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
0
7

大
船

遺
跡

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
0
8

御
所

野
遺

跡
1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
0
9

入
江

貝
塚

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
8
3
.
1
8
%

8
3
.
1
8
%

8
3
.
1
8
%

8
3
.
1
8
%

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
5
0
.
6
0
%

5
0
.
6
0
%

5
0
.
6
0
%

5
0
.
6
0
%

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

9
9
.
8
0
%

9
9
.
8
0
%

9
9
.
8
0
%

9
9
.
8
0
%

0
1
5

高
砂

貝
塚

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
4
3
.
0
0
%

4
3
.
0
0
%

4
3
.
0
0
%

4
3
.
7
0
%

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%

1
0
0
.
0
0
%



表
５

　
構

成
資

産
の

保
存

活
用

協
議

会
等

の
開

催
数

（
観

察
指

標
Ⅱ

-
1
1
関

係
）

構
成

資
産

名
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
2
年

度
備

考

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

1
1

1
2
大

平
山

元
遺

跡
世

界
遺

産
協

議
会

(
2
0
2
2
年

4
月

1
日

)
、

外
ヶ

浜
町

大
平

山
元

遺
跡

等
整

備
活

用
検

討
会

議
（

2
0
2
2
年

1
0
月

1
2
日

）

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
4

1
1

2
函

館
市

縄
文

遺
跡

群
保

存
活

用
協

議
会

（
2
0
2
2
年

1
2
月

7
日

、
2
0
2
3
年

2
月

1
7

日
）

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
0

1
0

0

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

0
2

2
4
史

跡
亀

ヶ
岡

石
器

時
代

遺
跡

・
田

小
屋

野
貝

塚
保

存
整

備
検

討
委

員
会

（
2
0
2
2
年

6
月

1
0
日

、
2
0
2
2
年

9
月

8
日

、
2
0
2
2
年

1
2
月

6
日

、
2
0
2
3
年

3
月

7
日

）

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
9

6
0

0

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

1
7

6
7

三
内

丸
山

遺
跡

保
存

活
用

推
進

協
議

会
（

2
0
2
3
年

3
月

2
3
日

）
、

三
内

丸
山

遺
跡

発
掘

調
査

委
員

会
（

2
0
2
2
年

7
月

6
日

、
2
0
2
2
年

9
月

2
2
日

、
2
0
2
3
年

3
月

8
日

）
、

三
内

丸
山

遺
跡

史
跡

整
備

検
討

委
員

会
（

2
0
2
2
年

8
月

3
0
日

、
2
0
2
2

年
1
2
月

9
日

、
2
0
2
3
年

2
月

2
日

）

0
0
7

大
船

遺
跡

2
1

1
2

函
館

市
縄

文
遺

跡
群

保
存

活
用

協
議

会
（
2
0
2
2
年

1
2
月

7
日

、
2
0
2
3
年

1
2
月

1
7

日
）

0
0
8

御
所

野
遺

跡
1

1
1

5

岩
手

県
世

界
遺

産
保

存
活

用
推

進
協

議
会

（
2
0
2
2
年

6
月

1
0
日

、
2
0
2
3
年

3
月

2
7
日

）
、

岩
手

県
世

界
遺

産
保

存
活

用
推

進
協

議
会

縄
文

保
存

活
用

検
討

部
会

（
2
0
2
3
年

2
月

2
0
日

）
、

岩
手

県
3
つ

の
世

界
遺

産
連

携
会

議
（

2
0
2
2
年

7
月

8
日

、
2
0
2
3
年

2
月

1
6
日

）

0
0
9

入
江

貝
塚

1
1

1
0

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
1

1
1

1
青

森
市

「
縄

文
遺

跡
」

保
存

活
用

連
絡

会
議

（
2
0
2
3
年

2
月

1
4
日

）

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

1
1

1
1
伊

勢
堂

岱
遺

跡
保

存
活

用
推

進
協

議
会

（
2
0
2
3
年

3
月

2
4
日

）

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

0
0

0
2
特

別
史

跡
大

湯
環

状
列

石
保

存
活

用
計

画
策

定
検

討
委

員
会

（
2
0
2
2
年

1
0
月

1
7
日

、
2
0
2
3
年

2
月

1
7
日

）

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
4

2
5

5
キ

ウ
ス

周
堤

墓
群

保
存

活
用

連
絡

会
議

（
2
0
2
3
年

3
月

3
0
日

）
、

史
跡

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
整

備
委

員
会

（
2
0
2
2
年

5
月

2
3
日

、
2
0
2
2
年

8
月

5
日

、
2
0
2
2
年

1
2
月

1
9
日

、
2
0
2
3
年

2
月

1
日

）

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

9
4

7
6
史

跡
大

森
勝

山
遺

跡
保

存
活

用
推

進
会

議
（

2
0
2
2
年

6
月

7
日

、
2
0
2
2
年

7
月

1
5
日

、
2
0
2
3
年

1
月

2
0
日

、
2
0
2
3
年

3
月

2
3
日

）
、

史
跡

大
森

勝
山

遺
跡

整
備

指
導

委
員

会
（

2
0
2
2
年

7
月

2
2
日

、
2
0
2
3
年

2
月

2
7
日

）

0
1
5

高
砂

貝
塚

1
1

1
0

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
0

2
2

4
史

跡
亀

ヶ
岡

石
器

時
代

遺
跡

・
田

小
屋

野
貝

塚
保

存
整

備
検

討
委

員
会

（
2
0
2
2
年

6
月

1
0
日

、
2
0
2
2
年

9
月

8
日

、
2
0
2
2
年

1
2
月

6
日

、
2
0
2
3
年

3
月

7
日

）

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

4
3

2
2
八

戸
市

史
跡

是
川

石
器

時
代

遺
跡

整
備

検
討

委
員

会
（

2
0
2
2
年

6
月

2
9
日

、
2
0
2
3
年

2
月

1
0
日

）

3
9

3
5

3
2

4
3

合
計



表
６

　
資

産
の

調
査

研
究

（
観

察
指

標
Ⅱ

-
1
2
関

係
）

【
調

査
研

究
の

実
施

状
況

】
補

助
金

等

な
し

あ
り

あ
り

あ
り

あ
り

あ
り

調
査

研
究

の
内

容
実

施
主

体
実

施
期

間
概

要
備

考

史
跡

の
内

容
確

認
調

査
つ

が
る

市
教

育
委

員
会

2
0
2
2
年

7
月

1
日

～
1
2
月

2
2

日
人

骨
出

土
地

点
の

周
辺

5
2
8
㎡

を
発

掘
調

査
し

、
縄

文
時

代
前

期
前

葉
の

竪
穴

建
物

跡
８

棟
や

捨
て

場
、

平
安

時
代

の
溝

や
井

戸
な

ど
を

検
出

し
た

。

発
掘

調
査

千
歳

市
教

育
委

員
会

2
0
2
2
年

6
月

1
日

～
2
0
2
2
年

9
月

8
日

史
跡

整
備

事
業

に
伴

う
キ

ウ
ス

１
号

周
堤

墓
の

発
掘

調
査

（
1
9
6
4
年

発
掘

区
の

再
調

査
）

特
別

史
跡

三
内

丸
山

遺
跡

第
4
7
次

発
掘

調
査

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

2
0
2
2
年

5
月

1
6
日

～
2
0
2
2
年

1
0
月

2
6
日

三
内

丸
山

遺
跡

南
の

谷
北

側
と

南
側

で
遺

構
分

布
状

況
の

確
認

の
発

掘
調

査
を

実
施

し
た

。

特
別

史
跡

三
内

丸
山

遺
跡

第
4
6
次

発
掘

調
査

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

編
組

技
法

か
ら

み
た

縄
文

時
代

の
技

術
知

の
解

明
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

・
金

沢
大

学
2
0
2
2
年

4
月

～
2
0
2
3
年

3
月

中
居

遺
跡

の
籃

胎
漆

器
や

繊
維

・
編

組
製

品
の

分
析

に
よ

る
、

素
材

・
製

作
技

法
の

解
明

「
ユ

ネ
ス

コ
世

界
遺

産
登

録
記

念
　

北
の

縄
文

世
界

と
国

宝
」
展

に
係

る
調

査
北

海
道

博
物

館
2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

特
別

展
開

催
の

た
め

の
資

料
調

査

2
0
2
2
年

5
月

1
6
日

～
2
0
2
2
年

1
0
月

2
6
日

三
内

丸
山

遺
跡

南
の

谷
北

側
と

南
側

で
遺

構
分

布
状

況
の

確
認

の
発

掘
調

査
を

実
施

し
た

。



【
調

査
研

究
成

果
等

を
掲

載
し

た
報

告
書

等
】

補
助

金
等

な
し

な
し

な
し

あ
り

あ
り

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

『
研

究
紀

要
』
第

1
2
号

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館
A

4
　

4
5
p

5
0
0

日
本

語
構

成
資

産
出

土
品

に
係

る
研

究
報

告
等

１
本

掲
載

。

『
食

と
縄

文
人

』
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

A
4
　

5
0
p

5
0
0

日
本

語
2
0
2
2
年

度
是

川
縄

文
館

秋
季

企
画

展
図

録
。

『
行

き
か

う
土

器
と

ヒ
ト
－

是
川

縄
文

館
・
弘

前
大

学
共

同
研

究
展

示
－

』
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

A
4
　

9
0
p

5
0
0

日
本

語
2
0
2
2
年

度
是

川
縄

文
館

特
別

展
図

録
。

特
別

史
跡

三
内

丸
山

遺
跡

第
4
6
次

発
掘

調
査

現
地

説
明

会
三

内
丸

山
遺

跡
セ

ン
タ

ー
A

3
　

2
p

1
5
0

日
本

語
第

4
6
次

発
掘

調
査

の
成

果

縄
文

マ
ジ

カ
ル

＋
（
プ

ラ
ス

）
A

5
　

6
4
p

9
0
0

日
本

語
特

別
展

「
縄

文
マ

ジ
カ

ル
（
プ

ラ
ス

）
」
の

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

A
5
　

6
4
p

1
0
0
0

日
本

語
世

界
遺

産
登

録
１

周
年

記
念

特
別

展
「
北

海
道

・
北

東
北

の
ＪＯ

Ｍ
Ｏ

Ｎ
」
の

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

北
海

道
・
北

東
北

の
ＪＯ

Ｍ
Ｏ

Ｎ

青
森

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

6
3
8

集
　

三
内

丸
山

遺
跡

4
7

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
4
　

1
5
2
ｐ

3
7
0

日
本

語
旧

野
球

場
地

区
の

縄
文

時
代

遺
構

・
遺

物
補

遺
編

青
森

県
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

6
3
7

集
　

三
内

丸
山

遺
跡

4
6

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
4
　

2
8
2
ｐ

3
7
0

日
本

語
2
0
1
8
年

～
2
0
2
1
年

度
に

実
施

し
た

第
4
2
～

4
5
次

発
掘

調
査

の
報

告
書

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
4
　

5
2
p

5
0
0

日
本

語

１
　

2
0
2
1
年

度
の

発
掘

調
査

に
つ

い
て

２
　

研
究

ノ
ー

ト
３

　
特

別
研

究
推

進
事

業
成

果
概

要
報

告
４

　
三

内
丸

山
遺

跡
出

土
品

の
保

存
修

理
事

業
に

つ
い

て
５

　
三

内
丸

山
遺

跡
出

土
品

の
再

整
理

事
業

に
係

る
出

土
品

紹
介

名
称

作
成

主
体

規
格

・
頁

数
発

行
部

数
言

語
概

要

第
1
部

　
発

掘
調

査
成

果
報

告
第

2
部

　
特

別
研

究
成

果
報

告
2
0
2
2
年

度
特

別
史

跡
三

内
丸

山
遺

跡
報

告
会

発
表

資
料

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
4
　

3
2
ｐ

W
eb

上
で

の
公

開
日

本
語

『
噴

火
湾

文
化

』
V

o
l.
1
7

伊
達

市
噴

火
湾

文
化

研
究

所
A

4
　

1
6
p

5
0
0
0

日
本

語
資

産
に

係
る

論
考

1
本

特
別

史
跡

三
内

丸
山

遺
跡

研
究

紀
要

４



表
７

　
関

連
文

化
財

の
調

査
研

究
（
観

察
指

標
Ⅱ

-
1
3
関

係
）

補
助

金
等

な
し

な
し

な
し

あ
り

電
電

公
社

合
宿

舎
遺

跡
(緩

衝
地

帯
内

)の
発

掘
調

査
報

告
書

2
0
2
2
年

度
一

戸
文

化
財

年
報

一
戸

町
教

育
委

員
会

A
4
　

5
1
P

1
5
0

日
本

語

『
噴

火
湾

文
化

』
V

o
l.
1
7

伊
達

市
噴

火
湾

文
化

研
究

所
A

4
　

1
6
p

5
0
0
0

『
函

館
市

　
電

電
公

社
合

宿
舎

遺
跡

(４
)』

函
館

市
教

育
委

員
会

・
一

般
財

団
法

人
道

南
歴

史
文

化
振

興
財

団
A

4
　

7
0
p

3
0
0

日
本

語

日
本

語

概
要

名
称

作
成

主
体

規
格

・
頁

数
発

行
部

数
言

語

市
内

埋
蔵

文
化

財
の

発
掘

調
査

速
報

日
本

語
緩

衝
地

帯
に

立
地

す
る

一
王

寺
遺

跡
に

関
す

る
調

査
報

告
書

『
史

跡
是

川
石

器
時

代
遺

跡
　

一
王

寺
遺

跡
史

跡
内

容
確

認
調

査
概

要
報

告
書

』
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

A
4
　

8
p

3
0
0

世
界

遺
産

関
係

事
業

実
施

状
況

、
文

化
財

関
係

事
業

実
施

状
況

等
を

収
録

。



表
８

　
構

成
資

産
の

調
査

研
究

等
を

担
う

専
門

職
員

の
数

（
観

察
指

標
Ⅱ

-
1
4
関

係
）

N
o
.

構
成

資
産

名
自

治
体

名
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
前

年
比

備
考

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

外
ヶ

浜
町

1
名

1
名

1
名

1
名

0
外

ヶ
浜

町
教

育
委

員
会

社
会

教
育

課

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡

0
0
7

大
船

遺
跡

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
伊

達
市

1
名

1
名

1
名

1
名

0
伊

達
市

教
育

委
員

会
生

涯
学

習
課

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
七

戸
町

1
名

1
名

1
名

1
名

0
七

戸
町

教
育

委
員

会
世

界
遺

産
対

策
室

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

青
森

県
9
名

9
名

9
名

1
0
名

1
青

森
県

教
育

庁
三

内
丸

山
遺

跡
セ

ン
タ

ー

0
0
8

御
所

野
遺

跡
一

戸
町

3
名

3
名

3
名

3
名

0
一

戸
町

教
育

委
員

会
世

界
遺

産
課

0
0
9

入
江

貝
塚

0
1
5

高
砂

貝
塚

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
青

森
市

3
名

3
名

3
名

3
名

0
青

森
市

教
育

委
員

会
事

務
局

文
化

遺
産

課

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

北
秋

田
市

1
名

1
名

1
名

2
名

1
北

秋
田

市
教

育
委

員
会

生
涯

学
習

課

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

鹿
角

市
2
名

2
名

2
名

2
名

0
鹿

角
市

教
育

委
員

会
大

湯
ス

ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
千

歳
市

3
名

5
名

5
名

5
名

0
千

歳
市

教
育

委
員

会
教

育
部

主
幹

(国
指

定
史

跡
担

当
)、

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

弘
前

市
2
名

3
名

2
名

2
名

0
弘

前
市

教
育

委
員

会
文

化
財

課

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

八
戸

市
5
名

5
名

5
名

5
名

0
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

－
北

海
道

の
構

成
資

産
北

海
道

3
名

3
名

4
名

4
名

0
北

海
道

環
境

生
活

文
化

局
文

化
振

興
課

縄
文

世
界

遺
産

推
進

室
1
名

北
海

道
教

育
庁

生
涯

学
習

推
進

局
文

化
財

・
博

物
館

課
3
名

－
青

森
県

の
構

成
資

産
青

森
県

9
名

9
名

9
名

8
名

▲
 1

文
化

財
保

護
課

6
人

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

世
界

文
化

遺
産

課
2
人

－
岩

手
県

の
構

成
資

産
岩

手
県

3
名

3
名

3
名

3
名

0
岩

手
県

文
化

ス
ポ

ー
ツ

部
文

化
振

興
課

、
岩

手
県

教
育

委
員

会
事

務
局

生
涯

学
習

文
化

財
課

－
秋

田
県

の
構

成
資

産
秋

田
県

5
名

5
名

7
名

7
名

0
秋

田
県

教
育

庁
生

涯
学

習
課

文
化

財
保

護
室

6
0
名

6
3
名

6
5
名

6
5
名

0

▲
 1 0 0

3
名

4
名

2
名

4
名

2
名

2
名

合
計

3
名

4
名

2
名

函
館

市
教

育
委

員
会

生
涯

学
習

部
文

化
財

課

つ
が

る
市

教
育

委
員

会
社

会
教

育
文

化
課

洞
爺

湖
町

教
育

委
員

会
社

会
教

育
課

函
館

市

洞
爺

湖
町

つ
が

る
市

3
名

4
名

2
名



表
９

　
公

共
事

業
の

発
注

件
数

（
観

察
指

標
Ⅲ

-
1
関

係
）

構
成

資
産

名
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
2
年

度
備

考

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

0
0

0
0

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
1

1
0

3
・

臼
尻

漁
港

臨
港

道
路

工
事

関
連

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
0

0
2

1
・

史
跡

北
黄

金
貝

塚
公

園
駐

車
場

整
備

事
業

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

3
0

1
1

・
大

雨
に

よ
る

農
地

崩
落

の
復

旧
工

事

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
0

0
2

0

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

1
3

0
0

0
0
7

大
船

遺
跡

1
2

3
1

・
尾

札
部

道
路

工
事

関
連

0
0
8

御
所

野
遺

跡
0

1
1

1
・

地
す

べ
り

防
止

事
業

　
根

反
地

区
地

す
べ

り
防

止
工

事
（

県
事

業
）

0
0
9

入
江

貝
塚

1
0

0
0

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
0

0
0

0

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

4
0

0
0

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

0
0

0
0

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
0

1
0

0

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

0
0

1
0

0
1
5

高
砂

貝
塚

1
2

1
0

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
2

0
1

0

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

0
0

0
0

1
4

1
0

1
2

7
合

計



表
1
0
　

民
間

の
開

発
行

為
件

数
（
観

察
指

標
Ⅲ

-
2
関

係
）

【
開

発
許

可
申

請
件

数
】

法
令

・
制

度
等

条
文

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
2
年

度
備

考

第
9
3
条

4
件

1
件

1
件

3
件

田
小

屋
野

貝
塚

1
、

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
2

第
1
2
5
条

(
資

産
外

)
3
件

4
件

5
件

3
件

是
川

石
器

時
代

遺
跡

3

都
市

計
画

法
第

2
9
条

0
件

0
件

0
件

0
件

急
傾

斜
地

の
崩

壊
に

よ
る

災
害

の
防

止
に

関
す

る
法

律
第

7
条

0
件

0
件

0
件

0
件

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
に

お
け

る
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

に
関

す
る

法
律

第
1
0
条

0
件

0
件

0
件

0
件

都
市

公
園

法
（

青
森

県
都

市
公

園
条

例
）

第
6
条

0
件

0
件

5
件

5
件

三
内

丸
山

遺
跡

5

砂
利

採
取

法
第

1
6
条

1
件

1
件

1
件

1
件

田
小

屋
野

貝
塚

・
亀

ヶ
岡

石
器

時
代

遺
跡

1

第
1
0
条

の
2

第
1
0
条

の
8

第
3
4
条

1
項

第
3
4
条

2
項

第
3
4
条

の
2

第
3
4
条

の
3

第
3
4
条

の
4

第
2
0
条

第
2
4
条

第
2
5
条

第
2
6
条

1
項

第
2
7
条

1
項

第
5
5
条

1
項

千
歳

市
普

通
河

川
条

例
第

5
条

0
件

0
件

0
件

0
件

洞
爺

湖
町

普
通

河
川

管
理

条
例

第
5
条

0
件

0
件

0
件

0
件

弘
前

市
法

定
外

公
共

物
管

理
条

例
第

4
条

0
件

0
件

0
件

0
件

函
館

市
普

通
河

川
管

理
条

例
第

1
0
条

0
件

0
件

0
件

0
件

砂
防

法
（

砂
防

法
施

行
条

例
：

秋
田

県
条

例
）

第
4
条

0
件

0
件

0
件

0
件

第
1
5
条

の
2

第
1
5
条

の
4

第
4
条

第
1
項

第
5
条

第
1
項

第
2
4
条

第
3
2
条

墓
地

、
埋

葬
等

に
関

す
る

法
律

第
1
0
条

0
件

0
件

0
件

0
件

函
館

市
墓

地
条

例
第

8
条

4
件

3
件

9
件

1
0
件

垣
ノ

島
遺

跡
1
0

八
戸

市
墓

地
、

埋
葬

等
に

関
す

る
法

律
施

行
細

則
第

3
条

0
件

0
件

0
件

0
件

漁
港

漁
場

整
備

法
第

3
9
条

0
件

0
件

0
件

0
件

北
海

道
自

然
環

境
等

保
全

条
例

第
3
0
条

0
件

0
件

0
件

0
件

2
0
件

1
4
件

2
4
件

6
0
件

3
0
件

0
件

0
件

2
件

6
件

合
計

2
件

0
件

2
件

1
件

3
件

0
件

0
件

3
件

2
件

0
件

道
路

法

文
化

財
保

護
法

森
林

法

河
川

法

農
地

振
興

地
域

の
整

備
に

関
す

る
法

律

農
地

法

0
件

0
件

2
件

0
件

1
件

御
所

野
遺

跡
1
、

伊
勢

堂
岱

遺
跡

2
8
、

是
川

石
器

時
代

遺
跡

1

二
ツ

森
貝

塚
1
、

伊
勢

堂
岱

遺
跡

1
、

三
内

丸
山

遺
跡

1
、

伊
勢

堂
岱

遺
跡

2
、

田
小

屋
野

貝
塚

1
、

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
1
、

是
川

石
器

時
代

遺
跡

1



表
1
1
　

民
間

の
開

発
行

為
件

数
（
観

察
指

標
Ⅲ

-
2
関

係
）

【
建

築
確

認
件

数
】

法
令

・
制

度
等

条
文

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
2
年

度
備

考

建
築

確
認

件
数

0
件

1
件

2
件

3
件

三
内

丸
山

遺
跡

2
、

是
川

石
器

時
代

遺
跡

1



表
1
2
　

景
観

条
例

に
基

づ
く
届

出
件

数
（
観

察
指

標
Ⅲ

-
3
関

係
）

【
届

出
件

数
】 構

成
資
産

名
2
0
1
9
年
度

2
0
2
0
年
度

2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
2
年

度
備

考

0
0
1

大
平
山
元
遺
跡

0
件

3
件

2
件

1
1
件

0
0
2

垣
ノ
島
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
0
3

北
黄
金
貝
塚

0
件

0
件

0
件

0
件

0
0
4

田
小
屋
野
貝
塚

0
件

0
件

0
件

0
件

0
0
5

二
ツ
森
貝
塚

0
件

0
件

0
件

0
件

0
0
6

三
内
丸
山
遺
跡

0
件

0
件

2
件

1
件

0
0
7

大
船
遺
跡

0
件

0
件

0
件

1
件

0
0
8

御
所
野
遺
跡

1
件

3
件

0
件

3
件

0
0
9

入
江
貝
塚

0
件

0
件

1
件

0
件

0
1
0

小
牧
野
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
1

伊
勢
堂
岱
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
2

大
湯
環
状
列
石

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
3

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
4

大
森
勝
山
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
5

高
砂
貝
塚

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
6

亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
7

是
川
石
器
時
代
遺
跡

0
件

0
件

0
件

1
件

1
件

6
件

5
件

1
7
件

合
計



表
1
3
　

景
観

条
例

に
基

づ
く
届

出
件

数
（
観

察
指

標
Ⅲ

-
3
関

係
）

【
事

前
協

議
件

数
】

構
成
資
産

名
2
0
1
9
年
度

2
0
2
0
年
度

2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
2
年

度
備

考

0
0
1

大
平
山
元
遺
跡

0
件

3
件

2
件

7
件

0
0
2

垣
ノ
島
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
0
3

北
黄
金
貝
塚

0
件

0
件

0
件

0
件

0
0
4

田
小
屋
野
貝
塚

0
件

0
件

0
件

0
件

0
0
5

二
ツ
森
貝
塚

0
件

0
件

0
件

0
件

0
0
6

三
内
丸
山
遺
跡

0
件

0
件

0
件

1
件

0
0
7

大
船
遺
跡

0
件

0
件

0
件

1
件

0
0
8

御
所
野
遺
跡

1
件

3
件

0
件

0
件

0
0
9

入
江
貝
塚

0
件

0
件

1
件

0
件

0
1
0

小
牧
野
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
1

伊
勢
堂
岱
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
2

大
湯
環
状
列
石

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
3

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
4

大
森
勝
山
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
5

高
砂
貝
塚

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
6

亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

0
1
7

是
川
石
器
時
代
遺
跡

0
件

0
件

0
件

0
件

1
件

6
件

3
件

9
件

合
計



表
1
4
　

緩
衝

地
帯

及
び

そ
の

周
辺

に
お

け
る

遺
産

影
響

評
価

の
実

施
状

況
（
観

察
指

標
Ⅲ

-
4
関

係
）

【
開

発
行

為
等

の
詳

細
分

析
の

要
否

判
断

結
果

】

影
響

レ
ベ

ル
詳

細
分

析
の

要
否

レ
ベ

ル
1

要

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

道
路

区
画

線
設

置
・
補

修
等

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

電
気

自
動

車
用

E
V

充
電

器
撤

去
作

業
遺

構
・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

「
縄

文
の

小
径

」
の

門
扉

子
扉

（
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ゲ

ー
ト
）
設

置
遺

構
・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

二
ツ

森
貝

塚
緩

衝
地

帯
樹

木
伐

採
視

点
場

か
ら

の
景

観
に

大
き

な
変

化
が

な
い

た
め

。

函
館

市
教

育
委

員
会

北
黄

金
貝

塚
緩

衝
地

帯
史

跡
北

黄
金

貝
塚

公
園

の
看

板
設

置
行

為
の

前
後

で
景

観
の

変
化

が
生

じ
な

い
と

判
断

さ
れ

た
た

め
伊

達
市

教
育

委
員

会

七
戸

町
教

育
委

員
会

二
ツ

森
貝

塚
緩

衝
地

帯
樹

木
伐

採
視

点
場

か
ら

の
景

観
に

大
き

な
変

化
が

な
い

た
め

。
七

戸
町

教
育

委
員

会

北
黄

金
貝

塚
緩

衝
地

帯
史

跡
北

黄
金

貝
塚

公
園

の
駐

車
場

整
備

行
為

の
前

後
で

景
観

に
大

き
な

変
化

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
、

必
要

に
応

じ
て

植
樹

に
よ

る
修

景
を

行
う

等
の

影
響

軽
減

策
を

講
じ

て
い

る
た

め
伊

達
市

教
育

委
員

会

田
小

屋
野

貝
塚

緩
衝

地
帯

縄
文

遺
跡

案
内

標
識

の
設

置
資

産
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

の
な

い
場

所
へ

の
設

置
で

あ
る

。
資

産
か

ら
一

定
の

距
離

の
地

点
へ

の
設

置
で

あ
り

、
標

識
も

景
観

に
配

慮
し

た
色

調
と

し
て

い
る

た
め

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

新
規

住
宅

建
築

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

構
成

資
産

名
行

為
地

開
発

等
の

概
要

判
断

理
由

記
録

作
成

機
関

大
平

山
元

遺
跡

緩
衝

地
帯

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
建

設
工

事
構

成
資

産
の

隣
接

地
で

行
わ

れ
る

建
物

の
建

設
工

事
で

あ
る

た
め

。
外

ヶ
浜

町

北
黄

金
貝

塚
緩

衝
地

帯
外

側
風

力
発

電
施

設
の

設
置

行
為

の
前

後
で

景
観

に
大

き
な

変
化

が
生

じ
る

こ
と

は
な

く
、

必
要

に
応

じ
て

植
樹

に
よ

る
修

景
を

行
う

等
の

影
響

軽
減

策
を

講
じ

て
い

る
た

め
伊

達
市

教
育

委
員

会

垣
ノ

島
遺

跡
緩

衝
地

帯
垣

ノ
島

遺
跡

の
修

景
区

域
等

に
ク

リ
1
8
本

を
植

樹
す

る
。

構
成

資
産

内
な

ら
び

に
視

点
場

か
ら

の
景

観
の

改
善

に
寄

与
す

る
も

の
で

あ
り

，
植

樹
区

域
は

史
跡

整
備

の
際

に
盛

土
造

成
お

よ
び

植
栽

基
盤

造
成

し
て

お
り

，
植

樹
に

よ
る

地
下

遺
構

へ
の

負
の

影
響

は
認

め
ら

れ
な

い
と

考
え

ら
れ

る
た

め
。

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

道
路

舗
装

工
事

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

展
示

用
遊

具
設

置
遺

構
・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

柵
設

置
遺

構
・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

住
宅

建
築

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー



影
響

レ
ベ

ル
詳

細
分

析
の

要
否

構
成

資
産

名
行

為
地

開
発

等
の

概
要

判
断

理
由

記
録

作
成

機
関

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
2

要

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
2

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

入
江

貝
塚

緩
衝

地
帯

配
水

管
布

設
替

事
業

地
は

構
成

資
産

に
隣

接
す

る
が

、
資

産
範

囲
内

か
ら

の
景

観
に

与
え

る
影

響
は

限
定

的
で

あ
る

。
ま

た
、

2
0
2
1
年

4
月

2
2
日

に
行

わ
れ

た
試

掘
調

査
で

は
、

本
事

業
地

は
盛

土
が

厚
く

堆
積

し
、

遺
構

・
遺

物
は

検
出

し
て

い
な

い
。

ま
た

、
工

事
は

既
に

掘
削

さ
れ

た
範

囲
内

で
行

う
こ

と
か

ら
、

属
性

及
び

Ｏ
Ｕ

Ｖ
へ

の
影

響
は

な
い

も
の

と
総

合
的

に
判

断
し

た
。

洞
爺

湖
町

小
牧

野
遺

跡
緩

衝
地

帯
森

林
伐

採
景

観
に

影
響

を
与

え
る

ス
ギ

な
ど

の
針

葉
樹

の
み

の
伐

採
を

行
う

も
の

で
あ

り
、

遺
構

・
地

形
等

に
は

影
響

が
な

い
た

め
青

森
市

大
湯

環
状

列
石

緩
衝

地
帯

鹿
角

市
植

樹
祭

の
実

施
植

栽
の

成
長

に
よ

り
将

来
的

に
修

景
の

効
果

が
得

ら
れ

る
。

O
U

V
諸

要
素

に
対

し
て

負
の

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い

。
鹿

角
市

教
育

委
員

会

大
湯

環
状

列
石

緩
衝

地
帯

夏
至

の
夕

日
を

見
る

会
の

開
催

一
時

的
な

視
覚

的
影

響
が

生
ず

る
が

、
Ｏ

Ｕ
Ｖ

諸
要

素
に

対
し

て
負

の
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

鹿
角

市
教

育
委

員
会

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

住
宅

建
築

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

物
件

調
査

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

物
件

調
査

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

住
宅

建
築

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

三
内

丸
山

遺
跡

緩
衝

地
帯

工
場

の
増

改
築

遺
構

・
地

形
・
立

地
環

境
へ

は
影

響
が

皆
無

で
あ

り
、

眺
望

・
景

観
へ

の
影

響
は

変
更

が
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

大
船

遺
跡

緩
衝

地
帯

高
さ

1
2
.9

m
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト
造

携
帯

電
話

基
地

局
を

１
基

設
置

す
る

。
構

成
資

産
内

か
ら

視
認

す
る

こ
と

は
で

き
ず

，
掘

削
範

囲
も

約
1
.4

m
四

方
と

狭
く

，
地

下
遺

構
へ

の
負

の
影

響
は

認
め

ら
れ

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。
函

館
市

教
育

委
員

会

大
船

遺
跡

緩
衝

地
帯

普
通

車
2
4
台

分
お

よ
び

大
型

車
３

台
分

の
駐

車
場

を
整

備
す

る
。

開
発

行
為

等
に

よ
る

変
更

規
模

と
構

成
資

産
に

対
す

る
影

響
が

，
小

規
模

か
中

規
模

か
判

断
困

難
で

あ
っ

た
た

め
。

（
北

海
道

教
育

委
員

会
の

助
言

・
指

導
に

基
づ

く
）

函
館

市
教

育
委

員
会

大
船

遺
跡

緩
衝

地
帯

遺
跡

内
の

園
路

の
補

修
・
整

備
お

よ
び

木
製

階
段

と
案

内
看

板
の

設
置

，
害

獣
対

策
の

た
め

の
電

気
柵

と
安

全
柵

を
設

置
す

る
。

視
点

場
か

ら
視

認
す

る
こ

と
が

で
き

ず
，

添
削

範
囲

も
表

土
お

よ
び

保
護

盛
土

内
を

想
定

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
地

下
遺

構
へ

の
負

の
影

響
は

認
め

ら
れ

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。
函

館
市

教
育

委
員

会

御
所

野
遺

跡
緩

衝
地

帯
屋

根
の

塗
り

替
え

修
景

を
目

的
と

し
た

行
為

で
、

構
成

資
産

へ
の

影
響

は
皆

無
で

あ
り

、
ま

た
視

点
場

か
ら

の
眺

望
に

影
響

は
な

い
。

一
戸

町
教

育
委

員
会

御
所

野
遺

跡
緩

衝
地

帯
地

す
べ

り
対

策
工

事
（
地

す
べ

り
防

止
施

設
の

設
置

）
構

成
資

産
へ

の
影

響
は

皆
無

で
あ

り
、

ま
た

視
点

場
か

ら
の

眺
望

に
影

響
は

な
い

。
一

戸
町

教
育

委
員

会

御
所

野
遺

跡
緩

衝
地

帯
特

別
高

圧
架

空
電

線
路

と
の

保
安

距
離

確
保

に
伴

う
立

木
伐

採
構

成
資

産
へ

の
影

響
は

皆
無

で
あ

り
、

ま
た

樹
木

の
先

端
部

分
の

み
の

伐
採

に
留

め
た

た
め

、
視

点
場

か
ら

の
眺

望
に

対
す

る
負

の
影

響
は

な
い

。
一

戸
町

教
育

委
員

会



影
響

レ
ベ

ル
詳

細
分

析
の

要
否

構
成

資
産

名
行

為
地

開
発

等
の

概
要

判
断

理
由

記
録

作
成

機
関

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
0

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

レ
ベ

ル
1

否

是
川

石
器

時
代

遺
跡

緩
衝

地
帯

観
音

像
移

設
縄

文
時

代
に

適
さ

な
い

構
造

物
を

撤
去

す
る

こ
と

で
、

景
観

・
眺

望
が

改
善

さ
れ

る
。

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
緩

衝
地

帯
大

型
道

路
標

識
撤

去
掘

削
は

小
規

模
で

あ
り

、
遺

跡
遺

物
に

与
え

る
負

の
影

響
は

な
い

。
ま

た
撤

去
に

よ
り

資
産

範
囲

内
か

ら
の

景
観

が
改

善
さ

れ
る

た
め

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
緩

衝
地

帯
案

内
標

識
設

置
案

内
標

識
は

資
産

か
ら

視
認

で
き

る
位

置
で

あ
る

が
、

一
定

の
距

離
を

保
ち

、
か

つ
景

観
に

配
慮

し
た

色
調

と
し

て
い

る
た

め
つ

が
る

市
教

育
委

員
会

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
緩

衝
地

帯
縄

文
遺

跡
案

内
所

設
置

工
事

及
び

仮
設

駐
車

場
増

設
工

事
掘

削
深

度
が

浅
く

、
遺

跡
遺

物
に

与
え

る
影

響
は

軽
微

で
あ

る
と

と
も

に
、

視
点

場
か

ら
も

視
認

さ
れ

ず
景

観
に

与
え

る
影

響
も

一
時

的
で

あ
る

た
め

是
川

石
器

時
代

遺
跡

緩
衝

地
帯

多
目

的
広

場
整

備

構
成

資
産

地
下

水
脈

の
上

流
に

あ
た

る
が

、
既

存
施

設
に

伴
う

水
脈

へ
の

影
響

が
認

め
ら

れ
な

い
た

め
、

今
回

の
工

事
に

よ
る

影
響

は
軽

微
。

資
産

に
対

す
る

負
の

影
響

は
な

い
。

眺
望

に
影

響
は

な
く

、
臨

時
駐

車
場

と
し

て
も

使
用

可
能

で
あ

る
た

め
観

光
圧

力
へ

の
対

応
と

し
て

有
効

。

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
緩

衝
地

帯
縄

文
遺

跡
案

内
標

識
の

設
置

資
産

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
の

な
い

場
所

へ
の

設
置

で
あ

る
。

資
産

か
ら

一
定

の
距

離
の

地
点

へ
の

設
置

で
あ

り
、

標
識

も
景

観
に

配
慮

し
た

色
調

と
し

て
い

る
た

め
つ

が
る

市
教

育
委

員
会

是
川

石
器

時
代

遺
跡

緩
衝

地
帯

発
掘

調
査

ト
レ

ン
チ

方
式

の
調

査
で

新
規

掘
削

は
必

要
最

低
限

に
留

ま
る

上
、

調
査

地
点

は
視

点
場

か
ら

見
え

ず
、

資
産

へ
の

影
響

は
な

い
。

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
緩

衝
地

帯
売

店
設

置
工

事
掘

削
深

度
が

浅
く

、
遺

跡
遺

物
に

与
え

る
影

響
は

軽
微

で
あ

る
と

と
も

に
、

視
点

場
か

ら
も

視
認

さ
れ

ず
景

観
に

与
え

る
影

響
も

一
時

的
で

あ
る

た
め

つ
が

る
市

教
育

委
員

会

大
湯

環
状

列
石

緩
衝

地
帯

大
鹿

魂
祭

の
開

催
一

時
的

な
視

覚
的

影
響

が
生

ず
る

が
、

Ｏ
Ｕ

Ｖ
諸

要
素

に
対

し
て

負
の

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い

。
鹿

角
市

教
育

委
員

会



【
詳

細
分

析
を

実
施

し
た

案
件

】

想
定

さ
れ

る
資

産
へ

の
影

響
に

つ
い

て
適

切
な

緩
和

策
が

検
討

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

も
と

よ
り

，
観

光
圧

力
の

軽
減

や
景

観
の

改
善

等
，

構
成

資
産

へ
の

良
好

な
影

響
も

期
待

で
き

る
た

め
。

函
館

市
教

育
委

員
会

大
船

遺
跡

函
館

市
大

船
町

5
7
7
-
1
ほ

か
（
緩

衝
地

帯
）

普
通

車
2
4
台

分
お

よ
び

大
型

車
３

台
分

の
駐

車
場

を
整

備
す

る
。

工
事

に
よ

る
地

下
遺

構
や

景
観

へ
の

影
響

に
つ

い
て

，
開

発
面

積
の

妥
当

性
の

検
討

や
地

下
水

位
観

測
，

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

写
真

等
を

基
に

分
析

。

顕
著

な
普

遍
的

価
値

，
完

全
性

，
真

実
性

に
負

の
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

記
録

作
成

機
関

大
平

山
元

遺
跡

緩
衝

地
帯

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
建

設
工

事
発

掘
調

査
及

び
景

観
条

例
の

基
準

に
照

ら
し

た
検

証

顕
著

な
普

遍
的

価
値

、
完

全
性

、
真

実
性

へ
の

負
の

影
響

な
し

・
過

不
足

の
な

い
建

設
面

積
に

と
ど

め
、

地
形

を
大

き
く

改
変

し
な

い
よ

う
留

意
・
工

事
の

際
に

地
下

に
及

ぶ
振

動
を

最
小

限
に

抑
制

す
る

よ
う

設
計

・
周

辺
の

自
然

景
観

に
な

じ
む

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
を

採
用

・
眺

望
に

入
り

込
む

影
響

を
最

小
化

外
ヶ

浜
町

構
成

資
産

名
行

為
地

開
発

等
の

概
要

分
析

方
法

分
析

結
果

評
価

理
由



表
1
5
　

来
訪

者
数

（
観

察
指

標
Ⅵ

-
1
関

係
）

【
構

成
資

産
】

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
計

月
当

た
り

平
均

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

1
4
7

3
2
0

4
5
5

4
7
3

3
0
2

4
1
0

5
5
9

3
1
5

5
7

2
9

3
9

1
0
7

3
,2

1
3

2
6
8

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
3
,2

4
0

6
,1

6
9

4
,9

3
7

5
,6

9
7

5
,8

1
1

6
,1

9
1

5
,8

5
9

2
,5

7
4

7
9
1

4
9
1

3
5
8

1
,3

6
0

4
3
,4

7
8

3
,6

2
3

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
5
7
3

2
,2

9
5

4
,2

6
9

3
,8

1
3

2
,2

1
4

2
,9

6
2

1
,9

7
8

8
7
9

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

1
8
,9

8
3

1
,5

8
2

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

不
明

5
0

1
6
3

1
5
9

1
2
6

2
3
7

4
0
3

1
7
1

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

1
,3

0
9

1
0
9

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
4
5
1

7
4
8

6
5
9

9
2
7

7
4
1

7
5
1

1
,1

0
8

5
0
8

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

5
,8

9
3

4
9
1

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

1
0
,5

4
2

2
1
,7

3
7

1
4
,4

1
4

2
8
,1

5
0

3
5
,1

8
3

2
7
,9

0
4

2
6
,8

2
2

1
3
,9

9
8

5
,2

3
4

2
,2

5
2

7
,1

9
3

1
3
,6

6
6

2
0
7
,0

9
5

1
7
,2

5
8

0
0
7

大
船

遺
跡

1
,9

9
2

4
,6

8
3

3
,5

4
8

3
,2

8
6

4
,5

3
8

4
,1

3
0

3
,5

3
7

1
,9

1
1

4
7
6

1
4
5

1
3
9

1
,0

2
0

2
9
,4

0
5

2
,4

5
0

0
0
8

御
所

野
遺

跡
2
,6

1
1

5
,4

1
6

3
,3

9
1

3
,6

5
7

3
,9

4
9

4
,6

3
0

4
,4

5
9

2
,8

3
9

4
9
3

6
1
9

7
7
0

1
,5

1
1

3
4
,3

4
5

2
,8

6
2

0
0
9

入
江

貝
塚

4
2
1

6
3
5

1
,4

6
7

1
,5

7
2

9
7
4

1
,1

0
1

7
7
8

5
9
6

2
3
4

1
2
6

1
3
3

3
4
6

8
,3

8
3

6
9
9

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
7
0

1
,0

3
0

1
,2

5
3

1
,2

0
7

1
,2

4
2

1
,5

3
6

1
,7

9
0

4
9
6

0
7

0
0

8
,6

3
1

7
1
9

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

5
4
8

2
,2

8
5

1
,7

9
6

1
,5

3
7

1
,4

1
6

1
,7

0
9

1
,7

8
6

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

1
1
,0

7
7

9
2
3

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

1
,7

3
8

3
,9

3
8

3
,3

8
8

2
,5

7
5

4
,3

8
9

4
,8

0
3

5
,1

5
7

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

2
5
,9

8
8

2
,1

6
6

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
3
0
2

1
,4

8
2

2
,9

0
7

1
,1

3
7

1
,2

5
7

1
,6

8
0

1
,3

4
5

4
5
8

6
3

冬
期

閉
鎖

冬
期

閉
鎖

冬
期

閉
鎖

1
0
,6

3
1

8
8
6

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

2
8
2

1
,5

6
2

2
,5

2
1

2
,7

7
6

2
,4

5
0

1
,2

7
6

9
9
3

4
7
7

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

1
2
,3

3
7

1
,0

2
8

0
1
5

高
砂

貝
塚

－
－

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
8
6

3
2
6

2
0
4

8
2
8

6
2
7

4
4
8

8
0
2

4
3
8

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

冬
季

閉
鎖

3
,7

5
9

3
1
3

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
3
,0

0
3

5
2
,6

7
6

4
5
,3

7
2

5
7
,7

9
4

6
5
,2

1
9

5
9
,7

6
8

5
7
,3

7
6

2
5
,6

6
0

7
,3

4
8

3
,6

6
9

8
,6

3
2

1
8
,0

1
0

4
2
4
,5

2
7

3
5
,3

7
7

【
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

】
４

月
５

月
６

月
７

月
８

月
９

月
１

０
月

１
１

月
１

２
月

１
月

２
月

３
月

計
月

当
た

り
平

均

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

1
4
7

3
2
0

4
5
5

4
7
3

3
0
2

4
1
0

5
5
9

3
1
5

5
7

2
9

3
9

1
0
7

3
,2

1
3

2
6
8

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
2
,5

9
3

5
,3

5
2

4
,3

2
3

4
,7

8
9

5
,3

1
1

5
,1

3
8

4
,3

8
5

2
,3

0
2

6
8
1

4
2
3

2
3
5

1
,4

0
4

3
6
,9

3
6

3
,0

7
8

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
5
7
3

2
,2

9
5

4
,2

6
9

3
,8

1
3

2
,2

1
4

2
,9

6
2

1
,9

7
8

8
7
9

冬
期

閉
鎖

冬
期

閉
鎖

冬
期

閉
鎖

冬
期

閉
鎖

1
8
,9

8
3

1
,5

8
2

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

1
8
8

5
3
9

6
7
4

4
0
7

6
0
4

4
4
4

0
0

0
0

0
0

2
,8

5
6

2
3
8

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
4
5
1

7
4
8

6
5
9

9
2
7

7
4
1

7
5
1

1
,1

0
8

5
0
8

1
4
2

1
1
2

1
2
4

3
0
2

6
,5

7
3

5
4
8

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

1
0
,5

4
2

2
1
,7

3
7

1
4
,4

1
4

2
8
,1

5
0

3
5
,1

8
3

2
7
,9

0
4

2
6
,8

2
2

1
3
,9

9
8

5
,2

3
4

2
,2

5
2

7
,1

9
3

1
3
,6

6
6

2
0
7
,0

9
5

1
7
,2

5
8

0
0
7

大
船

遺
跡

－
－

0
0
8

御
所

野
遺

跡
1
,0

6
6

2
,7

8
3

1
,8

3
8

1
,9

7
0

1
,8

8
8

2
,2

4
2

2
,2

2
6

1
,5

5
5

1
1
9

1
5
9

2
0
9

5
6
9

1
6
,6

2
4

1
,3

8
5

0
0
9

入
江

貝
塚

4
2
1

6
3
5

1
,4

6
7

1
,5

7
2

9
7
4

1
,1

0
1

7
7
8

5
9
6

2
3
4

1
2
6

1
3
3

3
4
6

8
,3

8
3

6
9
9

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
1
,0

8
2

1
,6

4
9

1
,9

9
8

2
,1

4
0

2
,1

8
2

2
,2

5
0

2
,9

1
9

1
,5

0
1

6
4
1

7
5
3

5
4
2

9
3
9

1
8
,5

9
6

1
,5

5
0

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

1
,1

3
5

2
,6

5
8

2
,3

5
7

1
,8

4
8

2
,1

6
5

2
,7

6
0

2
,3

4
5

7
4
8

1
5
8

1
2
5

1
8
6

3
8
6

1
6
,8

7
1

1
,4

0
6

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

1
,7

3
8

3
,9

3
8

3
,3

8
8

2
,5

7
5

4
,3

8
9

4
,8

0
3

5
,1

5
7

2
,0

5
9

3
8
5

2
2
8

3
1
0

8
0
5

2
9
,7

7
5

2
,4

8
1

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
8
4

2
1
5

3
2
2

2
8
3

4
7
9

4
1
5

2
8
7

2
2
9

6
0

1
1
5

6
3

1
4
9

2
,7

0
1

2
2
5

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

6
0

1
3
1

2
7
2

2
9
9

2
1
5

1
3
9

1
1
4

9
6

1
4

1
1

6
2
7

1
,3

8
4

1
1
5

0
1
5

高
砂

貝
塚

－
－

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
2
0
3

4
1
4

1
,3

7
8

7
4
3

4
7
3

5
4
9

8
3
9

3
0
2

2
1

1
9

1
5

7
7

5
,0

3
3

4
1
9

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

1
,3

9
0

3
,0

4
4

2
,6

6
0

3
,0

5
6

4
,3

5
2

3
,5

1
7

3
,5

1
2

3
,3

5
4

1
,1

9
3

1
,0

1
8

1
,5

2
1

1
,7

4
1

3
0
,3

5
8

2
,5

3
0

2
1
,6

7
3

4
6
,4

5
8

4
0
,4

7
4

5
3
,0

4
5

6
1
,4

7
2

5
5
,3

8
5

5
3
,0

2
9

2
8
,4

4
2

8
,9

3
9

5
,3

7
0

1
0
,5

7
6

2
0
,5

1
8

4
0
5
,3

8
1

3
3
,7

8
2

構
成

資
産

名

0
0
9
 入

江
貝

塚
と

合
算

合
計

構
成

資
産

名

0
0
2
 垣

ノ
島

遺
跡

と
合

算

0
0
9
 入

江
貝

塚
と

合
算

合
計



表
1
6
　

来
訪

者
数

（
観

察
指

標
Ⅵ

-
1
関

係
）

【
来

訪
者

数
の

推
移

（
構

成
資

産
）
】

【
来

訪
者

数
の

推
移

（
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

）
】

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
前

年
比

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
前

年
比

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

1
,3

2
0

1
,2

9
4

0
3
,2

1
3

3
,2

1
3

1
,3

2
0

1
,2

9
4

3
,2

8
4

3
,2

1
3

▲
 7

1

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
9
6
2

2
6
0

2
6
,8

7
1

4
3
,4

7
8

1
6
,6

0
7

2
0
,4

0
2

1
8
,3

0
7

2
9
,8

3
8

3
6
,9

3
6

7
,0

9
8

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
1
1
,3

5
8

8
,6

6
3

1
4
,3

0
3

1
8
,9

8
3

4
,6

8
0

1
1
,3

5
8

8
,6

6
3

1
4
,3

0
3

1
8
,9

8
3

4
,6

8
0

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

2
,8

3
8

1
,2

9
0

2
,7

2
9

1
,3

0
9

▲
 1

,4
2
0

3
,3

7
4

1
,3

8
4

3
,6

6
7

2
,8

5
6

▲
 8

1
1

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
6
7
1

6
6
0

5
,5

6
5

5
,8

9
3

3
2
8

－
－

5
,9

5
7

6
,5

7
3

6
1
6

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

1
9
2
,3

3
6

7
5
,5

8
4

9
3
,3

2
7

2
0
7
,0

9
5

1
1
3
,7

6
8

1
9
2
,3

3
6

7
5
,5

8
4

9
3
,3

2
7

2
0
7
,0

9
5

1
1
3
,7

6
8

0
0
7

大
船

遺
跡

9
,7

2
5

1
0
,3

2
4

2
5
,6

8
2

2
9
,4

0
5

3
,7

2
3

－
－

－
－

－

0
0
8

御
所

野
遺

跡
2
3
,0

7
2

1
9
,5

8
9

3
2
,4

2
6

3
4
,3

4
5

1
,9

1
9

9
,0

6
2

6
,0

8
5

1
6
,5

6
5

1
6
,6

2
4

5
9

0
0
9

入
江

貝
塚

3
,8

3
0

2
5
8

4
,5

4
7

8
,3

8
3

3
,8

3
6

3
,8

3
0

1
7
6

4
,5

4
7

8
,3

8
3

3
,8

3
6

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
6
,7

8
9

3
,8

9
6

7
,1

0
4

8
,6

3
1

1
,5

2
7

1
6
,7

6
5

9
,4

3
8

1
4
,1

5
9

1
8
,5

9
6

4
,4

3
7

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

4
,6

2
3

2
,8

9
5

1
4
,3

9
0

1
1
,0

7
7

▲
 3

,3
1
3

8
,2

8
7

5
,1

3
3

1
8
,3

4
6

1
6
,8

7
1

▲
 1

,4
7
5

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

1
9
,9

3
8

1
3
,6

2
7

2
9
,4

7
1

2
5
,9

8
8

▲
 3

,4
8
3

1
9
,2

0
7

1
3
,6

2
7

3
0
,5

8
7

2
9
,7

7
5

▲
 8

1
2

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
1
,4

7
9

2
,6

7
5

6
,1

7
3

1
0
,6

3
1

4
,4

5
8

1
,6

6
7

1
,2

3
6

1
,9

7
4

2
,7

0
1

7
2
7

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

6
,9

7
7

4
,5

4
2

1
2
,9

4
0

1
2
,3

3
7

▲
 6

0
3

9
,8

2
9

9
,5

1
1

6
,1

6
3

1
,3

8
4

▲
 4

,7
7
9

0
1
5

高
砂

貝
塚

－
－

－
－

－
－

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
3
,7

5
9

－
2
,8

3
8

1
,2

9
0

2
,7

2
9

5
,0

3
3

3
,7

4
3

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

3
,6

1
4

1
1
9

0
0

0
2
8
,9

4
8

1
5
,7

3
9

2
3
,5

1
4

3
0
,3

5
8

6
,8

4
4

2
8
9
,5

3
2

1
4
5
,6

7
6

2
7
5
,5

2
8

4
2
4
,5

2
7

1
4
8
,9

9
9

3
2
9
,2

2
3

1
6
7
,4

6
7

2
6
8
,9

6
0

4
0
5
,3

8
1

1
3
6
,4

2
1

表
1
7
　

自
動

車
数

（
観

察
指

標
Ⅵ

-
2
関

係
）

【
駐

車
場

台
数

（
構

成
資

産
）
】

【
駐

車
場

台
数

（
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

）
】

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
前

年
比

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
前

年
比

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

0
0

1
0

1
0

0
3

6
6

6
0

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
4
1

4
1

4
1

4
1

0
4
1

4
1

4
1

4
1

0

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
5
0

5
0

5
0

5
0

0
5
0

5
0

5
0

5
0

0

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

6
6

1
1

1
7

6
3
0

3
0

3
0

3
0

0

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
1
1

1
1

1
0

1
0

0
3
7

3
7

1
6

1
6

0

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

5
1
3

5
1
3

5
1
3

5
1
3

0
5
1
3

5
1
3

5
1
3

5
1
3

0

0
0
7

大
船

遺
跡

1
5

1
5

1
5

1
5

0
－

－
－

－
－

0
0
8

御
所

野
遺

跡
1
0
5

1
6
5

1
6
5

1
6
5

0
1
0
5

1
6
5

1
6
5

1
6
5

0

0
0
9

入
江

貝
塚

0
0

0
0

0
4
0

4
0

4
0

4
0

0

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
4
4

4
4

1
0

1
0

0
9
2

9
2

2
0

2
0

0

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

0
0

0
0

0
1
2
4

1
2
4

1
2
4

1
2
4

0

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

1
0

1
0

1
0

1
0

0
2
0

5
0

5
0

5
0

0

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
3

3
2

3
7

3
7

0
3
8

3
8

3
8

3
8

0

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

3
0

3
0

3
0

3
0

0
5
0

5
0

5
0

5
0

0

0
1
5

高
砂

貝
塚

0
0

0
9

9
－

－
－

－
－

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
6

1
1

1
1

1
7

6
3
0

3
0

3
0

3
0

0

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

3
0

3
0

3
0

3
0

0
9
2

9
2

9
2

9
2

0

8
6
4

9
5
8

9
4
3

9
6
4

2
1

1
,2

6
5

1
,3

5
8

1
,2

6
5

1
,2

6
5

0

※
数

値
は

普
通

車
と

バ
ス

を
合

算
し

た
台

数
。

※
数

値
は

普
通

車
と

バ
ス

を
合

算
し

た
台

数
。

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館

合
計

合
計

御
所

野
縄

文
博

物
館

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

青
森

市
小

牧
野

遺
跡

保
護

セ
ン

タ
ー

伊
勢

堂
岱

縄
文

館

大
湯

ス
ト

ー
ン

サ
ー

ク
ル

館

千
歳

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

裾
野

地
区

体
育

文
化

交
流

セ
ン

タ
ー

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

（
再

掲
）

つ
が

る
市

木
造

亀
ヶ

岡
考

古
資

料
室

構
成

資
産

名
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

名

外
ヶ

浜
町

大
山

ふ
る

さ
と

資
料

館

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー

北
黄

金
貝

塚
情

報
セ

ン
タ

ー

つ
が

る
市

縄
文

住
居

展
示

資
料

館
カ

ル
コ

二
ツ

森
貝

塚
館

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
（
再

掲
）

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

（
再

掲
）

つ
が

る
市

木
造

亀
ヶ

岡
考

古
資

料
室

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館

合
計

合
計

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

青
森

市
小

牧
野

遺
跡

保
護

セ
ン

タ
ー

伊
勢

堂
岱

縄
文

館

大
湯

ス
ト

ー
ン

サ
ー

ク
ル

館

千
歳

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

裾
野

地
区

体
育

文
化

交
流

セ
ン

タ
ー

0
0
9
 入

江
貝

塚
と

合
算

0
0
4
 田

小
屋

野
貝

塚
と

合
算

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
（
再

掲
）

御
所

野
縄

文
博

物
館

構
成

資
産

名
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

名

外
ヶ

浜
町

大
山

ふ
る

さ
と

資
料

館

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー

北
黄

金
貝

塚
情

報
セ

ン
タ

ー

つ
が

る
市

縄
文

住
居

展
示

資
料

館
カ

ル
コ

二
ツ

森
貝

塚
館



表
1
8
　

自
動

車
数

（
観

察
指

標
Ⅵ

-
2
関

係
）

（
単

位
：
日

）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
計

月
当

た
り

平
均

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
2

4
0

1
2

1
2

0
0

0
0

0
1
2

1

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

0

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
7

大
船

遺
跡

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
8

御
所

野
遺

跡
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0
9

入
江

貝
塚

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

0
0

0
1
5

高
砂

貝
塚

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

0

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
4

1
1

3
4

2
0

0
0

0
0

1
7

1

（
単

位
：
日

）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
計

月
当

た
り

平
均

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
2

4
0

1
2

1
2

0
0

0
0

0
1
2

1

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
1

0

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
7

大
船

遺
跡

0
0

0
0
8

御
所

野
遺

跡
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0
9

入
江

貝
塚

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

未
計

測
未

計
測

0
0

0
1
5

高
砂

貝
塚

0
0

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
0

2
0

2
4

1
1

2
2

3
1

0
0

1
0

1
7

1

0
0
9
 入

江
貝

塚
と

合
算

合
計

【
構

成
資

産
の

満
車

日
数

】
構

成
資

産
名

合
計

【
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

の
満

車
日

数
】

構
成

資
産

名

0
0
2
 垣

ノ
島

遺
跡

と
合

算



表
1
9
　

便
益

施
設

等
の

設
置

状
況

（
観

察
指

標
Ⅵ

-
3
関

係
）

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡

0
0
3

北
黄

金
貝

塚

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

0
0
7

大
船

遺
跡

0
0
8

御
所

野
遺

跡

0
0
9

入
江

貝
塚

0
1
0

小
牧

野
遺

跡

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

0
1
5

高
砂

貝
塚

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡

0
0
3

北
黄

金
貝

塚

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

0
0
7

大
船

遺
跡

0
0
8

御
所

野
遺

跡

0
0
9

入
江

貝
塚

0
1
0

小
牧

野
遺

跡

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

0
1
5

高
砂

貝
塚

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

○
○

○

○
○

－
－

－

○
○

ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
・
ベ

ビ
ー

カ
ー

貸
出

○
○

－
－

－
2
0
2
3
年

に
W

if
i整

備
予

定

－
○

－
○

○
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
貸

出
、

F
re

e-
W

iF
i

－
○

－
－

－

弘
前

市
裾

野
地

区
体

育
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
の

一
部

を
利

用
し

て
展

示
を

実
施

し
て

い
る

（
2
0
1
5
年

1
1
月

設
置

、
2
0
1
8
年

2
月

展
示

改
修

）
今

後
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

を
整

備
し

て
い

く
予

定

－
○

－
○

○

－
○

○
○

○
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
・
ベ

ビ
ー

カ
ー

貸
出

○
○

－
－

－

○
○

○
○

○
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
・
ベ

ビ
ー

カ
ー

貸
出

、
車

椅
子

昇
降

機
備

付

○
○

○
○

○
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
・
ベ

ビ
ー

カ
ー

貸
出

○
○

－
－

○
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
貸

出

○
○

○
○

○
2
0
2
1
年

4
月

2
日

か
ら

二
ツ

森
貝

塚
館

が
開

館

○
○

○
○

○
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

内
に

w
i-

fi
設

置

○
○

－
○

○
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
貸

出

○
○

－
－

－
2
0
2
3
年

に
W

if
i整

備
予

定

－
○

－
－

○

○
○

○
○

○
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
・
ベ

ビ
ー

カ
ー

貸
出

○
○

－
○

－
休

館
中

【
便

益
施

設
等

の
設

置
状

況
（
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

）
】
 凡

例
/
 未

設
置

:－
/
あ

り
：
〇

構
成

資
産

名
休

憩
室

ト
イ

レ
乳

幼
児

施
設

高
齢

者
用

施
設

通
信

環
境

そ
の

他

－
－

－
－

－

○
○

－
－

－
2
0
2
3
年

に
W

if
i整

備
予

定

－
○

－
－

－
ト
イ

レ
：
4
月

～
1
1
月

設
置

（
仮

設
）

－
○

－
－

－
今

後
整

備
し

て
い

く
予

定

－
－

－
－

－

－
－

○
○

－
車

い
す

・
ベ

ビ
ー

カ
ー

貸
出

－
○

－
－

－

○
○

○
－

－
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）

○
○

○
○

－
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
貸

出

○
○

－
－

○
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
貸

出

○
○

－
－

－
構

成
資

産
に

隣
接

し
た

案
内

所
設

置

○
○

○
○

－

－
－

－
－

○
2
0
2
2
年

度
に

屋
外

公
衆

W
i-

F
iを

整
備

○
○

－
－

－
2
0
2
3
年

に
W

if
i整

備
予

定

－
○

－
－

○

○
○

○
○

○
ト
イ

レ
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
）
、

車
い

す
貸

出

【
便

益
施

設
等

の
設

置
状

況
（
構

成
資

産
）
】
 　

凡
例

　
　

未
設

置
：
－

／
あ

り
：
〇

構
成

資
産

名
休

憩
室

ト
イ

レ
乳

幼
児

施
設

高
齢

者
用

施
設

通
信

環
境

そ
の

他



表
2
0
　

便
益

施
設

等
の

設
置

状
況

（
観

察
指

標
Ⅵ

-
3
関

係
）

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
前

年
比

0
0
1

大
平

山
元

遺
跡

0
8

8
8

0

0
0
2

垣
ノ

島
遺

跡
0

0
2
1

2
6

5

0
0
3

北
黄

金
貝

塚
4

4
1
1

1
1

0

0
0
4

田
小

屋
野

貝
塚

0
1

1
3

2

0
0
5

二
ツ

森
貝

塚
1
4

1
5

3
0

4
4

1
4

0
0
6

三
内

丸
山

遺
跡

6
7

6
7

6
7

9
8

3
1

0
0
7

大
船

遺
跡

1
5

1
5

2
6

2
8

2

0
0
8

御
所

野
遺

跡
3

3
3

3
0

0
0
9

入
江

貝
塚

2
2

2
2

0

0
1
0

小
牧

野
遺

跡
1
9

1
9

1
9

1
9

0

0
1
1

伊
勢

堂
岱

遺
跡

9
9

9
9

0

0
1
2

大
湯

環
状

列
石

8
8

8
8

0

0
1
3

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
0

2
3

3
0

0
1
4

大
森

勝
山

遺
跡

3
3

3
4

1

0
1
5

高
砂

貝
塚

2
2

2
2

0

0
1
6

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
0

1
1

3
2

0
1
7

是
川

石
器

時
代

遺
跡

2
9

2
9

2
9

3
8

9

1
7
5

1
8
8

2
4
3

3
0
9

6
6

【
域

内
に

お
け

る
誘

導
サ

イ
ン

の
設

置
状

況
】

構
成

資
産

名

合
計



表
2
1
　

資
産

に
関

す
る

研
修

会
等

の
開

催
状

況
（
観

察
指

標
Ⅶ

-
1
関

係
）

参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

世
界

遺
産

登
録

推
進

青
森

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
0
2
2
年

7
月

3
0
日

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部
8
0

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

に
関

す
る

フ
ォ

ー
ラ

ム

2
0
2
2
年

度
「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
世

界
遺

産
登

録
１

周
年

記
念

フ
ォ

ー
ラ

ム
（
岩

手
県

会
場

）

2
0
2
2
年

1
0
月

2
日

（
日

）
ア

ー
ト
ホ

テ
ル

盛
岡

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部
5
0

御
所

野
遺

跡
に

お
け

る
地

域
住

民
の

活
動

や
取

組
な

ど
の

事
例

紹
介

と
最

新
の

地
域

学
研

究
の

視
点

か
ら

見
た

縄
文

遺
跡

群
の

魅
力

と
将

来
の

展
望

に
つ

い
て

。

世
界

遺
産

登
録

１
周

年
記

念
秋

田
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
2
2
年

9
月

1
9
日

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部
・
秋

田
県

教
育

委
員

会
8
5

世
界

へ
発

信
す

る
縄

文
遺

跡
群

を
テ

ー
マ

と
し

た
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
秋

田
拠

点
セ

ン
タ

ー
A

L
V

E
）

北
海

道
教

育
委

員
会

北
海

道
石

狩
振

興
局

北
海

道
胆

振
総

合
振

興
局

6
0
0

1
5
0

7
3

2
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

の
顕

著
な

普
遍

的
価

値
や

意
義

等
に

つ
い

て
紹

介
す

る
フ

ォ
ー

ラ
ム

縄
文

遺
跡

群
の

世
界

遺
産

と
し

て
の

価
値

や
あ

り
方

に
関

す
る

公
開

講
演

や
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
た

。

構
成

資
産

が
所

在
す

る
自

治
体

の
小

・
中

学
生

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
遺

跡
で

の
学

習
や

活
動

の
成

果
を

発
表

縄
文

文
化

の
魅

力
を

広
く

発
信

し
、

新
た

な
縄

文
フ

ァ
ン

を
増

や
す

た
め

、
石

狩
管

内
の

観
光

施
設

や
道

の
駅

等
と

連
携

し
、

7
市

町
村

9
会

場
で

リ
レ

ー
形

式
に

パ
ネ

ル
展

を
開

催
。

公
共

施
設

・
道

の
駅

等
で

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
や

胆
振

管
内

の
縄

文
遺

跡
に

関
す

る
パ

ネ
ル

等
を

展
示

（
苫

小
牧

市
、

厚
真

町
、

白
老

町
、

豊
浦

町
で

各
１

回
開

催
）

小
学

生
（

室
蘭

市
内

の
ス

ク
ー

ル
児

童
館

生
徒

）
に

北
黄

金
貝

塚
、

入
江

貝
塚

・
高

砂
貝

塚
を

見
学

・
体

験
し

て
も

ら
う

バ
ス

ツ
ア

ー
を

実
施

し
た

。

公
共

機
関

、
商

業
施

設
等

で
北

海
道

の
縄

文
文

化
の

特
徴

や
史

跡
を

紹
介

す
る

パ
ネ

ル
等

の
展

示
（

①
渡

島
総

合
振

興
局

庁
舎

１
階

、
②

函
館

中
央

図
書

館
、

③
北

斗
市

郷
土

資
料

館
、

④
函

館
市

地
域

交
流

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
、

⑤
函

館
山

ロ
ー

プ
ウ

ェ
イ

山
麓

駅
3
階

、
⑥

Ｊ
Ｒ

函
館

駅
み

ど
り

の
窓

口
、

⑦
Ｊ

Ｒ
新

函
館

北
斗

駅
2
階

、
⑧

Ｊ
Ｒ

函
館

駅
み

ど
り

の
窓

口

北
海

道
の

縄
文

文
化

の
魅

力
を

広
く

全
道

に
発

信
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

北
海

道
の

縄
文

文
化

の
価

値
を

伝
え

る
出

土
品

や
解

説
パ

ネ
ル

の
展

示
を

行
っ

た
。

世
界

遺
産

と
な

っ
た

縄
文

遺
跡

群
や

北
海

道
の

縄
文

文
化

の
魅

力
を

広
く

全
道

に
発

信
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

パ
ネ

ル
の

展
示

を
行

っ
た

。

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
世

界
遺

産
登

録
1
周

年
記

念
福

岡
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
2
2
年

1
1
月

3
日

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部
7
0

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

の
顕

著
な

普
遍

的
価

値
や

意
義

等
に

つ
い

て
紹

介
す

る
フ

ォ
ー

ラ
ム

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
世

界
遺

産
登

録
1
周

年
記

念
東

京
フ

ォ
ー

ラ
ム

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
世

界
遺

産
登

録
１

周
年

記
念

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
北

海
道

）

世
界

遺
産

子
ど

も
サ

ミ
ッ

ト

い
し

か
り

縄
文

リ
レ

ー
パ

ネ
ル

展

北
の

縄
文

パ
ネ

ル
展

2
0
2
3
年

1
月

2
9
日

2
0
2
2
年

7
月

3
1
日

2
0
2
2
年

1
1
月

2
6
日

2
0
2
2
年

7
月

2
7
日

～
1
0
月

6
日

2
0
2
2
年

8
月

5
日

～
1
4
日

、
8
月

2
3
日

～
9

月
2
日

、
9
月

2
8
日

～
1
0
月

1
0
日

2
0
2
3
年

3
月

9
日

～
1
7
日

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部 縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部 北
海

道
胆

振
総

合
振

興
局

北
海

道
渡

島
総

合
振

興
局

北
海

道
環

境
生

活
部

文
化

振
興

課

北
海

道
環

境
生

活
部

文
化

振
興

課

3
5

ー

5
,5

0
3

4
5
8

い
ぶ

り
縄

文
遺

跡
見

学
ツ

ア
ー

パ
ネ

ル
展

北
の

縄
文

2
0
2
2

北
の

縄
文

パ
ネ

ル
展

2
0
2
2
年

8
月

3
日

①
2
0
2
2
年

4
月

1
1
日

～
4
月

2
2
日

、
②

6
月

2
0
日

～
7
月

7
日

、
③

8
月

9
日

～
8
月

3
1

日
、

④
1
1
月

7
日

～
1
1
月

2
5
日

、
⑤

1
2
月

1
3
日

～
1
月

3
1
日

、
⑥

1
2
月

2
7
日

～
1
月

1
0
日

、
⑦

2
0
2
3
年

3
月

1
7
日

～
3
月

3
1

日
、

⑧
3
月

2
3
日

～
4
月

2
8
日

・
余

市
町

：
2
0
2
2
年

8
月

5
日

～
9
月

3
0
日

・
釧

路
市

：
2
0
2
2
年

9
月

1
7
日

～
1
0
月

2
9
日

・
網

走
市

：
2
0
2
2
年

1
0
月

3
0
日

～
1
2
月

１
日

・
浦

幌
町

：
2
0
2
3
年

2
月

1
8
日

～
3
月

2
6
日

2
0
2
2
年

1
2
月

1
2
日

・
1
3
日



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

に
関

す
る

フ
ォ

ー
ラ

ム

小
学

生
に

よ
る

縄
文

遺
跡

と
地

域
の

文
化

財
体

験
事

業
2
0
2
2
年

6
月

～
2
0
2
3
年

2
月

青
森

県
教

育
委

員
会

2
7
6

縄
文

遺
跡

群
を

は
じ

め
と

す
る

地
域

の
文

化
財

に
つ

い
て

の
講

座
の

開
催

や
調

査
作

業
体

験
等

縄
文

“
体

感
”
世

界
遺

産
講

座
2
0
2
2
年

4
月

～
2
0
2
3
年

3
月

青
森

県
教

育
委

員
会

7
6
8

世
界

文
化

遺
産

全
般

に
関

す
る

講
座

（
青

森
県

内
の

学
校

等
1
0
箇

所
で

実
施

）

秋
田

県
教

育
委

員
会

2
4

世
界

遺
産

及
び

縄
文

遺
跡

群
に

つ
い

て
の

講
座

（
秋

田
市

立
桜

中
学

校
）

世
界

遺
産

パ
ネ

ル
巡

回
展

2
0
2
2
年

6
月

2
7
日

(月
)～

7
月

8
日

(金
)

岩
手

県
庁

2
0
2
2
年

1
0
月

5
日

(水
)～

1
0
月

1
2
日

(水
)

イ
オ

ン
モ

ー
ル

盛
岡

2
0
2
2
年

1
0
月

1
8
日

(火
)～

1
0
月

2
4
日

(月
)

い
わ

て
子

ど
も

の
森

2
0
2
2
年

1
0
月

2
8
日

(金
)～

1
1
月

1
日

(火
)

ア
バ

ッ
セ

た
か

た
2
0
2
2
年

1
1
月

5
日

(土
)～

1
1
月

6
日

(日
)

平
泉

世
界

遺
産

ガ
イ

ダ
ン

ス
セ

ン
タ

ー
2
0
2
2
年

1
1
月

2
6
日

(土
)～

1
2
月

4
日

(日
)

釜
石

シ
ー

プ
ラ

ザ
2
0
2
2
年

1
2
月

1
6
日

(金
)～

1
2
月

1
7
日

(土
)

仙
台

駅

岩
手

県
5
,8

2
7

縄
文

遺
跡

群
の

価
値

等
を

伝
達

す
る

パ
ネ

ル
展

の
開

催
。

世
界

遺
産

ま
つ

り
2
0
2
2
年

1
1
月

5
日

(土
)～

1
1
月

6
日

(日
)

平
泉

世
界

遺
産

ガ
イ

ダ
ン

ス
セ

ン
タ

ー
岩

手
県

1
,1

5
0

岩
手

の
世

界
遺

産
を

ま
と

め
て

P
R
す

る
お

祭
り

イ
ベ

ン
ト
。

ご
当

地
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
に

よ
る

グ
リ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
郷

土
芸

能
披

露
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
を

開
催

。

縄
文

お
で

か
け

ス
タ

ン
プ

ラ
リ
ー

2
0
2
2
年

6
月

～
2
0
2
2
年

1
0
月

青
森

県
教

育
委

員
会

2
,2

4
0

Ｇ
Ｐ

Ｓ
機

能
付

き
の

ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

を
使

用
し

て
青

森
県

内
の

8
エ

リ
ア

の
縄

文
遺

跡
と

施
設

を
巡

る
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
ガ

イ
ド

養
成

講
座

2
0
2
2
年

4
月

～
2
0
2
2
年

1
1
月

青
森

県
教

育
委

員
会

1
2
8

出
前

講
座

（
世

界
遺

産
）

2
0
2
2
年

7
月

1
3
日

秋
田

県
教

育
委

員
会

7
2

世
界

遺
産

及
び

縄
文

遺
跡

群
に

つ
い

て
の

講
座

（
秋

田
市

中
央

高
齢

者
大

学
）

出
前

講
座

（
世

界
遺

産
）

2
0
2
2
年

7
月

1
5
日

秋
田

県
教

育
委

員
会

2
3

世
界

遺
産

及
び

縄
文

遺
跡

群
に

つ
い

て
の

講
座

（
真

砂
婦

人
学

級
）

出
前

講
座

（
世

界
遺

産
）

2
0
2
2
年

6
月

1
7
日

秋
田

県
教

育
委

員
会

1
2

世
界

遺
産

及
び

縄
文

遺
跡

群
に

つ
い

て
の

講
座

（
由

利
本

荘
市

中
央

図
書

館
）

出
前

講
座

（
世

界
遺

産
）

2
0
2
2
年

6
月

3
0
日

秋
田

県
教

育
委

員
会

1
5

世
界

遺
産

及
び

縄
文

遺
跡

群
に

つ
い

て
の

講
座

（
大

湯
ス

ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

）

世
界

遺
産

出
前

授
業

2
0
2
2
年

5
月

～
1
1
月

岩
手

県
1
,0

4
9

知
事

ま
た

は
職

員
が

小
中

高
等

学
校

へ
直

接
出

向
き

、
岩

手
の

世
界

遺
産

に
つ

い
て

授
業

を
実

施
し

た
。

出
前

講
座

（
世

界
遺

産
）

2
0
2
2
年

5
月

3
1
日

世
界

遺
産

と
な

っ
た

縄
文

遺
跡

群
や

北
海

道
の

縄
文

文
化

の
魅

力
を

広
く

全
道

に
発

信
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

パ
ネ

ル
の

展
示

を
行

っ
た

。
北

海
道

環
境

生
活

部
文

化
振

興
課

2
,3

0
0

北
の

縄
文

魅
力

発
信

ブ
ー

ス
in

ア
リ
オ

札
幌

2
0
2
2
年

1
2
月

8
日

～
1
2
月

1
0
日



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

外
ヶ

浜
町

、
大

平
山

元
遺

跡
も

り
あ

げ
隊

7

世
界

遺
産

「
白

神
山

地
と

縄
文

遺
跡

群
」
共

同
フ

ェ
ア

2
0
2
2
年

7
月

3
0
日

秋
田

県
鹿

角
地

域
振

興
局

・
北

秋
田

地
域

振
興

局
・

山
本

地
域

振
興

局
・
鹿

角
市

教
育

委
員

会
・
北

秋
田

市
教

育
委

員
会

2
5
0

縄
文

遺
跡

群
の

出
土

品
・
ポ

ス
タ

ー
等

展
示

、
ミ
ニ

出
前

講
座

（
秋

田
拠

点
セ

ン
タ

ー
A

L
V

E
）

世
界

遺
産

魅
力

発
見

イ
ベ

ン
ト

気
球

で
楽

し
む

世
界

遺
産

2
0
2
2
年

7
月

2
4
日

（
伊

勢
堂

岱
）

7
月

3
1
日

（
大

湯
）

世
界

遺
産

魅
力

発
見

イ
ベ

ン
ト
事

務
局

秋
田

県
教

育
委

員
会

8
7

（
伊

勢
堂

岱
3
7
人

、
大

湯
5
0
人

）
気

球
か

ら
遺

跡
を

眺
め

る
こ

と
で

伊
勢

堂
岱

、
大

湯
の

新
た

な
魅

力
を

発
見

し
、

秋
田

県
内

の
縄

文
遺

跡
に

対
す

る
興

味
・
関

心
を

高
め

る

出
前

講
座

（
世

界
遺

産
）

2
0
2
2
年

8
月

1
9
日

秋
田

県
教

育
委

員
会

2
3

世
界

遺
産

及
び

縄
文

遺
跡

群
に

つ
い

て
の

講
座

（
秋

田
市

保
戸

野
高

齢
者

学
級

）

是
川

石
器

時
代

遺
跡

・
二

ツ
森

貝
塚

・
御

所
野

遺
跡

現
地

ガ
イ

ド
の

案
内

を
聞

き
、

方
法

や
ス

キ
ル

を
学

び
大

平
山

元
遺

跡
ガ

イ
ド

に
活

か
す

森
町

交
流

事
業

2
0
2
2
年

1
0
月

1
日

外
ヶ

浜
町

6
鷲

ノ
木

遺
跡

及
び

展
示

施
設

の
見

学
、

学
習

ロ
ビ

ー
展

「
函

館
市

の
縄

文
遺

跡
」

2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
6
月

9
日

市
立

函
館

博
物

館
―

函
館

市
の

縄
文

遺
跡

に
つ

い
て

展
示

。

世
界

遺
産

魅
力

発
見

イ
ベ

ン
ト

気
球

で
楽

し
む

世
界

遺
産

2
0
2
2
年

1
0
月

1
6
日

（
伊

勢
堂

岱
）

1
0
月

2
3
日

（
大

湯
）

世
界

遺
産

魅
力

発
見

イ
ベ

ン
ト
事

務
局

秋
田

県
教

育
委

員
会

3
2
0

（
伊

勢
堂

岱
1
5
2
人

、
大

湯
1
6
8
人

）
気

球
か

ら
遺

跡
を

眺
め

る
こ

と
で

伊
勢

堂
岱

、
大

湯
の

新
た

な
魅

力
を

発
見

し
、

秋
田

県
内

の
縄

文
遺

跡
に

対
す

る
興

味
・
関

心
を

高
め

る
。

併
せ

て
出

土
遺

物
等

の
展

示
を

実
施

し
、

遺
跡

へ
の

理
解

を
深

め
る

。

ガ
イ

ド
講

習
会

2
0
2
2
年

6
月

2
6
日

外
ヶ

浜
町

、
大

平
山

元
遺

跡
も

り
あ

げ
隊

6
座

学
（
講

師
：
三

内
丸

山
遺

跡
セ

ン
タ

ー
　

中
澤

文
化

財
保

護
主

査
）
、

大
平

山
元

遺
跡

現
地

研
修

、
資

料
館

見
学

ガ
イ

ド
講

習
会

2
0
2
2
年

7
月

2
4
日

外
ヶ

浜
町

、
大

平
山

元
遺

跡
も

り
あ

げ
隊

5
小

牧
野

遺
跡

・
三

内
丸

山
遺

跡
現

地
ガ

イ
ド

の
案

内
を

聞
き

、
方

法
や

ス
キ

ル
を

学
び

大
平

山
元

遺
跡

ガ
イ

ド
に

活
か

す

ガ
イ

ド
講

習
会

2
0
2
2
年

8
月

2
1
日

外
ヶ

浜
町

、
大

平
山

元
遺

跡
も

り
あ

げ
隊

6
亀

ヶ
岡

石
器

時
代

遺
跡

・
田

小
屋

野
貝

塚
・
大

森
勝

山
遺

跡
現

地
ガ

イ
ド

の
案

内
を

聞
き

、
方

法
や

ス
キ

ル
を

学
び

大
平

山
元

遺
跡

ガ
イ

ド
に

活
か

す

ガ
イ

ド
講

習
会

2
0
2
2
年

1
1
月

1
3
日

ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ

イ
ー

ク
限

定
「
縄

文
し

お
り

づ
く

り
」

2
0
2
2
年

5
月

3
日

～
5
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
6
0

麻
紐

を
撚

っ
た

縄
で

オ
リ
ジ

ナ
ル

の
し

お
り

を
製

作
す

る
体

験
講

座
。

鹿
角

釣
り

針
づ

く
り

と
海

釣
り

体
験

2
0
2
2
年

6
月

4
日

・
1
8
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
1
6

鹿
角

で
釣

り
針

を
つ

く
り

，
そ

の
釣

り
針

を
使

っ
た

釣
り

を
す

る
体

験
講

座
。

郷
土

学
習

推
進

事
業

2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

函
館

市
教

育
委

員
会

1
,5

1
5

市
内

小
学

校
の

3
年

生
を

対
象

に
，

学
校

教
育

の
一

環
と

し
て

遺
跡

の
見

学
を

実
施

。
市

内
3
9
校

が
参

加
。

春
の

縄
文

染
め

2
0
2
2
年

4
月

2
3
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
2

遺
跡

か
ら

出
土

し
た

植
物

と
同

じ
種

類
の

植
物

を
使

っ
た

草
木

染
講

座
。



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

出
前

講
座

　
世

界
遺

産
「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
2
0
2
2
年

7
月

2
0
日

函
館

市
企

画
部

5
0

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
高

齢
者

向
け

イ
ベ

ン
ト
と

し
て

，
文

化
財

課
長

が
「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
に

つ
い

て
ク

イ
ズ

形
式

で
紹

介
。

「
縄

文
遺

跡
群

ア
ク

セ
ス

バ
ス

」
実

証
運

行
2
0
2
2
年

7
月

2
2
日

～
8
月

2
7
日

函
館

市
観

光
部

2
8
8

1
2
日

間
　

函
館

市
街

地
～

縄
文

セ
ン

タ
ー

／
循

環
バ

ス

出
前

講
座

　
世

界
遺

産
「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
2
0
2
2
年

6
月

7
日

函
館

市
企

画
部

2
0

北
海

道
都

市
職

員
年

金
者

連
盟

函
館

支
部

定
時

総
会

の
講

演
会

に
お

い
て

，
文

化
財

課
長

が
講

師
と

し
て

講
演

。

出
前

講
座

　
世

界
遺

産
「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
2
0
2
2
年

7
月

1
2
日

函
館

市
企

画
部

1
7

就
労

継
続

支
援

B
型

事
業

所
コ

ロ
ポ

ッ
ク

ル
は

こ
だ

て
の

縄
文

文
化

交
流

セ
ン

タ
ー

見
学

の
事

前
学

習
と

し
て

，
博

物
館

主
査

が
講

師
と

し
て

講
演

。

夏
休

み
自

由
研

究
「
鹿

の
角

で
縄

文
時

代
の

釣
り

針
を

つ
く

ろ
う

」
2
0
2
2
年

8
月

2
日

市
立

函
館

博
物

館
9

小
学

生
を

対
象

と
し

て
，

鹿
角

を
削

っ
て

釣
り

針
を

製
作

す
る

体
験

講
座

を
開

催
。

夏
休

み
自

由
研

究
「
粘

土
で

縄
文

時
代

の
土

偶
を

つ
く

ろ
う

」
2
0
2
2
年

8
月

6
日

市
立

函
館

博
物

館
1
1

小
学

生
を

対
象

と
し

て
，

粘
土

で
土

偶
を

製
作

す
る

体
験

講
座

を
開

催
。

JO
M

O
N

 W
E
E
K

 i
n
 2

0
2
2
 S

U
M

M
E
R

2
0
2
2
年

7
月

2
7
日

～
3
1
日

函
館

市
教

育
委

員
会

･北
海

道
渡

島
総

合
振

興
局

ほ
か

―
世

界
遺

産
登

録
1
周

年
記

念
事

業
と

し
て

，
垣

ノ
島

遺
跡

を
会

場
に

，
「
史

跡
垣

ノ
島

遺
跡

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
一

部
公

開
」
や

「
縄

文
絵

画
コ

ン
ク

ー
ル

」
、

「
レ

ジ
ェ

ン
ド

作
品

T
-
sh

ir
ts

 C
O

L
L
E
C

T
IO

N
」
等

を
開

催
。

縄
文

の
く

ら
し

か
ら

海
を

学
ぼ

う
！

2
0
2
2
年

7
月

3
0
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
3

遺
跡

か
ら

出
土

し
た

貝
殻

と
同

じ
種

類
の

貝
を

海
岸

で
採

取
し

，
標

本
箱

を
つ

く
り

な
が

ら
当

時
の

漁
労

に
つ

い
て

学
ぶ

講
座

。
試

料
採

取
前

に
清

掃
活

動
も

行
う

。

本
物

の
縄

文
土

器
で

拓
本

と
り

2
0
2
2
年

8
月

1
2
日

・
1
3
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
9

本
物

の
縄

文
土

器
の

欠
片

か
ら

模
様

を
写

し
取

り
な

が
ら

土
器

に
つ

い
て

学
ぶ

講
座

。
写

し
取

っ
た

拓
本

は
フ

ォ
ト
フ

レ
ー

ム
に

い
れ

て
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
に

す
る

。

縄
文

体
験

講
座

「
縄

文
土

器
づ

く
り

(全
2

回
)」

2
0
2
2
年

8
月

2
4
日

・
9
月

2
5
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
1
3

本
物

の
粘

土
を

使
っ

た
縄

文
土

器
づ

く
り

講
座

。
初

回
に

土
器

を
つ

く
り

，
２

回
目

に
野

焼
き

を
行

う
。

縄
文

体
験

講
座

「
竪

穴
住

居
の

ジ
オ

ラ
マ

を
つ

く
ろ

う
!」

2
0
2
2
年

8
月

6
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
1
0

竪
穴

住
居

の
ジ

オ
ラ

マ
を

つ
く

り
な

が
ら

縄
文

時
代

の
住

居
に

つ
い

て
学

ぶ
講

座
。

夏
休

み
自

由
研

究
「
黒

曜
石

で
矢

じ
り

を
つ

く
ろ

う
」

2
0
2
2
年

8
月

1
2
日

市
立

函
館

博
物

館
1
4

小
学

生
を

対
象

と
し

て
，

黒
曜

石
を

打
ち

か
い

て
矢

じ
り

を
製

作
し

，
弓

で
試

射
す

る
体

験
講

座
を

開
催

。

秋
の

自
然

観
察

会
2
0
2
2
年

1
0
月

1
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
8

南
茅

部
地

域
の

縄
文

遺
跡

か
ら

出
土

し
た

植
物

遺
体

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

，
当

時
食

用
さ

れ
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る

植
物

を
観

察
す

る
。

JO
M

O
N

 W
E
E
K

 i
n
 2

0
2
2
 A

U
T

U
M

N
2
0
2
2
年

1
0
月

1
日

～
1
0
日

函
館

市
教

育
委

員
会

･北
海

道
渡

島
総

合
振

興
局

ほ
か

―
世

界
遺

産
登

録
1
周

年
記

念
事

業
と

し
て

，
垣

ノ
島

遺
跡

を
会

場
に

，
「
は

こ
だ

て
縄

文
ま

つ
り

 i
n
 垣

ノ
島

」
や

「
ど

ぐ
う

の
日

～
D

o
 g

o
o
d
 d

ay
!」

等
を

開
催

。

ハ
コ

ダ
テ

グ
リ
ス

ロ
（
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
実

証
運

行
）

2
0
2
2
年

9
月

1
0
日

～
2
5
日

函
館

市
企

画
部

8
1

垣
ノ

島
遺

跡
下

バ
ス

停
接

続
コ

ー
ス

／
大

船
～

垣
ノ

島
遺

跡
周

遊
コ

ー
ス

企
画

展
「
カ

ッ
ク

ウ
と

ま
っ

く
う

」
2
0
2
2
年

9
月

2
7
日

～
1
0
月

3
0
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
5
,1

3
2

中
空

土
偶

国
宝

指
定

1
5
周

年
を

記
念

し
，

中
空

土
偶

（
レ

プ
リ
カ

）
と

中
空

土
偶

に
よ

く
似

た
町

田
市

指
定

文
化

財
の

土
偶

頭
部

（
通

称
ま

っ
く

う
）
を

展
示

・
紹

介
。



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

出
前

講
座

　
世

界
遺

産
「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
2
0
2
2
年

1
1
月

2
4
日

函
館

市
企

画
部

3
0

高
齢

者
福

祉
施

設
の

講
座

と
し

て
，

文
化

財
課

学
芸

員
が

講
師

と
し

て
講

演
。

縄
文

体
験

・
土

偶
(ど

ぐ
う

)づ
く

り
2
0
2
3
年

1
月

7
日

・
8
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
2
3

道
南

で
出

土
し

た
土

偶
数

体
を

モ
チ

ー
フ

と
し

た
土

偶
づ

く
り

講
座

。

収
蔵

資
料

展
「
先

史
時

代
の

函
館

」
2
0
2
2
年

1
0
月

2
5
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

市
立

函
館

博
物

館
―

縄
文

時
代

を
含

む
，

函
館

市
の

先
史

時
代

の
通

史
を

展
示

。

縄
文

時
代

の
石

器
を

つ
く

ろ
う

!
2
0
2
2
年

1
1
月

5
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
7

黒
曜

石
を

使
っ

た
石

鏃
を

つ
く

る
講

座
。

講
師

は
今

金
町

学
芸

員
の

宮
本

氏
。

遺
跡

調
査

報
告

会
2
0
2
3
年

3
月

1
1
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
1
5

2
0
2
1
年

度
に

一
般

財
団

法
人

道
南

歴
史

文
化

振
興

財
団

が
行

っ
た

発
掘

調
査

の
成

果
に

つ
い

て
の

報
告

会
。

縄
文

世
界

遺
産

(せ
か

い
い

さ
ん

)ク
イ

ズ
ラ

リ
ー

2
0
2
3
年

3
月

1
9
日

～
3
月

3
0
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
3
1
6

館
内

の
展

示
を

見
る

と
答

え
が

わ
か

る
，

世
界

遺
産

や
縄

文
文

化
に

関
す

る
ク

イ
ズ

ラ
リ
ー

を
実

施
。

特
別

研
究

成
果

報
告

会
2
0
2
3
年

2
月

4
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
2
2

2
0
2
0
年

度
と

2
0
2
1
年

度
に

行
わ

れ
た

縄
文

文
化

特
別

研
究

の
成

果
を

発
表

す
る

報
告

会
と

展
示

。

シ
ー

ニ
ッ

ク
d
eナ

イ
ト
2
0
2
3

2
0
2
3
年

2
月

2
5
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
3

縄
文

文
化

交
流

セ
ン

タ
ー

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

付
近

に
土

偶
と

足
形

付
土

板
の

雪
像

を
つ

く
っ

た
り

，
駐

車
場

内
に

手
づ

く
り

キ
ャ

ン
ド

ル
に

火
を

灯
し

来
場

者
や

道
路

を
通

行
す

る
車

の
目

を
楽

し
ま

せ
る

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
。

だ
て

噴
火

湾
縄

文
ま

つ
り

2
0
2
2
年

8
月

2
8
日

だ
て

噴
火

湾
縄

文
ま

つ
り

実
行

委
員

会
3
0
0

史
跡

北
黄

金
貝

塚
で

の
体

験
学

習
イ

ベ
ン

ト

動
物

考
古

学
セ

ミ
ナ

ー
＆

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
2
0
2
3
年

2
月

1
9
日

伊
達

市
教

育
員

会
1
0
6

史
跡

北
黄

金
貝

塚
出

土
資

料
を

用
い

た
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
と

講
演

縄
文

キ
ッ

ズ
フ

ェ
ス

タ
2
0
2
2
年

5
月

7
日

・
7
月

9
日

・
1
0
月

1
5
日

伊
達

市
教

育
委

員
会

2
0
7

小
学

生
向

け
の

体
験

学
習

イ
ベ

ン
ト

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
北

黄
金

貝
塚

と
北

の
縄

文
遺

跡
」

2
0
2
2
年

6
月

4
日

伊
達

市
教

育
委

員
会

8
1

北
海

道
内

の
縄

文
遺

跡
が

所
在

す
る

自
治

体
の

専
門

職
員

等
を

講
師

と
す

る
講

演
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

地
学

協
働

学
習

フ
ォ

ー
ラ

ム
「
北

黄
金

貝
塚

・
入

江
高

砂
貝

塚
」
の

縄
文

に
学

ぶ
2
0
2
2
年

1
0
月

1
5
日

練
成

会
グ

ル
ー

プ
・
伊

達
市

教
育

委
員

会
・
洞

爺
湖

町
教

育
委

員
会

6
0

史
跡

北
黄

金
貝

塚
と

史
跡

入
江

・
高

砂
貝

塚
の

世
界

遺
産

登
録

を
記

念
し

た
オ

ン
ラ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム

縄
文

出
前

講
座

「
伊

達
市

の
む

か
し

」
2
0
2
2
年

1
1
月

7
日

伊
達

市
教

育
委

員
会

7
5

市
内

小
学

校
で

の
縄

文
出

前
講

座

縄
文

ロ
ビ

ー
講

座
＆

ガ
イ

ド
養

成
講

座
2
0
2
2
年

4
月

2
4
日

・
5
月

2
2
日

・
6
月

1
9
日

・
7

月
2
4
日

・
8
月

2
1
日

・
9
月

2
5
日

・
1
0
月

2
3

日
・
1
1
月

2
0
日

伊
達

市
教

育
委

員
会

1
5
4

史
跡

北
黄

金
貝

塚
の

価
値

を
学

ぶ
座

学
と

ガ
イ

ド
技

術
の

向
上

を
図

る
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク

市
民

見
学

会
「
伊

達
の

歴
史

・
文

化
を

巡
ろ

う
！

」
2
0
2
2
年

5
月

2
7
日

・
5
月

2
8
日

・
8
月

2
0
日

伊
達

市
教

育
委

員
会

3
3

史
跡

北
黄

金
貝

塚
を

含
む

市
内

文
化

財
を

巡
る

バ
ス

ツ
ア

ー



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

夏
休

み
体

験
講

座
「
ミ
ニ

土
器

づ
く

り
体

験
」

2
0
2
2
年

8
月

6
日

・
7
日

つ
が

る
市

教
育

委
員

会
1
3

土
器

づ
く

り
を

通
じ

て
資

産
の

価
値

を
学

ぶ
体

験
講

座
を

実
施

し
た

（
市

内
小

中
学

生
対

象
）

夏
休

み
体

験
講

座
「
縄

文
遺

跡
ジ

ュ
ニ

ア
ガ

イ
ド

体
験

」
2
0
2
3
年

8
月

4
日

つ
が

る
市

教
育

委
員

会
5

資
産

と
ガ

イ
ド

活
動

の
意

義
に

関
す

る
座

学
の

後
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

つ
が

る
縄

文
遺

跡
案

内
人

の
解

説
を

モ
デ

ル
に

し
て

資
産

現
地

で
ガ

イ
ド

体
験

を
行

っ
た

。

「
発

掘
さ

れ
た

日
本

列
島

2
0
2
2
」
展

2
0
2
2
年

7
月

3
0
日

～
9
月

4
日

文
化

庁
、

だ
て

歴
史

文
化

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

2
,0

7
6

伊
達

市
会

場
の

地
域

展
示

に
お

い
て

北
海

道
内

の
資

産
を

紹
介

す
る

「
北

の
大

地
の

縄
文

遺
跡

」
を

開
催

”
つ

が
る

の
文

化
財

あ
れ

こ
れ

”
出

張
講

座
2
0
2
2
年

6
月

1
7
日

～
1
0
月

2
8
日

つ
が

る
市

教
育

委
員

会
2
7
8

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
や

構
成

資
産

に
関

す
る

出
張

講
座

（
市

内
小

中
学

校
6
校

）

二
ツ

森
貝

塚
ふ

れ
あ

い
ま

つ
り

2
0
2
2
年

1
0
月

2
3
日

七
戸

町
教

育
委

員
会

1
7
9

二
ツ

森
貝

塚
館

を
会

場
に

、
体

験
講

座
や

遺
跡

ガ
イ

ド
、

企
画

展
示

等
を

行
っ

た
。

世
界

遺
産

登
録

1
周

年
記

念
講

座
2
0
2
2
年

7
月

4
日

七
戸

町
教

育
委

員
会

1
8

町
民

対
象

の
公

民
館

講
座

。

縄
文

遺
跡

案
内

所
2
0
2
2
年

4
月

2
3
日

～
1
1
月

3
0
日

つ
が

る
市

教
育

委
員

会
―

資
産

隣
接

地
の

駐
車

場
に

設
置

し
、

資
産

の
価

値
を

説
明

す
る

パ
ネ

ル
展

示
や

映
像

コ
ー

ナ
ー

な
ど

を
設

け
て

い
る

。

二
ツ

森
貝

塚
体

験
講

座
2
0
2
2
年

4
月

～
3
月

七
戸

町
教

育
委

員
会

1
2
8

ま
が

玉
づ

く
り

や
シ

ジ
ミ
ス

ト
ラ

ッ
プ

づ
く

り
な

ど
の

体
験

講
座

。

動
物

形
土

製
品

の
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
を

作
ろ

う
2
0
2
2
年

5
月

1
4
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

8
オ

ー
ブ

ン
粘

土
で

動
物

形
土

製
品

の
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
を

作
る

。

土
偶

を
作

ろ
う

2
0
2
2
年

6
月

2
5
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

9
板

状
土

偶
を

作
る

。

柏
葉

大
学

2
0
2
2
年

9
月

7
日

七
戸

町
教

育
委

員
会

1
7

6
0
歳

以
上

町
民

対
象

の
講

座
。

体
験

講
座

を
実

施
。

2
0
2
2
年

度
　

第
4
6
次

発
掘

調
査

現
地

説
明

会
2
0
2
2
年

9
月

1
7
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

5
0

2
0
2
2
年

度
の

発
掘

調
査

の
成

果
を

現
地

で
説

明
し

た
。

釣
り

針
を

作
っ

て
魚

を
釣

ろ
う

2
0
2
2
年

1
0
月

1
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

8
シ

カ
の

角
で

釣
り

針
を

作
っ

て
魚

を
釣

る
。

土
器

を
作

ろ
う

②
2
0
2
2
年

1
0
月

2
2
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

1
1

2
0
2
2
年

8
月

2
0
日

に
作

っ
た

土
器

を
野

焼
き

す
る

。

発
掘

を
し

て
み

よ
う

2
0
2
2
年

7
月

2
9
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

1
5

遺
跡

内
で

発
掘

調
査

を
体

験
す

る
。

土
器

を
作

ろ
う

①
2
0
2
2
年

8
月

2
0
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

1
1

粘
土

を
使

っ
て

縄
文

土
器

を
作

る
。

土
偶

そ
っ

く
り

の
レ

プ
リ
カ

を
作

ろ
う

2
0
2
1
年

1
1
月

2
1
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

6
本

物
の

土
偶

を
使

っ
て

レ
プ

リ
カ

を
作

る
。



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

粘
土

で
ア

ク
セ

サ
リ
ー

を
作

ろ
う

2
0
2
2
年

5
月

1
4
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

7
オ

ー
ブ

ン
粘

土
で

縄
文

時
代

の
ア

ク
セ

サ
リ
ー

を
作

り
、

顔
料

で
赤

く
着

色
す

る
。

さ
ん

ま
る

縄
文

学
講

座
１

「
動

物
」
と

縄
文

時
代

の
精

神
文

化
2
0
2
2
年

5
月

2
8
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

2
7

北
海

道
と

本
州

を
比

較
し

て
、

北
海

道
の

円
筒

土
器

文
化

の
特

徴
に

つ
い

て
解

説
す

る
。

貝
の

ア
ク

セ
サ

リ
ー

を
作

ろ
う

2
0
2
2
年

1
月

2
2
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

8
ベ

ン
ケ

イ
ガ

イ
で

腕
輪

等
の

ア
ク

セ
サ

リ
ー

を
作

る
。

さ
ん

ま
る

縄
文

学
講

座
４

縄
文

文
化

の
地

域
性

2
0
2
2
年

8
月

2
1
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

2
5

縄
文

文
化

の
中

の
地

域
性

や
、

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
文

化
の

特
徴

に
つ

い
て

解
説

す
る

。

さ
ん

ま
る

縄
文

学
講

座
５

三
内

丸
山

遺
跡

の
埋

葬
～

環
状

配
石

墓
と

土
坑

墓
～

2
0
2
2
年

1
0
月

1
5
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

2
2

土
坑

墓
と

配
石

墓
に

つ
い

て
こ

れ
ま

で
の

調
査

で
わ

か
っ

た
こ

と
や

、
今

後
の

史
跡

整
備

に
つ

い
て

解
説

す
る

。

さ
ん

ま
る

縄
文

学
講

座
２

「
北

海
道

の
円

筒
土

器
文

化
」

2
0
2
2
年

6
月

1
1
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

2
5

北
海

道
と

本
州

を
比

較
し

て
、

北
海

道
の

円
筒

土
器

文
化

の
特

徴
に

つ
い

て
解

説
す

る
。

さ
ん

ま
る

縄
文

学
講

座
３

世
界

遺
産

登
録

１
周

年
記

念
～

世
界

遺
産

登
録

を
ふ

り
か

え
る

～
2
0
2
2
年

7
月

3
0
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

3
0

三
内

丸
山

遺
跡

の
調

査
の

歴
史

と
近

年
の

発
掘

調
査

で
わ

か
っ

た
こ

と
、

世
界

遺
産

と
し

て
の

価
値

に
つ

い
て

解
説

す
る

。

企
画

展
「
三

内
丸

山
遺

跡
の

埋
葬

」
同

時
開

催
ミ
ニ

企
画

展
「
あ

ら
た

に
わ

か
っ

た
三

内
丸

山
遺

跡
の

出
土

品
」

2
0
2
3
年

1
月

2
1
日

～
3
月

1
2
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

1
3
,0

0
1

三
内

丸
山

遺
跡

で
亡

く
な

っ
た

人
は

、
ど

の
よ

う
に

埋
葬

さ
れ

た
の

か
を

紹
介

。
ミ
ニ

企
画

展
は

、
出

土
品

再
収

納
で

得
ら

れ
た

新
し

い
知

見
を

紹
介

。

2
0
2
2
年

度
特

別
史

跡
三

内
丸

山
遺

跡
報

告
会

2
0
2
2
年

3
月

1
1
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

4
8

発
掘

調
査

の
成

果
、

特
別

研
究

推
進

事
業

の
成

果
に

つ
い

て
の

動
画

を
Y

o
u
tu

b
e

上
で

公
開

し
、

資
料

を
公

式
H

P
で

公
開

し
た

。

特
別

展
縄

文
マ

ジ
カ

ル
＋

（
プ

ラ
ス

）
2
0
2
2
年

4
月

1
6
日

～
6
月

2
6
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

1
5
,7

5
3

縄
文

時
代

ま
つ

り
の

道
具

か
ら

、
縄

文
人

の
精

神
世

界
に

つ
い

て
紹

介

世
界

遺
産

登
録

１
周

年
記

念
特

別
展

「
北

海
道

・
北

東
北

の
JO

M
O

N
」

2
0
2
2
年

7
月

1
6
日

～
1
0
月

2
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

1
9
,0

6
9

構
成

資
産

を
は

じ
め

と
す

る
4
道

県
の

縄
文

遺
跡

の
出

土
品

か
ら

世
界

遺
産

と
し

て
の

価
値

を
わ

か
り

や
す

く
紹

介
す

る

世
界

遺
産

１
周

年
・
御

所
野

縄
文

博
物

館
２

０
周

年
記

念
企

画
展

「
自

然
と

と
も

に
生

き
る

縄
文

人
」

2
0
2
2
年

1
0
月

1
5
日

～
1
1
月

2
7
日

一
戸

町
教

育
委

員
会

、
い

ち
の

へ
文

化
・
芸

術
N

P
O

2
,5

9
2

御
所

野
遺

跡
で

発
掘

調
査

が
行

わ
れ

た
「
D

F
2
2
」
竪

穴
建

物
跡

に
焦

点
を

当
て

、
博

物
館

で
行

わ
れ

て
い

る
遺

物
整

理
の

舞
台

裏
を

公
開

。
調

査
成

果
か

ら
見

え
て

く
る

御
所

野
む

ら
に

生
き

た
縄

文
人

の
暮

ら
し

や
心

、
山

や
海

の
風

土
に

調
和

し
て

生
き

た
縄

文
人

の
生

活
文

化
を

紐
解

き
、

現
代

や
未

来
の

社
会

に
つ

い
て

考
え

る
時

間
へ

と
招

待
す

る
。

縄
文

体
験

講
座

「
縄

文
土

器
づ

く
り

(全
2

回
)」

2
0
2
2
年

８
月

2
7
日

・
９

月
２

４
日

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
1
3

本
物

の
粘

土
を

使
っ

た
縄

文
土

器
づ

く
り

講
座

。
初

回
に

土
器

を
つ

く
り

，
２

回
目

に
野

焼
き

を
行

う
。

発
掘

調
査

速
報

展
「
さ

ん
ま

る
速

報
展

！
2
0
2
2
」

2
0
2
3
年

3
月

1
1
日

～
7
月

2
日

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

7
9
,2

0
0

2
0
2
2
年

度
に

発
掘

調
査

を
行

っ
た

成
果

に
つ

い
て

紹
介

す
る



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

御
所

野
縄

文
W

E
E
K

2
0
2
2
年

1
0
月

1
5
日

～
2
3
日

一
戸

町
、

二
戸

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

3
,8

6
1

登
録

1
周

年
企

画
展

、
岩

手
日

報
報

道
展

、
IB

C
ラ

ジ
オ

「
縄

文
ウ

ォ
ー

ク
」
、

星
空

観
察

会
、

ご
し

ょ
の

推
し

活
、

御
所

野
縄

文
博

物
館

で
記

者
体

験
、

映
画

上
映

会
、

小
中

学
校

音
楽

祭
、

縄
文

給
食

の
日

、
縄

文
ヨ

ガ
、

浄
法

寺
漆

×
御

所
野

縄
文

、
ハ

ッ
ピ

ー
ウ

ォ
ー

ク
2
0
2
2
、

企
画

展
記

念
講

演
会

な
ど

御
所

野
遺

跡
及

び
縄

文
文

化
の

理
解

を
深

め
る

週
間

。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
講

習
会

2
0
2
2
年

5
月

2
8
日

、
6
月

1
1
日

、
6
月

1
8
日

、
1
0
月

2
9
日

洞
爺

湖
町

教
育

委
員

会
3
5

遺
跡

ガ
イ

ド
育

成
の

た
め

の
講

習
会

地
学

協
働

学
習

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
0
2
2
年

7
月

3
1
日

錬
成

会
グ

ル
ー

プ
、

洞
爺

湖
町

教
育

委
員

会
、

伊
達

市
教

育
委

員
会

5
虻

田
中

学
校

3
年

生
と

伊
達

緑
丘

高
校

3
年

生
が

そ
れ

ぞ
れ

の
遺

跡
の

魅
力

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
紹

介

御
所

野
講

座
2
0
2
2
年

4
月

2
3
日

～
2
0
2
3
年

3
月

4
日

、
計

1
1
回

御
所

野
縄

文
博

物
館

（
い

ち
の

へ
文

化
・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

）
1
2
7

御
所

野
遺

跡
に

お
け

る
建

物
復

元
の

取
り

組
み

や
縄

文
里

山
づ

く
り

事
業

な
ど

を
テ

ー
マ

と
し

た
講

座

こ
ど

も
の

日
縄

文
体

験
2
0
2
2
年

5
月

5
日

洞
爺

湖
町

教
育

委
員

会
1
0
9

楽
し

み
な

が
ら

縄
文

時
代

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
勾

玉
作

り
、

弓
矢

体
験

等
を

実
施

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
パ

ネ
ル

展
2
0
2
3
年

1
月

8
日

洞
爺

湖
町

教
育

委
員

会
6
8

『
洞

爺
湖

町
二

十
歳

の
つ

ど
い

』
の

会
場

で
「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
の

パ
ネ

ル
を

展
示

英
語

ガ
イ

ド
2
0
2
2
年

7
月

2
4
日

、
3
1
日

、
8
月

1
日

秋
田

県
、

北
秋

田
市

5
中

学
生

・
高

校
生

を
対

象
に

、
英

語
で

伊
勢

堂
岱

遺
跡

の
ガ

イ
ド

を
行

う
研

修
会

夏
休

み
縄

文
体

験
2
0
2
2
年

7
月

2
6
日

～
8
月

1
9
日

洞
爺

湖
町

教
育

委
員

会
1
8

夏
休

み
の

自
由

研
究

の
サ

ポ
ー

ト
と

し
て

、
小

・
中

学
生

を
対

象
に

、
勾

玉
作

り
、

縄
文

カ
ー

ド
作

り
を

無
料

提
供

遺
跡

見
学

会
2
0
2
2
年

1
1
月

2
2
日

洞
爺

湖
町

教
育

委
員

会
、

洞
爺

湖
温

泉
観

光
協

会
5

世
界

文
化

遺
産

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
に

つ
い

て
、

　
よ

り
多

く
の

地
域

住
民

に
そ

の
価

値
を

周
知

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
地

域
住

民
や

観
光

事
業

者
を

対
象

に
実

施

令
和

4
年

度
伊

勢
堂

岱
縄

文
館

講
座

2
0
2
3
年

2
月

1
8
日

、
3
月

4
日

北
秋

田
市

9
1

秋
田

県
に

関
わ

り
の

あ
る

考
古

学
研

究
者

3
名

を
招

い
て

講
座

を
実

施
し

た
。

ガ
イ

ド
入

門
講

座
2
0
2
2
年

4
月

2
3
日

～
2
0
2
2
年

1
0
月

2
2
日

計
7
回

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

1
9

遺
跡

の
ガ

イ
ド

養
成

を
目

的
と

し
た

講
座

カ
ム

バ
ッ

ク
縄

文
サ

ー
モ

ン
2
0
2
2
年

4
月

1
日

北
秋

田
市

5
0

遺
跡

の
あ

る
丘

の
す

ぐ
下

を
流

れ
る

湯
車

川
に

鮭
の

稚
魚

を
放

流
す

る
。

伊
勢

堂
岱

遺
跡

・
ガ

イ
ド

と
巡

る
ス

ペ
シ

ャ
ル

縄
文

デ
ー

2
0
2
2
年

8
月

2
8
日

、
1
0
月

1
6
日

北
秋

田
市

2
0
0

普
段

事
前

予
約

が
必

要
な

遺
跡

ガ
イ

ド
の

定
時

巡
回

イ
ベ

ン
ト
。

県
内

の
キ

ッ
チ

ン
カ

ー
も

招
い

た
。

ガ
イ

ド
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
講

座
2
0
2
2
年

6
月

3
0
日

～
2
0
2
3
年

3
月

2
8
日

　
計

5
回

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

5
2

遺
跡

ガ
イ

ド
を

対
象

と
し

た
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
講

座

出
前

講
座

2
0
2
2
年

6
月

2
1
日

～
2
0
2
2
年

7
月

1
日

　
計

2
回

鹿
角

市
教

育
委

員
会

1
9
3

世
界

文
化

遺
産

及
び

大
湯

環
状

列
石

に
つ

い
て

の
講

座
。

土
器

づ
く

り
等

体
験

学
習

の
指

導
も

含
む

。
講

師
は

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

よ
り

派
遣

。



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

是
川

縄
文

館
考

古
学

講
座

「
食

と
縄

文
人

」
2
0
2
2
年

1
2
月

1
7
日

(①
)・

2
0
2
3
年

1
月

1
4
日

(②
)・

2
月

1
1
日

(③
)

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館
1
2
6

①
小

山
崎

遺
跡

に
お

け
る

縄
文

人
の

「
食

」
に

つ
い

て
、

②
縄

文
人

の
塩

づ
く

り
、

③
礫

石
器

か
ら

み
た

縄
文

時
代

の
食

料
加

工

是
川

縄
文

館
考

古
学

講
座

「
縄

文
土

器
－

器
か

ら
読

み
解

く
く

ら
し

と
技

－
」

2
0
2
2
年

5
月

1
4
日

(①
)・

6
月

1
8
日

(②
)・

7
月

9
日

(③
)

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館
1
3
9

①
土

器
の

胎
土

分
析

と
混

和
剤

等
に

つ
い

て
、

②
縄

文
土

器
は

如
何

に
し

て
つ

く
ら

れ
た

の
か

－
そ

の
技

術
の

探
求

－
、

③
土

器
に

残
さ

れ
た

煮
炊

き
の

痕
跡

－
土

器
残

存
脂

質
分

析
か

ら
考

え
る

古
代

の
調

理
－

」

ま
い

ぶ
ん

講
座

2
0
2
3
年

2
月

1
2
日

弘
前

市
2
7

「
大

森
勝

山
遺

跡
の

調
査

と
整

備
」
と

題
し

て
令

和
に

実
施

し
た

調
査

成
果

及
び

史
跡

整
備

事
業

に
つ

い
て

の
講

座
を

実
施

。

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
と

、
開

催
回

に
よ

り
千

歳
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
、

市
内

史
跡

な
ど

を
見

学
。

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
職

員
引

率
回

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

引
率

回
あ

り
（
1
1
回

開
催

）

体
験

学
習

会
「
勾

玉
を

つ
く

ろ
う

！
」

2
0
2
2
年

 8
月

1
4
日

(日
)、

 9
月

1
1
日

(日
)、

1
0
月

 9
日

(日
)、

1
2
月

1
1
日

(日
)、

2
0
2
3
年

 1
月

 5
日

(木
)、

 1
月

 8
日

(日
)、

 2
月

1
2
日

(日
)、

 3
月

1
2
日

(日
)

千
歳

市
教

育
委

員
会

1
0
2

滑
石

及
び

琥
珀

を
材

料
と

し
て

勾
玉

を
制

作
（
延

べ
1
0
回

開
催

）

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

開
館

2
0
周

年
＆

世
界

文
化

遺
産

登
録

1
周

年
記

念
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
　

大
湯

環
状

列
石

―
環

状
の

現
在

・
過

去
・
未

来
―

2
0
2
2
年

1
1
月

5
日

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

8
0

大
湯

環
状

列
石

の
あ

ゆ
み

と
こ

れ
か

ら
の

大
湯

環
状

列
石

に
関

す
る

講
演

、
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

公
開

講
座

「
鷲

ノ
木

遺
跡

の
調

査
と

整
備

」
2
0
2
2
年

1
1
月

1
9
日

(土
)

千
歳

市
教

育
委

員
会

2
5

森
町

教
育

委
員

会
文

化
財

担
当

職
員

（
招

聘
）
に

よ
る

史
跡

鷲
ノ

木
遺

跡
の

解
説

及
び

発
掘

調
査

、
史

跡
整

備
事

業
の

説
明

冬
至

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
2
0
2
2
年

1
2
月

2
2
日

弘
前

市
2
0

冬
至

の
日

に
岩

木
山

山
頂

に
沈

む
夕

日
を

観
察

す
る

ツ
ア

ー

小
学

校
史

跡
見

学
会

2
0
2
2
年

5
月

～
1
0
月

弘
前

市
4
9
5

市
内

の
小

学
校

5
・
6
年

生
を

対
象

と
し

た
遺

跡
見

学
会

（
希

望
校

の
み

）
。

延
べ

人
数

ち
び

っ
こ

縄
文

講
座

①
2
0
2
2
年

7
月

1
9
日

、
②

2
0
2
2
年

9
月

2
9

日
、

③
2
0
2
2
年

1
0
月

1
3
日

弘
前

市
7
5

地
元

裾
野

小
学

校
5
・
6
年

生
を

対
象

と
し

た
講

座
。

①
出

前
講

座
、

②
遺

跡
見

学
、

③
土

器
づ

く
り

体
験

。
延

べ
人

数

体
験

学
習

会
「
縄

文
の

森
を

学
ぼ

う
！

」
2
0
2
2
年

 8
月

2
8
日

(日
)

千
歳

市
教

育
委

員
会

9
構

成
資

産
現

地
に

お
け

る
樹

木
の

学
習

会
。

樹
名

板
を

作
成

キ
ウ

ス
１

号
周

堤
墓

発
掘

調
査

現
地

説
明

会
2
0
2
2
年

 7
月

2
日

(土
)、

7
月

 3
日

(日
)

千
歳

市
教

育
委

員
会

1
0
0

キ
ウ

ス
１

号
周

堤
墓

発
掘

調
査

状
況

の
現

地
説

明
。

1
9
6
4
年

に
同

周
堤

墓
か

ら
発

掘
さ

れ
た

土
器

・
石

器
及

び
1
9
6
5
年

に
構

成
資

産
内

土
坑

墓
か

ら
出

土
し

た
石

棒
を

野
外

展
示

体
験

学
習

会
「
キ

ウ
ス

周
堤

墓
群

の
バ

ス
見

学
会

」

2
0
2
2
年

 8
月

1
0
日

(水
)、

 8
月

1
4
日

(日
)、

9
月

 7
日

(水
)、

 9
月

1
0
日

(土
)、

 9
月

1
1
日

(日
)、

 9
月

2
4
日

(土
)、

1
0
月

 5
日

(水
)、

1
0

月
 9

日
(日

)、
1
0
月

1
5
日

(土
)、

1
1
月

 5
日

(土
)、

1
1
月

1
3
日

(日
)

千
歳

市
教

育
委

員
会

7
0



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

合
計

1
9
1
,7

5
2

特
別

展
考

古
学

講
座

2
0
2
2
年

8
月

6
日

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館
4
1

行
き

か
う

土
器

と
縄

文
人

白
銀

公
民

館
講

座
2
0
2
2
年

6
月

9
日

白
銀

公
民

館
2
0

世
界

遺
産

　
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

五
戸

小
学

校
世

界
遺

産
講

座
2
0
2
2
年

7
月

5
日

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館
6
0

世
界

遺
産

へ
G

O
！

是
川

遺
跡

か
ら

学
ぶ

JO
M

O
N

秋
期

企
画

展
考

古
学

講
座

2
0
2
2
年

1
1
月

5
日

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館
5
8

乾
燥

食
料

の
保

存
と

「
あ

く
抜

き
」
－

縄
文

時
代

か
ら

伝
承

さ
れ

た
「
食

」
の

技
術

－

サ
ポ

ー
ト
ス

タ
ッ

フ
研

修
会

2
0
2
3
年

2
月

2
5
日

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館
2
6

是
川

遺
跡

と
世

界
遺

産
に

つ
い

て

2
0
2
2
年

1
0
月

1
1
日

三
本

木
農

業
恵

拓
高

等
学

校
3
0

「
白

神
山

地
と

世
界

遺
産

」
「
世

界
遺

産
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

と
是

川
石

器
時

代
遺

跡
」

つ
が

る
市

世
界

遺
産

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
0
2
2
年

9
月

2
3
日

つ
が

る
市

教
育

委
員

会
1
0
0

是
川

遺
跡

の
保

存
・
活

用
、

地
域

と
の

協
働

講
話

2
0
2
2
年

9
月

3
0
日

・
1
0
月

1
4
日

鷗
盟

大
学

4
1

縄
文

時
代

と
是

川
遺

跡

「
土

か
ら

土
器

が
で

き
る

ま
で

：
刊

行
記

念
ト
ー

ク
イ

ベ
ン

ト
2
0
2
2
年

8
月

7
日

八
戸

ブ
ッ

ク
セ

ン
タ

ー
4
9

著
者

・
縄

文
Z
IN

E
、

俳
優

・
片

桐
仁

、
是

川
縄

文
館

学
芸

員
に

よ
る

ト
ー

ク
イ

ベ
ン

ト

是
川

小
学

校
研

修
2
0
2
2
年

8
月

2
3
日

是
川

小
学

校
1
2

講
話

放
送

大
学

第
２

学
期

面
接

授
業

「
是

川
遺

跡
の

縄
文

考
古

学
」

2
0
2
2
年

1
1
月

2
6
日

・
2
7
日

放
送

大
学

4
0

「
縄

文
土

器
作

り
」
「
縄

文
時

代
の

漆
文

化
」
「
世

界
遺

産
登

録
と

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
」

根
岸

公
民

館
歴

史
講

座
2
0
2
2
年

1
1
月

1
7
日

根
岸

公
民

館
9

世
界

遺
産

　
是

川
石

器
時

代
遺

跡

あ
お

も
り

県
民

カ
レ

ッ
ジ

2
0
2
2
年

1
1
月

2
4
日

あ
お

も
り

県
民

カ
レ

ッ
ジ

4
0

世
界

遺
産

　
是

川
石

器
時

代
遺

跡

「
土

偶
の

日
ド

キ
ド

キ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
～

全
国

の
し

ゃ
が

む
土

偶
集

合
～

」
2
0
2
2
年

1
0
月

9
日

福
島

市
8
0

全
国

の
し

ゃ
が

む
土

偶
に

つ
い

て
有

識
者

が
語

る
イ

ベ
ン

ト

十
和

田
奥

入
瀬

文
化

観
光

認
定

ガ
イ

ド
養

成
講

座



表
2
2
　

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
の

設
置

状
況

（
観

察
指

標
Ⅶ

-
2
関

係
）

0
0
1

0
0
2

0
0
3

0
0
4

0
0
5

0
0
6

0
0
7

0
0
8

0
0
9

0
1
0

0
1
1

0
1
2

0
1
3

0
1
4

0
1
5

0
1
6

0
1
7

構
成

資
産

名
施

設
名

称
設

置
年

月
備

考

大
平

山
元

遺
跡

外
ヶ

浜
町

大
山

ふ
る

さ
と

資
料

館
2
0
0
1
年

4
月

垣
ノ

島
遺

跡
函

館
市

縄
文

文
化

交
流

セ
ン

タ
ー

2
0
1
1
年

1
1
月

北
黄

金
貝

塚
北

黄
金

貝
塚

情
報

セ
ン

タ
ー

2
0
0
1
年

6
月

田
小

屋
野

貝
塚

つ
が

る
市

縄
文

住
居

展
示

資
料

館
カ

ル
コ

1
9
8
7
年

3
月

二
ツ

森
貝

塚
二

ツ
森

貝
塚

館
2
0
2
1
年

4
月

三
内

丸
山

遺
跡

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

2
0
1
9
年

4
月

大
船

遺
跡

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
2
0
1
1
年

1
1
月

御
所

野
遺

跡
御

所
野

縄
文

博
物

館
2
0
0
2
年

4
月

入
江

貝
塚

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

1
9
9
8
年

4
月

小
牧

野
遺

跡
青

森
市

小
牧

野
遺

跡
保

護
セ

ン
タ

ー
2
0
1
5
年

4
月

伊
勢

堂
岱

遺
跡

伊
勢

堂
岱

縄
文

館
2
0
1
6
年

4
月

大
湯

環
状

列
石

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

2
0
0
2
年

4
月

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
千

歳
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
2
0
1
0
年

4
月

大
森

勝
山

遺
跡

裾
野

地
区

体
育

文
化

交
流

セ
ン

タ
ー

－
裾

野
地

区
体

育
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
の

一
部

を
利

用
し

て
出

土
品

を
展

示
。

高
砂

貝
塚

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

1
9
9
8
年

4
月

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
つ

が
る

市
木

造
亀

ヶ
岡

考
古

資
料

館
1
9
8
0
年

4
月

是
川

石
器

時
代

遺
跡

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館
2
0
1
1
年

7
月



表
2
3
　

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
よ

る
情

報
提

供
（
観

察
指

標
Ⅶ

-
3
関

係
）

名
称

作
成

（
改

訂
）
主

体
規

格
・
頁

数
概

要
発

行
部

数
言

語

世
界

遺
産

登
録

1
周

年
バ

ナ
ー

広
告

函
館

市
教

育
委

員
会

L
1
0
0
.0

　
W

1
0
0
.0

1
日

本
語

世
界

遺
産

登
録

1
周

年
記

念
ロ

ゴ
マ

ー
ク

を
デ

ザ
イ

ン
し

た
バ

ナ
ー

広
告

を
，

函
館

市
電

ら
っ

く
る

号
に

掲
出

。

世
界

遺
産

登
録

1
周

年
記

念
ノ

ベ
ル

テ
ィ

シ
ー

ル
函

館
市

教
育

委
員

会
L
7
.5

　
W

7
.5

3
,0

0
0

日
本

語
縄

文
遺

跡
群

の
世

界
遺

産
登

録
を

記
念

し
て

，
函

館
市

内
の

小
学

生
全

員
に

配
布

す
る

た
め

の
ノ

ベ
ル

テ
ィ

シ
ー

ル
。

史
跡

大
船

遺
跡

・
垣

ノ
島

遺
跡

周
知

ポ
ス

タ
ー

函
館

市
教

育
委

員
会

B
2

2
0
0

日
本

語
縄

文
遺

跡
群

の
世

界
遺

産
登

録
を

，
函

館
市

内
の

小
学

生
全

員
に

配
布

・
周

知
す

る
た

め
の

広
報

物
。

史
跡

垣
ノ

島
遺

跡
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

周
知

チ
ラ

シ
函

館
市

教
育

委
員

会
A

4
　

両
面

2
0
,0

0
0

日
本

語
垣

ノ
島

遺
跡

の
概

説
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
。

世
界

遺
産

登
録

周
知

ス
テ

ッ
カ

ー
函

館
市

教
育

委
員

会
L
4
0
.0

　
W

4
0
.0

9
0

日
本

語
縄

文
遺

跡
群

の
世

界
遺

産
登

録
を

周
知

す
る

た
め

の
，

車
両

掲
出

用
ス

テ
ッ

カ
ー

。

ど
ぐ

う
イ

ラ
ス

ト
プ

リ
ン

ト
風

船
函

館
市

教
育

委
員

会
膨

ら
ま

し
サ

イ
ズ

2
5
㎝

5
0
0

日
本

語
ど

ぐ
う

の
日

に
配

布
す

る
た

め
の

，
ど

ぐ
う

館
長

を
プ

リ
ン

ト
し

た
風

船
。

北
黄

金
貝

塚
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
（
小

・
中

学
生

版
）

伊
達

市
教

育
委

員
会

A
3
　

2
つ

折
　

両
面

カ
ラ

ー
3
0
,0

0
0

日
本

語
史

跡
北

黄
金

貝
塚

の
解

説
リ

ー
フ

レ
ッ

ト

2
0
2
3
年
版

い
ぶ
り
縄
文
カ
レ
ン
ダ
ー

北
海
道
胆
振

総
合

振
興

局
B
3
判

（
展

開
サ

イ
ズ

）
1
6
p

1
,0

0
0

日
本

語

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
の

世
界

遺
産

登
録

１
周

年
を

記
念

し
て

、
胆

振
管

内
に

あ
る

縄
文

遺
跡

群
に

関
す

る
絵

を
募

集
し

、
こ

れ
を

素
材

と
し

て
カ

レ
ン

ダ
ー

を
作

成
し

た
。

渡
島
の
縄

文
ガ
イ
ド

北
海
道

A
5
　

5
0
p

1
,0

0
0

日
本

語
渡

島
管

内
の

縄
文

文
化

、
施

設
に

つ
い

て
紹

介
す

る
資

料
（

増
刷

）

あ
き

た
の

縄
文

秋
田

県
教

育
委

員
会

Ａ
5
　

2
4
p

8
,5

0
0

日
本

語
小

学
校

６
年

生
向

け
学

習
資

料
（
副

読
本

）

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

ま
る

ご
と

ナ
ビ

2
0
2
2

A
4
　

2
2
p

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

の
構

成
資

産
の

概
要

や
見

ど
こ

ろ
、

イ
ベ

ン
ト
情

報
等

に
つ

い
て

紹
介

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
。

日
本

語
8
0
,0

0
0

北
海
道
の

縄
文
文
化

北
海
道

A
5
　

1
6
p

6
0
,0

0
0

日
本

語
北

海
道

の
縄

文
文

化
を

紹
介

す
る

資
料

（
増

刷
）

縄
文

あ
お

も
り

テ
キ

ス
ト
Ｂ

Ｏ
Ｏ

Ｋ
（
改

訂
版

）
青

森
県

教
育

委
員

会
B

5
　

1
1
6
p

5
0
0

日
本

語
世

界
遺

産
の

概
要

、
縄

文
遺

跡
群

の
顕

著
な

普
遍

的
価

値
や

構
成

資
産

の
特

徴
等

に
つ

い
て

解
説

し
た

ガ
イ

ド
向

け
の

テ
キ

ス
ト
。

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

ハ
ン

デ
ィ

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
（
合

本
版

）

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

周
遊

マ
ッ

プ
（
日

本
語

）

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

周
遊

マ
ッ

プ
（
英

語
）

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
（
日

本
語

）

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
（
英

語
）

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

包
括

的
保

存
管

理
計

画
概

要
版

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部

6
1
,1

0
0

8
5
,0

0
0

1
1
,0

0
0

1
4
3
,3

0
0

1
6
,5

0
0

1
0
,0

0
0

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部

縄
文

遺
跡

群
世

界
遺

産
本

部

A
4
横

2
/
3
サ

イ
ズ

　
1
4
7
p

A
1
　

両
面

カ
ラ

ー

A
1
　

両
面

カ
ラ

ー

A
4
　

1
6
p

A
4
　

1
6
p

A
4
　

2
0
p

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

の
構

成
資

産
の

概
要

に
つ

い
て

紹
介

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
。

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

の
構

成
資

産
の

所
在

地
に

つ
い

て
紹

介
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
。

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

の
構

成
資

産
の

所
在

地
に

つ
い

て
紹

介
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
。

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

の
顕

著
な

普
遍

的
価

値
及

び
構

成
資

産
の

概
要

に
つ

い
て

紹
介

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
。

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

の
顕

著
な

普
遍

的
価

値
及

び
構

成
資

産
の

概
要

に
つ

い
て

紹
介

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
。

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

包
括

的
保

存
管

理
計

画
の

概
要

を
示

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
。

日
本

語
・
英

語
併

記

日
本

語

英
語

日
本

語

英
語

日
本

語



名
称

作
成

（
改

訂
）
主

体
規

格
・
頁

数
概

要
発

行
部

数
言

語

北
黄

金
貝

塚
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
（
一

般
版

）
伊

達
市

教
育

委
員

会
A

3
　

2
つ

折
　

両
面

カ
ラ

ー
3
0
,0

0
0

日
本

語
史

跡
北

黄
金

貝
塚

の
解

説
リ

ー
フ

レ
ッ

ト

『
噴

火
湾

文
化

』
V

o
l.
1
7

伊
達

市
噴

火
湾

文
化

研
究

所
A

4
　

1
6
p

5
,0

0
0

日
本

語
史

跡
北

黄
金

貝
塚

を
含

む
市

内
文

化
財

の
情

報
を

伝
え

る
冊

子

遺
跡

説
明

版
マ

ッ
プ

つ
が

る
市

教
育

委
員

会
A

4
裏

表
5
0
0

日
本

語
構

成
資

産
内

の
遺

構
地

点
に

設
置

し
た

簡
易

説
明

版
、

写
真

パ
ネ

ル
の

位
置

を
案

内
す

る
。

縄
文

遺
跡

案
内

所
で

配
布

し
た

。

資
料

館
ガ

イ
ド

つ
が

る
市

教
育

委
員

会
A

3
見

開
き

　
4
p

5
,0

0
0

日
本

語
構

成
資

産
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
と

位
置

付
け

る
市

内
資

料
館

の
展

示
ガ

イ
ド

。

史
跡

二
ツ

森
貝

塚
七

戸
町

教
育

委
員

会
A

3
　

4
つ

折
り

5
,0

0
0

日
本

語
構

成
資

産
と

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
。

特
別

史
跡

三
内

丸
山

遺
跡

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

蛇
腹

折
４

山
（
2
1
0
㎜

×
5
2
5

㎜
　

仕
上

が
り

1
0
5
㎜

×
2
1
0

㎜
）

1
2
4
,0

0
0

日
本

語
・
英

語
・
中

国
語

(繁
体

・
簡

体
)、

韓
国

語
、

タ
イ

語
遺

跡
と

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
を

紹
介

す
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
。

2
0
2
2

年
度

内
訳

：
日

本
語

1
2
1
,0

0
0
、

英
語

3
,0

0
0

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
4

－
日

本
語

学
校

向
け

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

H
P
「
特

別
史

跡
三

内
丸

山
遺

跡
」
内

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

三
内

丸
山

遺
跡

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
4
　

1
6
p

1
,0

0
0

英
語

外
国

人
向

け
冊

子

三
内

丸
山

遺
跡

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
4
　

1
6
p

1
,0

0
0

中
国

語
(繁

体
字

)
外

国
人

向
け

冊
子

三
内

丸
山

遺
跡

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
4
　

1
6
p

1
,0

0
0

中
国

語
(簡

体
字

)
外

国
人

向
け

冊
子

三
内

丸
山

遺
跡

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
4
　

1
6
p

1
,0

0
0

韓
国

語
外

国
人

向
け

冊
子

三
内

丸
山

遺
跡

と
森

林
資

源
三

内
丸

山
遺

跡
セ

ン
タ

ー
A

5
　

6
p

1
,0

0
0

日
本

語
パ

ネ
ル

展
「
三

内
丸

山
と

森
林

資
源

」
リ

ー
フ

レ
ッ

ト

三
内

丸
山

通
信

　
第

7
6
号

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
3
　

2
p

3
,0

0
0

日
本

語
三

内
丸

山
遺

跡
に

関
す

る
情

報
紙

ご
し

ょ
の

縄
文

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
4
～

9
月

）
御

所
野

縄
文

博
物

館
（
い

ち
の

へ
文

化
・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

）
A

4
　

4
P

4
,0

0
0

日
本

語
御

所
野

縄
文

博
物

館
で

実
施

し
て

い
る

縄
文

体
験

を
紹

介

三
内

丸
山

通
信

　
第

7
7
号

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

A
3
　

2
p

3
,0

0
0

日
本

語
三

内
丸

山
遺

跡
に

関
す

る
情

報
紙

ご
し

ょ
の

縄
文

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
1
0
～

3
月

）
御

所
野

縄
文

博
物

館
（
い

ち
の

へ
文

化
・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

）
A

4
　

4
P

4
,0

0
0

日
本

語
御

所
野

縄
文

博
物

館
で

実
施

し
て

い
る

縄
文

体
験

を
紹

介

世
界

遺
産

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
入

江
貝

塚
/
高

砂
貝

塚
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
洞

爺
湖

町
教

育
委

員
会

A
5
　

2
8
p

3
,0

0
0

英
語

入
江

貝
塚

・
高

砂
貝

塚
と

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

の
展

示
品

を
解

説
す

る
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク

世
界

遺
産

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
入

江
貝

塚
/
高

砂
貝

塚
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
洞

爺
湖

町
教

育
委

員
会

A
5
　

2
8
p

3
,0

0
0

中
国

語
（
簡

体
字

）
入

江
貝

塚
・
高

砂
貝

塚
と

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

の
展

示
品

を
解

説
す

る
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク

世
界

遺
産

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
入

江
貝

塚
/
高

砂
貝

塚
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
洞

爺
湖

町
教

育
委

員
会

A
5
　

2
8
p

3
,0

0
0

中
国

語
（
繁

体
字

）
入

江
貝

塚
・
高

砂
貝

塚
と

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

の
展

示
品

を
解

説
す

る
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク



名
称

作
成

（
改

訂
）
主

体
規

格
・
頁

数
概

要
発

行
部

数
言

語

7
9
0
,9

9
1

合
計

世
界

遺
産

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
入

江
貝

塚
/
高

砂
貝

塚
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
洞

爺
湖

町
教

育
委

員
会

A
5
　

2
8
p

3
,0

0
0

韓
国

語
入

江
貝

塚
・
高

砂
貝

塚
と

入
江

・
高

砂
貝

塚
館

の
展

示
品

を
解

説
す

る
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
「
国

指
定

史
跡

 小
牧

野
遺

跡
」

（
一

社
）
小

牧
野

遺
跡

保
存

活
用

協
議

会
A

4
　

2
p

5
,0

0
0

日
本

語
・
英

語
・
中

国
語

（
簡

体
字

）
・
韓

国
語

・
中

国
語

（
繁

体
字

）
小

牧
野

遺
跡

及
び

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

特
別

史
跡

大
湯

環
状

列
石

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

A
4
　

3
2
p
+
表

紙
3
0
0

日
本

語

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
『
国

指
定

史
跡

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
』
（
日

本
語

版
）

千
歳

市
教

育
委

員
会

A
4
　

8
p

1
5
,0

0
0

日
本

語
史

跡
キ

ウ
ス

周
堤

墓
群

の
特

徴
、

調
査

歴
の

概
説

等
※

世
界

文
化

遺
産

登
録

に
と

も
な

う
2
0
2
0
年

度
版

の
改

訂

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
『
国

指
定

史
跡

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
』
（
外

国
語

版
）

千
歳

市
教

育
委

員
会

A
4
　

8
p

2
,0

0
0

英
語

・
中

国
語

（
繁

体
字

・
簡

体
字

）
・
韓

国
語

史
跡

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
の

特
徴

、
調

査
歴

の
概

説
等

。
5
0
0

部
×

4
言

語
※

世
界

文
化

遺
産

登
録

に
と

も
な

う
2
0
2
0
年

度
版

の
改

訂

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
『
国

指
定

史
跡

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
』
（
小

学
3
・
4
年

生
向

け
）

千
歳

市
教

育
委

員
会

A
4
　

4
p

3
,0

0
0

日
本

語
史

跡
キ

ウ
ス

周
堤

墓
群

の
解

説
、

資
産

の
紹

介
※

世
界

文
化

遺
産

登
録

に
と

も
な

う
2
0
2
0
年

度
版

の
改

訂

折
り

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
『
キ

ウ
ス

周
堤

墓
群

見
学

・
散

策
マ

ッ
プ

』
千

歳
市

教
育

委
員

会
展

開
A

4
　

巻
き

3
つ

折
り

1
5
,0

0
0

日
本

語
史

跡
キ

ウ
ス

周
堤

墓
群

の
見

学
ポ

イ
ン

ト
の

情
報

等
※

2
0
2
1
年

度
版

の
増

補
・
折

り
加

工

大
森

勝
山

遺
跡

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

弘
前

市
教

育
委

員
会

A
4
両

面
カ

ラ
ー

　
3
つ

折
り

5
,0

0
0

日
本

語
既

存
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

増
刷

2
0
2
2
年

度
是

川
縄

文
館

特
別

展
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

A
3
　

2
つ

折
　

4
p

5
,0

0
0

日
本

語
特

別
展

「
是

川
遺

跡
」
の

解
説

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

大
森

勝
山

遺
跡

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

弘
前

市
教

育
委

員
会

B
5
カ

ラ
ー

　
1
2
p

1
,5

0
0

日
本

語
既

存
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

増
刷

2
0
2
2
年

度
是

川
縄

文
館

秋
季

企
画

展
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

A
3
　

2
つ

折
　

4
p

5
,0

0
0

日
本

語
秋

季
企

画
展

「
装

い
～

身
を

飾
る

人
び

と
～

」
の

解
説

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

社
会

科
副

読
本

「
世

界
遺

産
に

な
っ

た
！

是
川

石
器

時
代

遺
跡

」
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

A
5
　

1
6
p

2
,0

0
0

日
本

語
小

学
生

向
け

社
会

科
副

読
本



表
2
4
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
提

供
（
観

察
指

標
Ⅶ

-
3
関

係
）

言
語

更
新

回
数

ア
ク

セ
ス

数

日
本

語
・
英

語
・
韓

国
語

・
中

国
語

（
繁

体
字

・
簡

体
字

）

3
0

1
,0

0
6
,1

3
9

日
本

語
1

5
7

日
本

語
1
6

1
,7

1
6

日
本

語
1

5
4
4

日
本

語
4

1
,3

3
2

日
本

語
3
0

7
0
,5

8
1

日
本

語
9

4
,8

8
4

日
本

語
4

－

日
本

語
3
6

8
,9

6
9

日
本

語
2
,0

0
0

4
6
6
,0

0
0

日
本

語
1
3

3
1
,4

6
9

日
本

語
・
英

語
5
1

7
,4

1
7

日
本

語
1

2
,9

6
4

日
本

語
3
5

1
1
2
,4

7
9

日
本

語
6

3
,0

0
0

日
本

語
・
英

語
1
1

―

日
本

語
4

―

名
称

運
営

主
体

概
要

ア
ド

レ
ス

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
函

館
市

縄
文

文
化

交
流

セ
ン

タ
ー

縄
文

文
化

交
流

セ
ン

タ
ー

の
事

業
内

容
や

開
館

状
況

な
ど

に
関

す
る

ペ
ー

ジ
。

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.h

jc
c.

jp
/

外
ヶ

浜
町

外
ヶ

浜
町

外
ヶ

浜
町

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
遺

跡
概

要
等

を
掲

載
）

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.t

o
w
n
.s

o
tg

ah
am

a.
lg

.j
p

む
ー

も
ん

旧
ツ

イ
ッ

タ
ー

大
平

山
元

遺
跡

も
り

あ
げ

隊
関

連
情

報
を

随
時

発
信

h
tt

p
s:

/
/
tw

it
te

r.
co

m
/
jo

m
o
n
_m

u
m

o
n

函
館

市
函

館
市

教
育

委
員

会
函

館
市

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
遺

跡
概

要
等

を
掲

載
）

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.c

it
y.

h
ak

o
d
at

e.
h
o
kk

ai
d
o
.j
p

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
ブ

ロ
グ

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
学

芸
ス

タ
ッ

フ
の

ブ
ロ

グ
。

セ
ン

タ
ー

イ
ベ

ン
ト
や

縄
文

文
化

に
関

す
る

情
報

な
ど

を
発

信
。

h
tt

p
:/

/
b
lo

g.
liv

ed
o
o
r.

jp
/
h
ak

o
_m

ai
/

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
T

w
it
te

r
函

館
市

縄
文

文
化

交
流

セ
ン

タ
ー

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト
。

セ
ン

タ
ー

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト
や

縄
文

、
地

域
に

関
す

る
い

ろ
い

ろ
な

情
報

を
発

信
。

h
tt

p
s:

/
/
tw

it
te

r.
co

m
/
h
ak

o
_m

ai

噴
火

湾
文

化
研

究
所

伊
達

市
伊

達
市

噴
火

湾
文

化
研

究
所

の
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
史

跡
北

黄
金

貝
塚

の
情

報
等

を
掲

載
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.d

at
e.

ci
ty

.h
o
kk

ai
d
o
.j
p
/
fu

n
ka

w
an

/

史
跡

・
世

界
遺

産
、

資
料

館
つ

が
る

市
つ

が
る

市
の

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

it
y.

ts
u
ga

ru
.a

o
m

o
ri
.j
p
/
so

sh
ik

i/
ky

o
ik

u
/
b
u
n
ka

z
ai

/
sh

is
ek

i

つ
が

る
市

JO
M

O
N

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
つ

が
る

市
田

小
屋

野
貝

塚
、

亀
ヶ

岡
石

器
時

代
遺

跡
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
な

ど
の

情
報

提
供

に
特

化
し

た
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

h
tt

p
s:

/
/
jo

m
o
n
-
ts

u
ga

ru
.j
p
/

い
し

か
り

 
J
O
M
O
N
 
C
L
I
P

北
海

道
石

狩
振

興
局

石
狩

振
興

局
管

内
の

縄
文

に
関

連
す

る
情

報
を

動
画

や
写

真
で

掲
載

し
、

そ
の

魅
力

を
発

信
す

る
サ

イ
ト

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.i
sh

ik
ar

i.
p
re

f.
h
o
kk

ai
d
o
.l
g.

jp
/
h
k/

kk
s/

jo
m

o
n
cl

ip
.h

tm
l

石
狩

振
興

局
ニ

ュ
ー

ス
（

縄
文

世
界

遺
産

編
）

北
海

道
石

狩
振

興
局

管
内

遺
産

の
「

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
（

千
歳

市
）

」
を

は
じ

め
と

し
た

縄
文

文
化

の
魅

力
を

P
R
す

る
y
o
u
t
u
b
e
動

画
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.y

o
u
tu

b
e.

co
m

/
w
at

ch
?
v=

m
2
P
lL

B
M

ih
z8

　
他

h
tt

p
s:

/
/
jo

m
o
n
-
ja

p
an

.j
p
/

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

の
紹

介
縄

文
遺

跡
群

世
界

遺
産

本
部

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

秋
田

県
公

式
サ

イ
ト
「
美

の
国

あ
き

た
ネ

ッ
ト
」

秋
田

県
縄

文
遺

跡
群

の
世

界
遺

産
登

録
決

定
等

の
情

報
発

信
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
ak

it
a.

lg
.j
p
/
p
ag

es
/
ge

n
re

/
b
u
n
ka

い
ぶ

り
の

縄
文

北
海

道
胆

振
総

合
振

興
局

胆
振

総
合

振
興

局
管

内
の

市
町

に
よ

る
取

組
や

縄
文

文
化

施
設

の
紹

介
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.i
b
u
ri
.p

re
f.
h
o
kk

ai
d
o
.l
g.

jp
/
h
k/

kk
s/

jo
m

o
n
/
to

p
p

ag
e.

h
tm

l

北
海

道
縄

文
世

界
遺

産
推

進
室

北
海

道
環

境
生

活
部

北
海

道
縄

文
世

界
遺

産
推

進
室

や
、

（
総

合
）

振
興

局
、

各
市

町
の

他
、

縄
文

関
係

団
体

に
よ

る
取

組
を

紹
介

。
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
h
o
kk

ai
d
o
.l
g.

jp
/
ks

/
b
n
s/

jo
m

o
n
/

あ
お

も
り

の
文

化
財

青
森

県
教

育
委

員
会

県
内

の
文

化
財

の
紹

介
h
tt

p
:/

/
w
w
w
.p

re
f.
ao

m
o
ri
.l
g.

jp
/
so

sh
ik

i/
ky

o
ik

u
/
e-

b
u
n
ka

/
cu

lt
u
re

.h
tm

l

学
ん

で
み

よ
う

～
北

海
道

の
縄

文
遺

跡
北

海
道

教
育

委
員

会
V
R
ツ

ア
ー

デ
ー

タ
等

で
北

海
道

内
の

構
成

資
産

を
紹

介
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.d

o
ky

o
i.
p
re

f.
h
o
kk

ai
d
o
.l
g.

jp
/
h
k/

b
n
h
/
1
4
7
7
2
2
.h

tm
l



言
語

更
新

回
数

ア
ク

セ
ス

数
名

称
運

営
主

体
概

要
ア

ド
レ

ス

日
本

語
・
英

語
7

4
,4

6
6

日
本

語
4
2

8
,3

6
6

日
本

語
・
英

語
・
韓

国
語

・
中

国
語

（
簡

体
字

）

2
7
9

1
7
4
,4

5
6

日
本

語
4
6
0

2
4
,5

6
2

日
本

語
4
3
0

1
1
,1

6
9

日
本

語
2
5
8

2
6
,9

7
5

日
本

語
5

―

日
本

語
2

1
,0

6
7

日
本

語
5
1

1
3
0
,5

4
3

日
本

語
4
0

2
5
,9

8
0

日
本

語
1
4

2
7
,1

9
8

日
本

語
-

2
7
,3

2
1

日
本

語
4

8
,6

3
8

日
本

語
1
3

3
,7

7
9

日
本

語
・

英
語

6
3

1
3
1
,5

1
5

3
,9

2
0

2
,3

2
3
,5

8
6

合
計

御
所

野
縄

文
公

園
御

所
野

縄
文

博
物

館
（
い

ち
の

へ
文

化
・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

）
御

所
野

遺
跡

の
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
遺

跡
概

要
、

イ
ベ

ン
ト
情

報
、

ア
ク

セ
ス

等
を

掲
載

）
。

h
tt

p
s:

/
/
go

sh
o
n
o
-
is

ek
i.
co

m
/

F
ac

eb
o
o
k
七

戸
町

教
育

委
員

会
世

界
遺

産
対

策
室

七
戸

町
教

育
委

員
会

史
跡

二
ツ

森
貝

塚
及

び
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

等
の

情
報

発
信

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.f
ac

eb
o
o
k.

co
m

/
%
E
4
%
B

8
%
8
3
%
E
6
%
8
8
%
B

8
%
E
7
%
9

4
%
B

A
%
E
6
%
9
5
%
9
9
%
E
8
%
8
2
%
B

2
%
E
5
%
A

7
%
9
4
%
E
5
%
9
3
%
A

1
%
E
4
%
B

C
%
9
A

%
E
4
%
B

8
%
9
6
%
E
7
%
9
5
%
8
C

%
E
9
%
8
1
%
B

A
%
E
7
%
9
4
%
A

3
%
E
5
%

A
F
%
B

E
%
E
7
%
A

D
%
9
6
%
E
5
%
A

E
%
A

4
-
1
2
4
5
0
5
0
6
4
5
6
3
4
4
5
/

旅
の

蔵
七

戸
七

戸
町

観
光

物
産

推
進

協
議

会
史

跡
二

ツ
森

貝
塚

及
び

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
等

の
情

報
発

信
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.s

h
ic

h
in

o
h
e-

ka
n
ko

u
.j
p
/
fu

ta
ts

u
m

o
ri
ka

iz
u
ka

/

T
w
it
te

r　
御

所
野

縄
文

公
園

御
所

野
縄

文
博

物
館

（
い

ち
の

へ
文

化
・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

）
御

所
野

遺
跡

の
イ

ベ
ン

ト
、

お
知

ら
せ

、
遺

跡
の

様
子

や
調

査
研

究
の

様
子

を
発

信
。

h
tt

p
s:

/
/
tw

it
te

r.
co

m
/
go

sh
o
n
o
_J

o
m

o
n

F
ac

eb
o
o
k
　

御
所

野
縄

文
公

園
御

所
野

縄
文

博
物

館
（
い

ち
の

へ
文

化
・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

）
御

所
野

遺
跡

の
イ

ベ
ン

ト
、

お
知

ら
せ

、
遺

跡
の

様
子

や
調

査
研

究
の

様
子

を
発

信
。

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.f
ac

eb
o
o
k.

co
m

/
go

sh
o
n
o
is

ek
i/

In
st

ag
ra

m
　

御
所

野
縄

文
公

園
御

所
野

縄
文

博
物

館
（
い

ち
の

へ
文

化
・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

）
御

所
野

遺
跡

の
様

子
を

写
真

で
発

信
す

る
。

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.i
n
st

ag
ra

m
.c

o
m

/
go

sh
o
n
o
is

ek
i/

史
跡

伊
勢

堂
岱

遺
跡

北
秋

田
市

教
育

委
員

会
伊

勢
堂

岱
遺

跡
の

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
遺

跡
の

概
要

、
イ

ベ
ン

ト
、

ア
ク

セ
ス

等
を

掲
載

）
h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

it
y.

ki
ta

ak
it
a.

ak
it
a.

jp
/
is

ed
o
ta

i

鹿
角

市
H

P
大

湯
ス

ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

鹿
角

市
大

湯
環

状
列

石
お

よ
び

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

の
紹

介
、

イ
ベ

ン
ト
等

案
内

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.c

it
y.

ka
zu

n
o
.a

ki
ta

.j
p
/
ka

n
ko

_b
u
n
ka

_s
p
o
rt

s/
b
u
n

ka
za

i/
7
/
5
5
9
3
.h

tm
l

史
跡

 入
江

・
高

砂
貝

塚
洞

爺
湖

町
史

跡
入

江
・
高

砂
貝

塚
の

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

遺
跡

の
概

要
や

イ
ベ

ン
ト
情

報
等

を
発

信
h
tt

p
:/

/
ir
ie

-
ta

ka
sa

go
.n

et
/

青
森

市
青

森
市

青
森

市
の

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
遺

跡
概

要
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
概

要
を

掲
載

）
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.c

it
y.

ao
m

o
ri
.a

o
m

o
ri
.j
p
/

国
指

定
史

跡
　

小
牧

野
遺

跡
（
一

社
）
小

牧
野

遺
跡

保
存

活
用

協
議

会
小

牧
野

遺
跡

の
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
遺

跡
概

要
、

イ
ベ

ン
ト
情

報
、

ア
ク

セ
ス

等
を

掲
載

）
h
tt

p
s:

/
/
ko

m
ak

in
o
si

te
.j
p
/

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館
八

戸
市

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
是

川
縄

文
館

是
川

石
器

時
代

遺
跡

及
び

是
川

縄
文

館
の

公
式

ホ
ー

ム
ー

ペ
ー

ジ
（
遺

跡
・
館

概
要

、
イ

ベ
ン

ト
情

報
、

ア
ク

セ
ス

等
）

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.k

o
re

ka
w
a-

jo
m

o
n
.j
p
/

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
千

歳
市

史
跡

概
要

（
記

事
・
現

況
写

真
・
地

形
図

）
、

見
学

案
内

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

よ
る

解
説

（
Ｐ

Ｄ
Ｆ

デ
ー

タ
/
日

・
英

・
中

(繁
・

簡
)・

韓
）

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.c

it
y.

ch
it
o
se

.l
g.

jp
/
d
o
cs

/
9
5
-
3
2
2
7
-
1
6
9
-

9
1
5
.h

tm
l

大
森

勝
山

遺
跡

弘
前

市
大

森
勝

山
遺

跡
の

取
り

組
み

を
紹

介
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.c

it
y.

h
ir
o
sa

ki
.a

o
m

o
ri
.j
p
/
ga

iy
o
u
/
b
u
n
ka

za
i/

ku
n
i

/
o
m

o
ri
_k

at
su

ya
m

a/
in

d
ex

.h
tm

l

国
史

跡
小

牧
野

遺
跡

/
縄

文
の

学
び

舎
・
小

牧
野

館
（
一

社
）
小

牧
野

遺
跡

保
存

活
用

協
議

会
小

牧
野

遺
跡

の
F
A

C
E
B

O
O

K
公

式
ペ

ー
ジ

（
遺

跡
概

要
、

イ
ベ

ン
ト
情

報
、

ア
ク

セ
ス

等
を

掲
載

）
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.f
ac

eb
o
o
k.

co
m

/
ko

m
ak

in
o
si

te
/



表
2
5
　

構
成

資
産

の
保

存
活

用
に

関
わ

る
民

間
団

体
の

概
要

（
観

察
指

標
Ⅷ

-
1
関

係
）

御
所

野
遺

跡
を

支
え

る
会

任
意

団
体

2
6

2
0
0
2
年

4
月

御
所

野
遺

跡
の

来
訪

者
案

内
や

展
示

解
説

を
行

う
。

御
所

野
発

掘
友

の
会

任
意

団
体

2
2

2
0
0
4
年

4
月

御
所

野
遺

跡
の

清
掃

活
動

や
博

物
館

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

販
売

グ
ッ

ズ
作

成
な

ど
を

行
う

。

三
内

丸
山

縄
文

発
信

の
会

特
定

非
営

利
活

動
法

人
7
4

2
0
0
3
年

8
月

年
6
回

「
縄

文
フ

ァ
イ

ル
」
を

刊
行

し
、

遺
跡

の
最

新
情

報
を

発
信

す
る

ほ
か

、
「
縄

文
塾

」
と

い
う

講
演

会
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

。

自
然

と
歴

史
の

会
任

意
団

体
2
4

1
9
9
6
年

7
月

御
所

野
遺

跡
を

は
じ

め
と

し
た

、
町

内
の

文
化

財
や

自
然

に
つ

い
て

の
情

報
交

換
や

研
修

、
美

化
活

動
な

ど
を

行
う

。

二
ツ

森
貝

塚
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
会

任
意

団
体

6
2
0
2
1
年

4
月

地
元

の
有

志
が

設
立

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
団

体
を

引
き

継
ぎ

設
立

し
た

。
遺

跡
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
や

体
験

活
動

を
行

う
。

三
内

丸
山

応
援

隊
一

般
社

団
法

人
8
9

1
9
9
5
年

5
月

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

の
受

付
、

遺
跡

ガ
イ

ド
、

も
の

づ
く

り
体

験
な

ど
の

業
務

を
行

う
。

つ
が

る
縄

文
遺

跡
案

内
人

任
意

団
体

1
2

2
0
1
9
年

9
月

田
小

屋
野

貝
塚

や
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

で
、

個
人

団
体

向
け

の
ガ

イ
ド

活
動

を
行

っ
て

い
る

。

二
ツ

森
貝

塚
遺

跡
保

存
協

力
会

任
意

団
体

1
6

1
9
9
7
年

4
月

史
跡

二
ツ

森
貝

塚
の

復
元

竪
穴

住
居

の
燻

蒸
や

便
益

施
設

の
清

掃
、

草
刈

を
実

施
。

だ
て

噴
火

湾
縄

文
ま

つ
り

実
行

委
員

会
任

意
団

体
1
5

1
9
9
7
年

5
月

史
跡

公
園

で
開

催
す

る
体

験
学

習
イ

ベ
ン

ト
の

運
営

を
担

う

つ
が

る
縄

文
の

会
特

定
非

営
利

活
動

法
人

8
6

2
0
0
7
年

7
月

田
小

屋
野

貝
塚

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト
や

フ
ォ

ー
ラ

ム
、

研
修

会
な

ど
を

開
催

し
、

資
産

の
情

報
発

信
に

努
め

て
い

る
。

道
南

縄
文

文
化

推
進

協
議

会
任

意
団

体
1
,1

8
6

2
0
1
3
年

8
月

2
市

1
町

の
商

工
会

議
所

・
商

工
会

で
組

織
す

る
「
函

館
・
北

斗
・
七

飯
経

済
団

体
協

議
会

」
を

母
体

と
し

て
お

り
，

縄
文

文
化

の
普

及
啓

発
に

係
る

イ
ベ

ン
ト
開

催
や

グ
ッ

ズ
制

作
の

ほ
か

，
駅

前
ビ

ル
へ

の
懸

垂
幕

設
置

な
ど

も
実

施
し

て
い

る
。

会
員

は
法

人
で

、
1
1
8
6
法

人
の

う
ち

、
正

会
員

は
5
5
法

人
、

賛
助

会
員

は
1
1
3
1
法

人

オ
コ

ン
シ

ベ
の

会
任

意
団

体
4
0

2
0
0
1
年

5
月

史
跡

北
黄

金
貝

塚
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

を
担

う

名
称

団
体

の
種

別
会

員
数

設
立

年
月

団
体

の
概

要

大
平

山
元

遺
跡

も
り

あ
げ

隊
任

意
団

体
1
0

2
0
1
9
年

7
月

遺
跡

の
Ｐ

Ｒ
活

動
・
ガ

イ
ド

道
南

歴
史

文
化

振
興

財
団

一
般

財
団

法
人

2
8

2
0
1
6
年

4
月

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
で

あ
る

函
館

市
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
の

指
定

管
理

者
で

あ
り

，
構

成
資

産
で

あ
る

垣
ノ

島
遺

跡
の

管
理

委
託

者
。

大
船

H
遺

跡
等

，
市

内
の

発
掘

調
査

の
調

査
実

施
者

で
も

あ
る

。

北
の

縄
文

C
L
U

B
任

意
団

体
5
0

1
9
9
8
年

4
月

土
器

や
勾

玉
等

の
制

作
や

遺
跡

清
掃

等
の

活
動

を
通

じ
，

縄
文

文
化

の
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

る
。

2
0
1
7
年

度
北

海
道

地
域

文
化

選
奨

受
賞

。
2
0
2
1
年

函
館

市
市

民
貢

献
賞

（
教

育
文

化
功

労
）
受

賞
。

会
員

数
は

概
数

。



名
称

団
体

の
種

別
会

員
数

設
立

年
月

団
体

の
概

要

縄
文

是
川

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

任
意

団
体

4
0

1
9
9
6
年

1
0
月

是
川

石
器

時
代

遺
跡

及
び

是
川

縄
文

館
展

示
室

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

や
体

験
学

習
の

指
導

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

の
内

部
研

修
等

を
実

施
し

て
い

る
。

是
川

文
化

財
愛

護
会

任
意

団
体

1
3

1
9
7
4
年

7
月

是
川

石
器

時
代

遺
跡

の
環

境
整

備
や

保
全

活
動

等
の

愛
護

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。

八
戸

縄
文

保
存

協
会

任
意

団
体

1
4
6

1
9
9
5
年

1
0
月

是
川

縄
文

館
に

関
連

す
る

事
業

へ
の

協
力

や
、

縄
文

是
川

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

へ
の

支
援

、
是

川
石

器
時

代
遺

跡
の

周
知

P
R
イ

ベ
ン

ト
等

を
実

施
し

て
い

る
。

大
森

勝
山

縄
文

遺
跡

ガ
イ

ド
の

会
任

意
団

体
3
0

2
0
2
2
年

1
月

大
森

勝
山

遺
跡

の
ガ

イ
ド

案
内

を
実

施
。

ア
プ

タ
・
フ

レ
ナ

イ
の

会
任

意
団

体
2
0

2
0
0
3
年

4
月

洞
爺

湖
町

の
貴

重
な

遺
跡

へ
の

理
解

を
深

め
、

保
護

と
活

用
を

図
り

、
発

信
し

て
い

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

史
跡

大
森

勝
山

遺
跡

保
存

活
用

推
進

会
議

任
意

団
体

1
9

2
0
1
3
年

7
月

遺
跡

の
草

刈
り

な
ど

の
維

持
管

理
、

公
開

活
用

イ
ベ

ン
ト
の

実
施

、
遺

跡
の

保
全

管
理

を
行

う
。

弘
前

縄
文

の
会

任
意

団
体

1
0
0

2
0
1
4
年

9
月

大
森

勝
山

遺
跡

を
は

じ
め

、
津

軽
地

方
の

縄
文

遺
跡

の
価

値
や

魅
力

を
伝

え
る

た
め

に
設

立
。

大
森

勝
山

遺
跡

の
ガ

イ
ド

養
成

講
座

を
実

施
。

千
歳

文
化

財
保

護
協

会
任

意
団

体
2
0

1
9
7
9
年

1
1
月

文
化

財
の

保
護

と
保

護
思

想
の

普
及

に
必

要
な

事
業

、
文

化
財

に
関

す
る

調
査

研
究

、
学

習
の

た
め

の
機

関
紙

の
発

行
、

そ
の

他
必

要
な

資
料

等
の

整
備

及
び

そ
の

出
版

、
頒

布
並

び
に

こ
れ

ら
の

斡
旋

等
を

行
う

。

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
を

守
り

活
か

す
会

任
意

団
体

3
6

2
0
1
4
年

6
月

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
を

は
じ

め
市

内
遺

跡
に

関
す

る
学

習
活

動
や

、
キ

ウ
ス

周
堤

墓
群

の
継

続
的

な
保

全
に

向
け

た
市

民
側

の
支

援
活

動
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

に
よ

る
市

内
遺

跡
や

先
史

時
代

に
関

す
る

情
報

の
発

信
や

講
演

会
・
見

学
会

等
に

取
り

組
み

、
市

内
外

の
関

係
団

体
と

連
携

に
よ

る
活

動
の

促
進

と
質

の
向

上
を

目
指

し
交

流
を

図
る

。

小
牧

野
遺

跡
保

存
活

用
協

議
会

一
般

社
団

法
人

7
2
0
1
4
年

1
0
月

小
牧

野
遺

跡
の

保
存

活
用

及
び

周
辺

の
保

全
等

に
取

組
み

、
小

牧
野

遺
跡

保
護

セ
ン

タ
ー

及
び

観
察

施
設

の
指

定
管

理
者

と
し

て
管

理
運

営
を

行
っ

て
い

る
。

大
湯

S
C

の
会

任
意

団
体

4
0

2
0
1
9
年

7
月

大
湯

環
状

列
石

（
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

含
む

）
で

の
ガ

イ
ド

活
動

に
従

事

御
所

野
愛

護
少

年
団

任
意

団
体

6
0

1
9
9
9
年

5
月

一
戸

町
立

一
戸

南
小

学
校

3
年

生
か

ら
6
年

生
の

児
童

で
組

織
。

御
所

野
遺

跡
の

美
化

活
動

や
Ｐ

Ｒ
活

動
、

調
査

研
究

な
ど

を
行

い
、

毎
年

成
果

発
表

を
行

っ
て

い
る

。

ア
プ

タ
・
フ

レ
ナ

イ
の

会
任

意
団

体
2
0

2
0
0
3
年

4
月

洞
爺

湖
町

の
貴

重
な

遺
跡

へ
の

理
解

を
深

め
、

保
護

と
活

用
を

図
り

、
発

信
し

て
い

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

2
,2

3
5

合
計



表
2
6
　

資
産

に
関

す
る

地
域

住
民

、
民

間
団

体
の

活
動

（
観

察
指

標
Ⅷ

-
1
関

係
）

参
加

者
数

概
要

 
 
 
 
 
 
 
 
1
4
8
世

界
文

化
遺

産
の

各
構

成
資

産
の

内
容

を
総

合
的

に
解

説
し

、
来

訪
者

や
地

域
住

民
に

そ
の

顕
著

な
普

遍
的

価
値

を
伝

達
で

き
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
を

養
成

（
全

1
0

回
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
8
2
児

童
・

生
徒

と
そ

の
保

護
者

及
び

青
年

に
対

し
「

北
海

道
・

北
東

北
の

縄
文

遺
跡

群
」

を
活

用
し

た
教

育
・

文
化

事
業

等
に

参
加

す
る

機
会

を
提

供

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
7
児

童
・

生
徒

と
そ

の
保

護
者

及
び

青
年

に
対

し
「

北
海

道
・

北
東

北
の

縄
文

遺
跡

群
」

構
成

資
産

に
お

け
る

体
験

活
動

に
参

加
す

る
機

会
を

提
供

 
 
 
 
 
 
 
 
4
0
0
縄

文
時

代
を

中
心

に
、

土
偶

・
埴

輪
（

ド
ニ

ワ
）

を
テ

ー
マ

と
し

た
専

門
家

に
よ

る
講

演
会

や
パ

ネ
ル

展
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
雑

貨
の

展
示

販
売

等
を

行
う

イ
ベ

ン
ト

。
参

加
者

数
は

概
数

。

―
縄

文
文

化
を

モ
チ

ー
フ

と
し

た
ア

イ
テ

ム
作

り
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

グ
ッ

ズ
の

販
売

を
実

施

6
  
  
  
  
  
  
  
  
  

む
ー

も
ん

フ
ェ

ス
タ

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

内
容

検
討

、
2
0
2
2
年

度
隊

の
事

業
に

つ
い

て
の

検
討

6
  
  
  
  
  
  
  
  
  

2
0
2
2
年

度
の

事
業

ま
と

め
及

び
2
0
2
3
年

度
の

事
業

検
討

・
計

画

7
7
0

  
  
  
  
  
  
  

遺
跡

来
訪

者
へ

の
お

も
て

な
し

を
メ

イ
ン

と
し

た
ミ
ニ

市
場

、
遺

跡
ガ

イ
ド

3
0
0

  
  
  
  
  
  
  

遺
跡

ガ
イ

ド
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

ア
ー

ト
イ

ベ
ン

ト
な

ど

―
世

界
自

閉
症

啓
発

デ
ー

in
H

A
K

O
D

A
T

E
の

イ
ベ

ン
ト
と

し
て

，
市

内
書

店
キ

ッ
ズ

コ
ー

ナ
ー

で
縄

文
紙

芝
居

を
開

催
。

9
  
  
  
  
  
  
  
  
  

縄
文

の
学

び
舎

小
牧

野
館

竹
中

館
長

を
講

師
に

，
小

牧
野

遺
跡

の
魅

力
や

取
り

組
み

に
つ

い
て

紹
介

。

―
五

稜
郭

タ
ワ

ー
ア

ト
リ
ウ

ム
を

会
場

に
，

北
海

道
遺

産
の

助
成

事
業

で
作

成
し

た
縄

文
パ

ネ
ル

展
示

を
開

催
。

3
,0

0
0

  
  
  
  
  
  

市
内

観
光

施
設

を
会

場
に

，
縄

文
世

界
遺

産
紹

介
パ

ネ
ル

展
示

や
縄

文
体

験
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

。
参

加
者

数
は

概
数

。

1
0

  
  
  
  
  
  
  
  

函
館

市
南

茅
部

総
合

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

国
宝

土
偶

を
模

し
た

土
製

品
づ

く
り

体
験

を
開

催
。

―
縄

文
文

化
交

流
セ

ン
タ

ー
駐

車
場

緑
地

帯
に

遺
跡

の
案

内
標

識
を

設
置

す
る

地
域

貢
献

活
動

を
実

施
。

青
森

県
小

牧
野

遺
跡

交
流

2
0
2
2
年

4
月

2
3
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
世

界
遺

産
登

録
記

念
パ

ネ
ル

展
2
0
2
2
年

4
月

2
6
日

～
5
月

1
0
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
称

開
催

日
事

業
主

体

垣
ノ

島
遺

跡
案

内
標

識
設

置
2
0
2
2
年

6
月

2
4
日

国
際

ロ
ー

タ
リ
ー

第
2
5
1
0
地

区
1
0
･

1
1
グ

ル
ー

プ

ど
う

な
ん

JO
M

O
N

発
見

！
 i
n
 金

森
赤

レ
ン

ガ
倉

庫
2
0
2
2
年

4
月

2
9
日

～
5
月

8
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

カ
ッ

ク
ウ

の
顔

置
物

・
土

偶
づ

く
り

2
0
2
2
年

6
月

1
1
日

北
の

縄
文

C
L
U

B

む
ー

も
ん

フ
ェ

ス
タ

2
0
2
2
年

9
月

1
1
日

大
平

山
元

遺
跡

も
り

あ
げ

隊

縄
文

紙
芝

居
2
0
2
2
年

4
月

2
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

第
1
1
回

会
議

2
0
2
3
年

2
月

2
1
日

大
平

山
元

遺
跡

も
り

あ
げ

隊

む
ー

も
ん

マ
ル

シ
ェ

2
0
2
2
年

5
月

5
日

、
6
月

5
日

、
7
月

3
日

、
1
0
月

2
日

、
1
1
月

4
日

大
平

山
元

遺
跡

も
り

あ
げ

隊

世
界

文
化

遺
産

総
合

ガ
イ

ド
養

成
講

座
2
0
2
2
年

1
0
月

1
日

～
2
0
2
3
年

1
月

1
4
日

北
海

道
世

界
文

化
遺

産
活

用
推

進
実

行
委

員
会

ユ
ネ

ス
コ

世
界

文
化

遺
産

講
演

会
2
0
2
2
年

1
0
月

1
6
日

北
海

道
世

界
文

化
遺

産
活

用
推

進
実

行
委

員
会

ユ
ネ

ス
コ

世
界

文
化

遺
産

現
地

研
修

会
2
0
2
2
年

1
0
月

2
2
日

北
海

道
世

界
文

化
遺

産
活

用
推

進
実

行
委

員
会

ド
ニ

フ
ェ

ス
2
0
2
2

2
0
2
2
年

9
月

2
4
日

～
2
5
日

ド
ニ

フ
ェ

ス
2
0
2
2
実

行
委

員
会

縄
文

ロ
マ

ン
の

里
「

に
～

よ
ん

フ
ェ

ス
」

2
0
2
3
年

3
月

4
日

北
2
4
条

商
店

街
振

興
組

合

第
1
0
回

会
議

2
0
2
2
年

7
月

2
1
日

大
平

山
元

遺
跡

も
り

あ
げ

隊



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

―
垣

ノ
島

遺
跡

園
路

の
階

段
に

木
製

の
手

す
り

を
設

置
す

る
地

域
貢

献
活

動
を

実
施

。

2
4

  
  
  
  
  
  
  
  

北
海

道
縄

文
世

界
遺

産
推

進
室

阿
部

特
別

研
究

員
を

講
師

に
，

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
の

意
義

と
可

能
性

に
つ

い
て

講
演

会
を

開
催

。

6
,0

0
0

  
  
  
  
  
  

市
内

書
店

を
会

場
に

，
縄

文
世

界
遺

産
紹

介
パ

ネ
ル

展
示

や
縄

文
体

験
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

。

―
函

館
山

ロ
ー

プ
ウ

ェ
イ

山
麓

駅
を

会
場

に
，

北
海

道
遺

産
の

助
成

事
業

で
作

成
し

た
縄

文
パ

ネ
ル

展
示

を
開

催
。

2
1

  
  
  
  
  
  
  
  

函
館

市
南

茅
部

総
合

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

縄
文

土
器

づ
く

り
体

験
を

開
催

し
，

大
船

遺
跡

体
験

広
場

で
野

焼
き

を
実

施
。

2
1
2

  
  
  
  
  
  
  

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
の

ユ
ネ

ス
コ

世
界

遺
産

正
式

登
録

1
周

年
を

記
念

し
，

縄
文

文
化

へ
の

関
心

を
広

げ
る

た
め

に
，

児
童

生
徒

を
対

象
に

開
催

。
市

教
委

共
催

。

3
9

  
  
  
  
  
  
  
  

ト
ヨ

タ
ソ

ー
シ

ャ
ル

フ
ェ

ス
　

ク
リ
ー

ン
北

海
道

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

一
環

と
し

て
，

北
海

道
新

聞
函

館
支

社
の

後
援

の
も

と
，

「
第

4
回

：
縄

文
文

化
か

ら
学

ぼ
う

！
環

境
保

全
の

大
切

さ
」
を

開
催

。
セ

ン
タ

ー
と

遺
跡

の
見

学
，

ま
た

周
辺

の
清

掃
活

動
と

花
苗

植
栽

を
実

施
。

3
0

  
  
  
  
  
  
  
  

小
学

校
3
年

生
を

対
象

に
縄

文
の

紙
芝

居
や

ク
イ

ズ
，

子
供

た
ち

に
も

わ
か

り
や

す
く

縄
文

の
お

話
を

紹
介

。

―
市

内
百

貨
店

の
催

事
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
，

縄
文

世
界

遺
産

紹
介

パ
ネ

ル
展

示
や

縄
文

体
験

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

。

1
,0

0
0

  
  
  
  
  
  

垣
ノ

島
遺

跡
を

会
場

に
，

ス
テ

ー
ジ

イ
ベ

ン
ト
や

物
販

な
ど

を
開

催
。

4
0

  
  
  
  
  
  
  
  

史
跡

垣
ノ

島
遺

跡
に

ク
リ
の

木
1
8
本

を
寄

附
・
植

樹
。

2
0

  
  
  
  
  
  
  
  

垣
ノ

島
遺

跡
の

定
時

解
説

を
受

け
た

後
に

発
掘

体
験

を
行

い
，

縄
文

を
彷

彿
さ

せ
る

縄
文

丼
を

食
し

て
温

泉
へ

入
浴

す
る

ツ
ア

ー
を

開
催

。

―
JR

大
宮

駅
を

会
場

に
，

JR
東

日
本

グ
ル

ー
プ

・
青

森
県

と
協

力
し

て
，

縄
文

世
界

遺
産

紹
介

パ
ネ

ル
展

示
や

縄
文

体
験

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

。

―
北

斗
市

量
販

店
を

会
場

に
，

縄
文

世
界

遺
産

紹
介

パ
ネ

ル
展

示
や

縄
文

体
験

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

。

5
0

  
  
  
  
  
  
  
  

公
益

財
団

法
人

太
陽

財
団

助
成

事
業

と
し

て
，

博
物

館
見

学
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
発

表
会

な
ど

を
開

催
。

2
9
8

  
  
  
  
  
  
  

つ
が

る
市

教
育

委
員

会
の

専
門

職
員

を
講

師
と

し
た

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
に

関
す

る
講

演
会

。

垣
ノ

島
遺

跡
園

路
階

段
手

摺
設

置

講
演

会
「
縄

文
世

界
遺

産
の

意
義

と
可

能
性

」
2
0
2
2
年

7
月

2
0
日

函
館

商
工

会
議

所

2
0
2
2
年

7
月

1
日

株
式

会
社

森
川

組

世
界

文
化

遺
産

登
録

1
周

年
記

念
　

ど
う

な
ん

JO
M

O
N

発
見

！
 I
n
 函

館
蔦

屋
書

店
2
0
2
2
年

7
月

2
4
日

・
3
月

３
１

日
縄

文
D

O
H

N
A

N
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
世

界
遺

産
登

録
記

念
パ

ネ
ル

展
2
0
2
2
年

7
月

3
0
日

万
年

橋
小

学
校

縄
文

授
業

2
0
2
2
年

9
月

7
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

南
か

や
べ

森
と

海
の

会

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

縄
文

土
器

づ
く

り
2
0
2
2
年

8
月

2
0
日

・
1
0
月

1
5
日

北
の

縄
文

C
L
U

B

第
５

回
北

海
道

新
聞

縄
文

絵
画

コ
ン

ク
ー

ル
2
0
2
2
年

8
月

2
5
日

～
９

月
5
日

北
海

道
新

聞
函

館
支

社

ト
ヨ

タ
ソ

ー
シ

ャ
ル

フ
ェ

ス
2
0
2
2
「
ク

リ
ー

ン
北

海
道

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
」

2
0
2
2
年

9
月

3
日

ト
ヨ

タ
･道

南
歴

史
文

化
振

興
財

団

縄
文

ウ
ェ

ル
ネ

ス
博

『
史

跡
垣

ノ
島

遺
跡

と
湯

を
楽

し
む

休
日

』
2
0
2
2
年

1
0
月

2
9
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

北
海

道
・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
世

界
遺

産
登

録
記

念
パ

ネ
ル

展
2
0
2
2
年

9
月

7
日

～
1
1
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
こ

だ
て

縄
文

ま
つ

り
2
0
2
2
年

1
0
月

2
日

は
こ

だ
て

縄
文

ま
つ

り
実

行
委

員
会

秋
季

植
樹

事
業

2
0
2
2
年

1
0
月

2
2
日

青
函

・
道

南
縄

文
産

直
市

in
大

宮
駅

2
0
2
2
年

1
2
月

1
1
日

～
1
5
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ど
う

な
ん

JO
M

O
N

発
見

！
 i
n
 イ

オ
ン

上
磯

店
2
0
2
3
年

1
月

1
0
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

JO
M

O
N

観
光

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
育

成
講

座
2
0
2
3
年

2
月

2
8
日

縄
文

D
O

H
N

A
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

木
造

高
校

講
演

会
2
0
2
2
年

6
月

2
日

N
P
O

法
人

つ
が

る
縄

文
の

会



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

2
0
0

  
  
  
  
  
  
  

田
小

屋
野

貝
塚

の
内

容
確

認
調

査
の

現
地

説
明

会
や

ベ
ン

ケ
イ

ガ
イ

づ
く

り
な

ど
、

学
び

楽
し

む
現

地
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

。

1
,3

0
9

  
  
  
  
  
  

遺
跡

見
学

者
へ

の
ガ

イ
ド

解
説

を
実

施
し

た
。

当
初

は
土

日
祝

日
、

７
月

の
縄

文
遺

跡
案

内
所

の
新

装
オ

ー
プ

ン
以

降
、

1
1
月

前
半

ま
で

は
平

日
を

含
む

毎
日

の
実

施
と

し
た

。

6
0

  
  
  
  
  
  
  
  

世
界

遺
産

制
度

、
並

び
に

「
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

」
の

構
成

資
産

の
価

値
に

つ
い

て
学

ぶ
講

座
を

開
催

し
た

。

1
0
4

  
  
  
  
  
  
  

辻
誠

一
郎

氏
の

基
調

講
演

、
田

小
屋

野
貝

塚
の

発
掘

調
査

成
果

や
木

造
高

校
の

活
動

の
報

告
な

ど
に

基
づ

き
、

資
産

の
保

存
活

用
を

議
論

し
た

。

1
6

  
  
  
  
  
  
  
  

二
ツ

森
貝

塚
史

跡
公

園
内

の
竪

穴
住

居
の

燻
蒸

、
便

益
施

設
の

清
掃

。

1
,9

4
2

  
  
  
  
  
  

二
ツ

森
貝

塚
と

二
ツ

森
貝

塚
館

の
ガ

イ
ド

。
史

跡
公

園
は

1
2
～

３
月

冬
季

閉
鎖

。
(団

体
+
個

人
)

1
1

  
  
  
  
  
  
  
  

新
人

ガ
イ

ド
の

養
成

講
座

。

4
7
8

  
  
  
  
  
  
  

二
ツ

森
貝

塚
館

の
展

示
を

題
材

に
し

た
ク

ロ
ス

ワ
ー

ド
パ

ズ
ル

。

6
  
  
  
  
  
  
  
  
  

プ
ラ

板
ス

ト
ラ

ッ
プ

づ
く

り
。

2
7

  
  
  
  
  
  
  
  

今
後

の
体

験
活

動
の

展
開

を
検

討
す

る
た

め
、

ガ
イ

ド
の

会
員

と
関

係
者

を
対

象
に

土
器

の
成

形
・
野

焼
き

を
行

っ
た

。

-
地

元
コ

ー
ヒ

ー
店

と
ガ

イ
ド

の
会

が
共

同
で

二
ツ

森
貝

塚
限

定
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
ド

リ
ッ

プ
コ

ー
ヒ

ー
を

開
発

し
た

。
ま

た
、

コ
ー

ヒ
ー

店
と

製
菓

店
が

共
同

で
上

記
の

ド
リ
ッ

プ
パ

ッ
ク

と
お

菓
子

が
セ

ッ
ト
に

な
っ

た
「
縄

文
の

ひ
と

と
き

」
を

販
売

し
た

。

1
3

  
  
  
  
  
  
  
  

二
ツ

森
貝

塚
史

跡
公

園
の

ゴ
ミ
拾

い
を

行
っ

た
。

2
2

  
  
  
  
  
  
  
  

小
学

４
年

生
～

中
学

生
を

対
象

に
し

た
ガ

イ
ド

養
成

講
座

。

1
1
6

  
  
  
  
  
  
  

二
ツ

森
貝

塚
館

の
展

示
を

題
材

に
し

た
謎

解
き

。

3
5

  
  
  
  
  
  
  
  

ジ
ュ

ニ
ア

ガ
イ

ド
に

よ
る

二
ツ

森
貝

塚
館

案
内

。

4
6
,8

6
8

  
  
  
  
  

遺
跡

内
の

立
体

表
示

や
露

出
展

示
を

巡
り

遺
跡

の
ガ

イ
ド

を
行

う

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
養

成
講

座
「
深

掘
り

！
縄

文
遺

跡
も

の
し

り
講

座
」

2
0
2
2
年

1
0
月

2
3
日

、
1
1
月

2
6
日

N
P
O

法
人

つ
が

る
縄

文
の

会

JO
M

O
N

亀
ヶ

岡
文

化
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
2
3

2
0
2
3
年

2
月

1
8
日

JO
M

O
N

亀
ヶ

岡
遺

跡
・
田

小
屋

野
貝

塚
ま

つ
り

2
0
2
2

2
0
2
2
年

9
月

3
日

N
P
O

法
人

つ
が

る
縄

文
の

会

来
訪

者
へ

の
ガ

イ
ド

2
0
2
2
年

4
月

2
3
日

～
1
1
月

3
0
日

つ
が

る
縄

文
遺

跡
案

内
人

N
P
O

法
人

つ
が

る
縄

文
の

会

二
ツ

森
貝

塚
お

土
産

品
開

発
・
販

売
2
0
2
2
年

1
0
月

1
日

～
am

o
r 

co
ff
ee

・
㈱

お
菓

子
の

み
や

き
ん

・
二

ツ
森

貝
塚

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
の

会

二
ツ

森
貝

塚
清

掃
活

動
2
0
2
2
年

1
0
月

1
8
日

ク
ロ

ス
ワ

ー
ド

パ
ズ

ル
2
0
2
2
年

7
月

～
2
0
2
3
年

1
月

二
ツ

森
貝

塚
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
会

体
験

講
座

2
0
2
2
年

7
月

3
0
日

、
3
1
日

二
ツ

森
貝

塚
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
会

縄
文

土
器

づ
く

り
講

座
2
0
2
2
年

8
月

2
8
日

、
1
0
月

1
6
日

二
ツ

森
貝

塚
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
会

二
ツ

森
貝

塚
維

持
・
管

理
活

動
2
0
2
2
年

4
月

2
0
日

～
1
1
月

3
0
日

二
ツ

森
貝

塚
遺

跡
保

存
協

力
会

二
ツ

森
貝

塚
ガ

イ
ド

2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

二
ツ

森
貝

塚
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
会

二
ツ

森
貝

塚
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
会

初
期

講
習

会
2
0
2
2
年

5
月

1
4
日

、
2
1
日

、
2
8
日

二
ツ

森
貝

塚
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
会

七
戸

町
た

ば
こ

販
売

協
同

組
合

二
ツ

森
貝

塚
ジ

ュ
ニ

ア
ガ

イ
ド

養
成

講
座

2
0
2
2
年

1
月

1
3
日

、
2
0
2
3
年

1
月

1
4
日

、
2
月

1
1
日

二
ツ

森
貝

塚
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
会

二
ツ

森
貝

塚
館

に
眠

る
謎

の
箱

を
解

錠
せ

よ
！

2
0
2
3
年

1
月

2
0
日

～
1
月

3
1
日

七
戸

町
地

域
お

こ
し

協
力

隊

二
ツ

森
貝

塚
ジ

ュ
ニ

ア
ガ

イ
ド

2
0
2
3
年

3
月

1
2
日

、
1
9
日

二
ツ

森
貝

塚
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
会

遺
跡

ガ
イ

ド
2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

(一
社

)三
内

丸
山

応
援

隊



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

9
,2

4
0

  
  
  
  
  
  

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
内

で
ミ
ニ

土
偶

作
り

な
ど

の
体

験
学

習
を

行
う

8
  
  
  
  
  
  
  
  
  

北
の

縄
文

C
L
U

B
会

員
が

史
跡

大
船

遺
跡

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
清

掃
を

実
施

。

3
6
1

  
  
  
  
  
  
  

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

や
企

業
、

一
般

参
加

に
よ

る
御

所
野

遺
跡

の
清

掃
活

動
。

春
秋

各
１

回
。

  
  
  
  
  
  
  
  
5
0

御
所

野
発

掘
友

の
会

に
よ

る
御

所
野

遺
跡

の
清

掃
活

動

8
9
0

  
  
  
  
  
  
  

土
器

や
勾

玉
づ

く
り

、
縄

文
編

み
体

験
な

ど
縄

文
時

代
の

も
の

づ
く

り
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

5
2

  
  
  
  
  
  
  
  

樹
皮

編
み

や
縄

づ
く

り
な

ど
、

縄
文

時
代

の
里

山
利

用
を

学
べ

る
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
8

  
  
  
  
  
  
  
  

縄
文

土
器

の
煮

炊
き

体
験

、
ぬ

い
ぐ

る
み

お
泊

ま
り

会
、

星
空

観
察

、
考

古
学

者
体

験
、

冬
の

公
園

散
策

な
ど

御
所

野
縄

文
公

園
を

活
用

し
た

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム

3
,2

5
7

  
  
  
  
  
  

御
所

野
遺

跡
見

学
者

へ
の

ガ
イ

ド

1
9

  
  
  
  
  
  
  
  

会
員

限
定

で
縄

文
土

器
作

り
を

実
施

し
、

縄
文

体
験

指
導

の
た

め
の

技
術

の
向

上
を

図
る

7
0

  
  
  
  
  
  
  
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
イ

ベ
ン

ト

2
4

  
  
  
  
  
  
  
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
イ

ベ
ン

ト

3
9

  
  
  
  
  
  
  
  

ス
タ

ン
プ

ラ
リ
ー

（
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

内
）

1
,9

1
2

  
  
  
  
  
  

来
訪

者
に

対
す

る
小

牧
野

遺
跡

の
解

説
（
団

体
客

の
ガ

イ
ド

数
）

7
8
8

  
  
  
  
  
  
  

遺
跡

と
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

周
辺

で
縄

文
を

体
験

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
。

3
8

  
  
  
  
  
  
  
  

伊
勢

堂
岱

遺
跡

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

発
足

2
5
周

年
と

伊
勢

堂
岱

遺
跡

の
世

界
文

化
遺

産
登

録
1
周

年
を

記
念

し
て

山
桜

を
植

樹
し

た
。

1
1

  
  
  
  
  
  
  
  

カ
ラ

ム
シ

織
の

概
要

説
明

の
後

、
糸

紡
ぎ

体
験

を
行

っ
た

。

2
4
3

  
  
  
  
  
  
  

伊
勢

堂
岱

遺
跡

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

遺
跡

ガ
イ

ド
。

御
所

野
縄

文
公

園
ク

リ
ー

ン
デ

ー
2
0
2
2
年

４
月

2
3
日

、
1
1
月

1
2
日

い
ち

の
へ

文
化

・
芸

術
N

P
O

清
掃

活
動

2
0
2
2
年

6
月

1
3
日

、
7
月

1
1
日

、
8
月

1
日

、
9

月
1
2
日

、
1
0
月

1
1
日

御
所

野
発

掘
友

の
会

て
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

い
ち

の
へ

文
化

・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

ま
る

っ
と

里
山

プ
ロ

グ
ラ

ム
2
0
2
2
年

5
月

1
5
日

～
8
月

7
日

、
計

8
回

い
ち

の
へ

文
化

・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

ご
し

ょ
の

d
eま

な
び

プ
ロ

グ
ラ

ム
2
0
2
2
年

5
月

1
5
日

か
ら

2
0
2
3
年

2
月

4
日

、
計

7
回

い
ち

の
へ

文
化

・
芸

術
Ｎ

Ｐ
Ｏ

遺
跡

ガ
イ

ド
2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

御
所

野
遺

跡
を

支
え

る
会

ア
プ

タ
・
フ

レ
ナ

イ
の

会
「
土

器
作

り
体

験
事

業
」

2
0
2
2
年

1
1
月

6
日

～
7
日

ア
プ

タ
・
フ

レ
ナ

イ
の

会

世
界

遺
産

登
録

１
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト
「
こ

ま
き

の
縄

文
ま

つ
り

」
2
0
2
2
年

8
月

1
1
日

（
一

社
）
小

牧
野

遺
跡

保
存

活
用

協
議

会

こ
ま

き
の

縄
文

ア
カ

デ
ミ
ア

４
2
0
2
2
年

1
0
月

2
3
日

（
一

社
）
小

牧
野

遺
跡

保
存

活
用

協
議

会

ひ
な

ま
つ

り
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

2
0
2
3
年

3
月

1
日

～
3
月

5
日

（
一

社
）
小

牧
野

遺
跡

保
存

活
用

協
議

会

遺
跡

解
説

ガ
イ

ド
2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

（
一

社
）
小

牧
野

遺
跡

保
存

活
用

協
議

会

第
2
0
回

北
秋

田
市

縄
文

ま
つ

り
2
0
2
2
年

9
月

1
0
日

、
9
月

1
1
日

北
秋

田
市

縄
文

ま
つ

り
実

行
委

員
会

伊
勢

堂
岱

遺
跡

：
世

界
文

化
遺

産
登

録
記

念
植

樹
2
0
2
2
年

1
0
月

1
5
日

伊
勢

堂
岱

遺
跡

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ

カ
ラ

ム
シ

織
出

前
講

座
2
0
2
3
年

3
月

1
4
日

伊
勢

堂
岱

遺
跡

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ

遺
跡

ガ
イ

ド
2
0
2
2
年

4
月

2
3
日

～
2
0
2
2
年

1
0
月

3
0
日

の
毎

週
土

、
日

曜
日

、
祝

日
伊

勢
堂

岱
遺

跡
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

大
船

遺
跡

清
掃

活
動

2
0
2
2
年

4
月

2
3
日

北
の

縄
文

C
L
U

B

体
験

学
習

2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

(一
社

)三
内

丸
山

応
援

隊



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

―
高

校
生

ま
で

の
ジ

ュ
ニ

ア
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

に
よ

る
遺

跡
ガ

イ
ド

。

3
0
0

  
  
  
  
  
  
  

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

内
で

の
講

座
、

遺
跡

で
の

合
唱

等
催

し
物

、
夕

日
鑑

賞
を

行
う

。
参

加
者

数
は

概
数

1
3
0

  
  
  
  
  
  
  

史
跡

全
体

の
雑

木
・
雑

草
等

の
刈

取
り

撤
去

及
び

清
掃

（
5
/
2
9
・
7
/
1
7
・
9
/
1
8
）
、

史
跡

内
の

監
視

点
検

及
び

清
掃

（
9
/
4
・
1
0
/
9
・
1
1
/
2
0
）
、

見
学

者
用

駐
車

場
の

草
刈

及
び

刈
草

集
積

（
5
/
2
9
・
7
/
1
7
・
9
/
1
8
）
。

参
加

者
数

は
延

べ
数

。

2
8

  
  
  
  
  
  
  
  

構
成

資
産

内
の

ゴ
ミ
拾

い

1
,0

0
6

  
  
  
  
  
  

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
の

来
訪

者
に

対
す

る
同

行
案

内
・
解

説
（
市

民
協

働
事

業
と

し
て

実
施

。
延

べ
2
0
9
日

。
ガ

イ
ド

登
録

者
4
2
。

ガ
イ

ド
を

受
け

た
来

訪
者

数
：
延

べ
6
,9

7
0
人

）

7
5

  
  
  
  
  
  
  
  

第
3
回

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
研

修
会

兼
一

般
向

け
講

演
会

と
し

て
開

催
（
市

民
協

働
事

業
と

し
て

実
施

）
。

講
師

：
札

幌
国

際
大

学
人

文
学

部
教

授
　

越
田

賢
一

郎
 氏

7
1

  
  
  
  
  
  
  
  

ガ
イ

ド
案

内
者

対
象

の
講

座
、

研
修

、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
等

。
参

加
者

数
は

延
べ

数
。

7
0

  
  
  
  
  
  
  
  

①
大

船
遺

跡
・
垣

ノ
島

遺
跡

、
②

二
ツ

森
貝

塚
・
御

所
野

遺
跡

。
参

加
者

数
は

延
べ

数
。

6
9

  
  
  
  
  
  
  
  

入
門

講
座

修
了

者
を

対
象

と
し

た
養

成
講

座
。

参
加

者
数

は
延

べ
数

。

1
4
4

  
  
  
  
  
  
  

幼
稚

園
・
小

学
校

対
象

の
勾

玉
づ

く
り

、
土

器
づ

く
り

体
験

会
。

参
加

者
数

は
延

べ
数

。

6
1

  
  
  
  
  
  
  
  

ガ
イ

ド
の

会
会

員
の

資
質

向
上

と
来

場
者

サ
ー

ビ
ス

向
上

の
た

め
の

研
修

講
座

。
青

森
県

の
世

界
遺

産
を

守
る

人
づ

く
り

実
証

事
業

活
用

。
。

参
加

者
数

は
延

べ
数

。

6
8

  
  
  
  
  
  
  
  

ガ
イ

ド
を

目
指

す
方

の
た

め
の

、
大

森
勝

山
遺

跡
や

縄
文

時
代

の
基

礎
的

知
識

の
習

得
を

目
指

す
。

青
森

県
の

世
界

遺
産

を
守

る
人

づ
く

り
実

証
事

業
活

用
。

。
参

加
者

数
は

延
べ

数
。

1
8
2

  
  
  
  
  
  
  

市
民

を
対

象
と

し
た

縄
文

時
代

や
大

森
勝

山
遺

跡
、

岩
木

山
麓

の
発

掘
調

査
等

に
関

す
る

講
座

。
参

加
者

数
は

延
べ

数
。

7
5

  
  
  
  
  
  
  
  

県
内

の
構

成
資

産
所

管
自

治
体

に
お

け
る

ガ
イ

ド
団

体
に

よ
る

意
見

・
情

報
交

換
会

。
青

森
県

の
世

界
遺

産
を

守
る

人
づ

く
り

実
証

事
業

活
用

。

7
  
  
  
  
  
  
  
  
  

高
砂

貝
塚

公
園

の
復

元
貝

塚
の

草
取

り
等

を
実

施

2
2
9

  
  
  
  
  
  
  

是
川

石
器

時
代

遺
跡

と
そ

の
出

土
品

に
関

す
る

解
説

　
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
よ

り
、

事
前

予
約

制
と

し
た

。

6
6
9

  
  
  
  
  
  
  

日
曜

日
縄

文
体

験
コ

ー
ナ

ー
等

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

よ
り

、
体

験
学

習
内

容
を

制
限

し
て

実
施

。

遺
跡

ガ
イ

ド
2
0
2
2
年

7
月

2
7
日

～
2
9
日

伊
勢

堂
岱

遺
跡

ジ
ュ

ニ
ア

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド

夏
至

の
夕

陽
を

見
る

会
2
0
2
2
年

6
月

2
1
日

大
湯

Ｓ
Ｃ

の
会

史
跡

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
維

持
管

理
活

動
2
0
2
2
年

5
月

2
9
日

(日
)、

7
月

1
7
日

(日
)、

9
月

4
日

(日
)、

9
月

1
8
日

(日
)、

1
0
月

9
日

(日
)、

1
1
月

2
0
日

(日
)

中
央

連
合

会
（
地

域
住

民
町

内
会

）

ガ
イ

ド
養

成
講

座
2
0
2
2
年

5
月

1
7
日

・
2
4
日

・
3
1
日

弘
前

縄
文

の
会

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
清

掃
活

動
2
0
2
2
年

 4
月

2
3
日

(土
)

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
を

守
り

活
か

す
会

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
遺

跡
解

説
ガ

イ
ド

2
0
2
2
年

 4
月

2
9
日

(金
)～

1
1
月

2
3
日

(水
)

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
を

守
り

活
か

す
会

・
千

歳
市

（
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

）
講

演
会

「
世

界
文

化
遺

産
『
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

』
と

千
歳

の
遺

跡
」

2
0
2
3
年

 2
月

 5
日

(日
)

キ
ウ

ス
周

堤
墓

群
を

守
り

活
か

す
会

・
千

歳
市

（
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

）

大
森

勝
山

遺
跡

講
座

2
0
2
2
年

1
0
月

1
3
日

・
2
0
日

・
2
7
日

、
1
2
月

1
8
日

弘
前

縄
文

の
会

遺
跡

・
展

示
解

説
2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

縄
文

是
川

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

県
内

構
成

資
産

遺
跡

ガ
イ

ド
団

体
の

意
見

交
換

会
2
0
2
3
年

1
月

2
9
日

弘
前

縄
文

の
会

高
砂

貝
塚

清
掃

活
動

2
0
2
2
年

7
月

3
0
日

ア
プ

タ
・
フ

レ
ナ

イ
の

会

縄
文

体
験

学
習

2
0
2
2
年

4
月

1
日

～
2
0
2
3
年

3
月

3
1
日

縄
文

是
川

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

勾
玉

・
土

器
・
土

偶
製

作
体

験
会

2
0
2
2
年

7
月

2
6
日

・
2
8
日

、
8
月

4
日

、
9
月

1
8

日
弘

前
縄

文
の

会

大
森

勝
山

縄
文

遺
跡

ガ
イ

ド
の

会
会

員
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
会

2
0
2
2
年

9
月

6
日

・
2
0
日

、
1
2
月

8
日

弘
前

縄
文

の
会

大
森

勝
山

遺
跡

ガ
イ

ド
養

成
入

門
講

座
2
0
2
2
年

1
0
月

1
1
日

・
1
8
日

・
2
5
日

弘
前

縄
文

の
会

ガ
イ

ド
資

質
向

上
講

座
2
0
2
2
年

5
月

1
0
日

、
8
月

2
6
日

、
1
1
月

1
2

日
、

1
2
月

8
日

大
森

勝
山

縄
文

遺
跡

ガ
イ

ド
の

会

遺
跡

見
学

会
①

2
0
2
2
年

5
月

1
4
日

・
1
5
日

、
②

9
月

1
1
日

弘
前

縄
文

の
会



参
加

者
数

概
要

名
称

開
催

日
事

業
主

体

1
9

  
  
  
  
  
  
  
  

是
川

遺
跡

周
辺

の
清

掃
・
泥

上
げ

2
4
4

  
  
  
  
  
  
  

サ
ポ

ー
ト
ス

タ
ッ

フ
（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）
と

し
て

活
動

す
る

た
め

の
展

示
解

説
・
体

験
指

導
等

の
研

修

8
4
,1

7
6

  
  
  
  
  

合
計

是
川

遺
跡

ク
リ
ー

ン
デ

ー
2
0
2
2
年

8
月

2
0
日

、
1
0
月

2
9
日

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館

サ
ポ

ー
ト
ス

タ
ッ

フ
研

修
会

2
0
2
2
年

5
月

7
日

・
2
1
日

・
2
8
日

、
6
月

1
1
日

・
2
4
日

・
2
5
日

、
2
0
2
3
年

1
月

2
1
日

・
2
8
日

、
2

月
4
日

・
1
8
日

・
2
3
日

・
2
5
日

八
戸

市
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

是
川

縄
文

館



表
2
7
　

構
成

資
産

の
保

存
活

用
に

関
わ

る
管

理
団

体
の

概
要

（
観

察
指

標
Ⅷ

-
1
関

係
）

名
称

所
有

者
／

管
理

者

函
館

市
史

跡
垣

ノ
島

遺
跡

・
史

跡
大

船
遺

跡
の

所
有

者
・
管

理
者

つ
が

る
市

史
跡

田
小

屋
野

貝
塚

・
史

跡
亀

ヶ
岡

石
器

時
代

遺
跡

の
所

有
者

・
管

理
者

青
森

県
特

別
史

跡
三

内
丸

山
遺

跡
の

所
有

者
・
管

理
者

洞
爺

湖
町

史
跡

入
江

・
高

砂
貝

塚
の

所
有

者
・
管

理
者

八
戸

市
史

跡
是

川
石

器
時

代
遺

跡
の

所
有

者
・
管

理
者

外
ヶ

浜
町

史
跡

大
平

山
元

遺
跡

の
所

有
者

・
管

理
者

伊
達

市
史

跡
北

黄
金

貝
塚

の
所

有
者

・
管

理
者

七
戸

町
史

跡
二

ツ
森

貝
塚

の
所

有
者

・
管

理
者

一
戸

町
史

跡
御

所
野

遺
跡

の
所

有
者

・
管

理
者

青
森

県
教

育
委

員
会

に
属

す
る

三
内

丸
山

遺
跡

セ
ン

タ
ー

が
資

産
の

保
存

管
理

を
所

管
し

て
い

る
。

一
戸

町
教

育
委

員
会

世
界

遺
産

課
が

資
産

の
保

存
管

理
を

所
管

し
て

い
る

。

青
森

市
史

跡
小

牧
野

遺
跡

の
所

有
者

・
管

理
者

教
育

委
員

会
社

会
教

育
課

が
資

産
の

保
存

管
理

を
所

管
し

て
い

る
。

教
育

委
員

会
事

務
局

文
化

財
課

が
資

産
の

保
存

管
理

を
所

管
し

て
い

る
。

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

、
専

門
職

員
2
名

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

、
専

門
職

員
3
名

、
行

政
職

3
名

地
方

公
共

団
体

（
職

員
数

1
,0

8
2
人

）
。

教
育

委
員

会
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

及
び

主
幹

（
国

指
定

史
跡

担
当

）
が

資
産

の
保

存
管

理
を

所
管

し
て

い
る

。

教
育

委
員

会
文

化
財

課
が

資
産

の
保

存
管

理
を

所
管

し
て

い
る

。

北
秋

田
市

史
跡

伊
勢

堂
岱

遺
跡

の
所

有
者

・
管

理
者

鹿
角

市
特

別
史

跡
大

湯
環

状
列

石
の

所
有

者
・
管

理
者

教
育

委
員

会
生

涯
学

習
課

世
界

遺
産

推
進

係
が

資
産

の
保

全
管

理
を

所
管

し
て

い
る

。

教
育

委
員

会
　

大
湯

ス
ト
ー

ン
サ

ー
ク

ル
館

が
資

産
の

保
存

管
理

を
所

管
し

て
い

る
。

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

、
専

門
職

員
2
名

、
行

政
職

1
名

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

、
専

門
職

員
2
名

、
行

政
職

1
名

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

2
名

（
専

門
職

1
名

、
行

政
職

1
名

）
、

専
門

職
員

4
名

、
行

政
職

1
名

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

、
専

門
職

員
2
名

、
行

政
職

3
名

、
会

計
年

度
任

用
職

員
（
土

木
技

師
）
1
名

2
0
2
2
年

度
の

団
体

の
概

要

教
育

委
員

会
世

界
遺

産
対

策
室

が
資

産
の

保
存

管
理

を
所

管
し

て
い

る
。

教
育

委
員

会
文

化
財

課
が

資
産

の
保

全
管

理
を

所
管

し
て

い
る

。

教
育

委
員

会
生

涯
学

習
課

文
化

財
係

が
資

産
の

保
存

管
理

を
所

管
し

て
い

る
。

地
方

公
共

団
体

（
職

員
数

3
8
7
名

）
。

教
育

委
員

会
教

育
部

文
化

財
課

が
資

産
の

保
存

管
理

を
所

管
し

て
い

る
。

地
方

公
共

団
体

（
職

員
数

1
5
2
名

）
。

世
界

遺
産

対
策

室
が

資
産

の
保

存
管

理
を

所
管

し
て

い
る

。

千
歳

市
史

跡
キ

ウ
ス

周
堤

墓
群

の
所

有
者

・
管

理
者

弘
前

市
史

跡
大

森
勝

山
遺

跡
の

所
有

者
・
管

理
者

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
館

長
1
名

、
副

館
長

1
名

、
専

門
職

員
5
名

、
行

政
職

3
名

教
育

委
員

会
是

川
縄

文
館

が
資

産
の

保
存

管
理

を
所

管
し

て
い

る
。

2
0
2
2
年

度
の

従
事

者
、

従
業

員
数

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
室

長
1
名

(兼
務

)、
学

芸
員

1
名

、
従

事
者

1
名

(兼
務

)

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

，
専

門
職

員
2
名

，
行

政
職

4
名

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

、
専

門
職

員
1
名

、
行

政
職

3
名

【
資

産
保

全
管

理
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

、
専

門
職

員
4
名

、
行

政
職

1
名

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

、
専

門
職

員
1
名

、
行

政
職

2
名

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

長
1
名

、
副

所
長

1
名

、
専

門
職

員
9
名

、
行

政
職

5
名

【
資

産
管

理
保

全
に

係
る

従
事

者
数

】
所

属
長

1
名

、
専

門
職

2
名

、
行

政
職

2
名



４
　

総
括

4
.1

　
資

産
の

顕
著

な
普

遍
的

価
値

と
完

全
性

・
真

実
性

に
関

す
る

観
察

指
標

・
資

産
の

価
値

及
び

属
性

に
対

す
る

負
の

影
響

は
、

確
認

・
予

見
さ

れ
て

い
な

い
。

4
.2

　
構

成
資

産
の

保
護

・
管

理
に

関
す

る
観

察
指

標
・
構

成
資

産
に

お
け

る
現

状
変

更
の

件
数

が
４

５
件

と
、

２
０

２
１

年
度

の
３

９
件

に
比

べ
て

や
や

増
加

し
た

。
主

に
史

跡
整

備
に

伴
う

も
の

で
あ

り
、

資
産

の
価

値
に

負
の

影
響

を
及

ぼ
す

行
為

は
見

ら
れ

な
い

。
・
構

成
資

産
内

に
お

け
る

遺
産

影
響

評
価

の
実

施
件

数
（
詳

細
分

析
の

要
否

判
断

件
数

）
が

３
２

件
と

、
２

０
２

１
年

度
の

９
件

か
ら

大
き

く
増

加
し

て
い

る
が

、
資

産
の

価
値

に
負

の
影

響
を

及
ぼ

す
行

為
は

見
ら

れ
な

い
。

・
気

温
や

湿
度

、
降

水
量

、
地

下
水

位
等

の
構

成
資

産
を

取
り

巻
く
環

境
、

植
生

に
大

き
な

変
化

は
な

く
、

構
成

資
産

に
対

す
る

負
の

影
響

は
、

確
認

・
予

見
さ

れ
て

い
な

い
。

・
構

成
資

産
の

調
査

研
究

等
を

担
う

専
門

職
員

の
人

数
が

６
５

人
と

、
２

０
２

１
年

度
の

人
数

を
維

持
し

て
お

り
、

世
界

遺
産

登
録

の
翌

年
度

に
お

い
て

も
調

査
研

究
等

の
体

制
が

維
持

さ
れ

て
い

る
。

4
.3

　
資

産
に

影
響

を
与

え
る

諸
条

件
に

関
す

る
観

察
指

標
・
緩

衝
地

帯
に

お
け

る
民

間
の

開
発

許
可

申
請

件
数

が
６

０
件

と
、

２
０

２
１

年
度

の
２

４
件

に
比

べ
て

大
き

く
増

加
し

た
が

、
法

令
に

基
づ

く
許

認
可

手
続

き
が

適
正

に
行

わ
れ

て
お

り
、

資
産

の
価

値
に

負
の

影
響

を
及

ぼ
す

行
為

は
見

ら
れ

な
い

。
・
緩

衝
地

帯
内

及
び

そ
の

周
辺

に
お

け
る

遺
産

影
響

評
価

の
実

施
件

数
（
詳

細
分

析
の

要
否

判
断

件
数

）
が

４
０

件
と

、
２

０
２

１
年

度
の

２
７

件
か

ら
大

き
く
増

加
し

て
い

る
が

、
資

産
の

価
値

に
負

の
影

響
を

及
ぼ

す
開

発
行

為
等

は
見

ら
れ

な
い

。
・
構

成
資

産
の

価
値

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

よ
う

な
大

気
汚

染
、

植
生

の
変

化
は

認
め

ら
れ

な
い

。
・
構

成
資

産
へ

の
来

訪
者

数
が

約
４

２
万

５
千

人
と

、
２

０
２

１
年

度
の

約
２

７
万

６
千

人
に

比
べ

て
約

１
．

５
倍

に
増

加
し

た
。

・
来

訪
者

を
構

成
資

産
に

誘
導

す
る

案
内

板
（
サ

イ
ン

）
の

設
置

数
が

３
０

９
箇

所
と

、
２

０
２

１
年

度
の

２
４

３
件

に
比

べ
て

約
１

．
３

倍
に

増
加

し
、

来
訪

者
の

受
入

体
制

の
整

備
が

進
ん

で
い

る
。

4
.4

　
顕

著
な

普
遍

的
価

値
の

伝
達

に
関

す
る

指
標

・
資

産
に

関
す

る
研

修
会

等
へ

の
参

加
者

数
が

、
約

１
９

万
人

と
２

０
２

１
年

度
の

約
１

２
万

人
と

比
べ

て
増

加
し

た
。

地
方

公
共

団
体

及
び

地
域

住
民

等
に

よ
っ

て
積

極
的

に
研

修
会

等
が

開
催

さ
れ

て
い

る
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
が

約
２

３
２

万
回

と
、

２
０

２
１

年
度

の
約

１
８

８
万

回
に

比
べ

て
約

１
．

２
倍

と
増

加
し

た
。

デ
ジ

タ
ル

媒
体

で
の

情
報

発
信

が
積

極
的

に
行

わ
れ

て
い

る
。

・
構

成
資

産
の

保
存

活
用

に
関

わ
る

民
間

団
体

の
会

員
数

が
２

，
２

３
５

（
個

人
１

，
０

４
９

、
団

体
１

，
１

８
６

）
と

、
２

０
２

１
年

度
の

２
，

３
１

６
（
個

人
１

，
１

７
２

、
団

体
１

，
１

４
４

）
か

ら
微

減
し

て
は

い
る

も
の

の
、

地
域

住
民

が
引

き
続

き
積

極
的

に
構

成
資

産
の

保
存

・
活

用
に

関
与

し
て

い
る

。


